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、
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。
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、
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ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
身
を
寄
せ
た
。
流
民
の
な
か
に
は
完
全
に
社
会
と
の
紐
帯
を
断
っ
て
、
森
や
林
の
中
に
ね
ぐ
ら
を
も
っ
て
、
盗

み
や
掠
奪
を
働
く
山
賊
や
追
剥
ぎ
に
な
り
果
て
る
も
の
も
各
地
に
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
統
治
権
力
は
力
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
王
権
は
、
貧
民
が
困
窮
を
口
実
に
物
乞
い
の
味
を
覚
え
、
ま
す
ま
す

懶
惰
に
Ṇ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
七
〇
〇
年
七
月
二
五
日
の
王
宣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
六
九
三
年
の
凶
作
と
疫
病
は
農
村
に
在
住
す
る
多
く
の
者
に
、
町
と
く
に
パ
リ
に
出
て
必
要
な
救
済
を
探
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
大
概
の
も
の
は
物
乞
い
の
甘
味
を
覚
え
、
放
埓
で
堕
落
し
た
生
活
に
馴
染
ん
だ
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
辛
く
、
絶
え
間

の
な
い
労
働
で
得
た
も
の
よ
り
も
遥
か
に
大
き
い
実
入
り
だ
っ
た
。
九
四
年
の
神
の
思
し
召
し
に
よ
る
す
べ
て
の
地
方
の
豊
作
と
、

そ
の
後
の
人
々
の
与
え
た
心
遣
い
で
も
、
彼
ら
を
そ
う
し
た
生
活
か
ら
引
き
戻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。（
中
略
）
信
仰
心
と
慎

重
さ
が
、
彼
ら
に
義
務
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
採
る
よ
う
に
我
々
に
求
め
て
い
る
。
も
し
彼
ら
が
そ
う
し
た

生
活
に
固
執
す
る
な
ら
、
彼
ら
の
怠
惰
に
罰
を
与
え
よ
う
。
も
し
彼
ら
が
耕
作
や
田
舎
の
仕
事
を
再
び
行
い
、
穢
れ
を
知
ら
ぬ
生
活

を
す
る
な
ら
、
我
々
は
喜
ん
で
救
済
と
慈
悲
を
与
え
よ
う
。」[Paultre,p.312]

第
一
章

一
七
二
四
年
王
令
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

一
七
一
五
年
に
即
位
し
た
ル
イ
一
五
世
は
、
内
政
上
の
一
課
題
た
る
乞
食
と
流
民
の
撲
滅
に
従
来
の
路
線
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
新

機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
一
七
二
四
年
七
月
一
八
日
に
発
せ
ら
れ
た
王
令
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
先
王
の
施
策
が
不
首
尾
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
第
一
に
、
乞
食
と
流
民
に
関
わ
る
王
令
が
幾
つ
も
発
布
さ
れ
た

が
、
王
国
全
土
に
遍
く
施
行
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
大
都
市
を
放
逐
さ
れ
た
乞
食
・
流
民
は
一
旦
は
他
所
に
行
く
が
、

す
ぐ
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
二
に
、
各
地
に
開
設
さ
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
財
源
不
足
の
た
め
に
、
閉
じ
込
め
た

乞
食
を
扶
養
し
き
れ
ず
、
と
く
に
身
体
壮
健
な
乞
食
に
は
仕
事
も
避
難
所
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
再
犯
者
へ
の
処
罰
も

厳
し
く
な
く
、
ま
た
再
犯
者
を
識
別
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
、
と
総
括
し
た
。[C

ode,pp.459-464]

右
の
よ
う
な
認
識
に
た
っ
て
、
ル
イ
一
五
世
は
二
四
年
王
令
で
そ
の
欠
落
を
埋
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
第
一
の
指
摘
に
対
し

て
は
、
王
国
で
未
だ
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
開
設
し
て
い
な
い
都
市
に
、
そ
の
開
設
を
強
く
促
し
、
王
国
を
さ
ま
よ
う
貧
民
を

出
生
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
閉
じ
込
め
よ
う
と
図
っ
た
。
各
地
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
開
設
さ
れ
れ
ば
、
王
国
を

放
浪
し
、
都
市
に
屯
す
る
乞
食
な
ど
を
、
出
生
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

王
令
は
、
帰
郷
を
望
む
貧
民
が
旅
の
途
次
で
後
述
の
マ
レ
シ
ョ
セ
（
騎
馬
憲
兵
隊
）
な
ど
に
捕
捉
さ
れ
な
い
よ
う
な
便
宜
を
用
意
し

た
。
つ
ま
り
、
故
郷
に
戻
る
貧
民
は
最
寄
り
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
出
向
い
て
、「
退
去
許
可
証congé

」
や
パ
ス
ポ
ー
ト

を
発
給
し
て
貰
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
書
類
に
は
、
本
人
の
生
年
月
日
と
年
齢
、
現
住
所
、
人
相
、
そ
し
て
帰
郷
の
主
要
ル

ー
ト
と
大
体
の
日
数
が
記
入
さ
れ
る
。
旅
程
の
日
数
は
一
日
四
里
を
標
準
と
し
て
算
出
さ
れ
る
と
定
め
た
。
同
時
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ

に
捕
ま
ら
な
い
よ
う
に
「
四
人
以
上
の
集
団
で
旅
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
釘
を
刺
し
た
。（
第
四
条
）

第
二
の
指
摘
に
あ
る
、
財
源
不
足
は
後
段
に
見
る
よ
う
に
、
王
室
の
金
庫
か
ら
地
方
長
官
経
由
で
潤
沢
な
補
助
金
を
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
与
え
る
と
し
た
。
タ
ー
ユ
税
一
リ
ー
ヴ
ル
に
付
き
三
ド
ゥ
ニ
の
割
合
で
徴
収
す
る
税
金
を
原
資
と
す
る
構
想
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
七
二
四
年
王
令
は
、
一
六
六
二
年
王
令
の
精
神
を
踏
襲
し
て
、
ヨ
リ
多
く
の
労
働
不
能
貧
民
を
オ
ピ
タ
ル
・

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
る
方
針
を
表
明
し
た
と
云
え
る
。
高
齢
貧
民
、
病
弱
者
や
心
身
障
碍
者
、
寡
婦
、
孤
児
・
捨
子
な
ど
生
活
の

一七二四年王令と乞食・流民の処遇
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四
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召
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後
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心
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が
、
彼
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に
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想
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手
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よ
う
に
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に
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い
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、
彼
ら
の
怠
惰
に
罰
を
与
え
よ
う
。
も
し
彼
ら
が
耕
作
や
田
舎
の
仕
事
を
再
び
行
い
、
穢
れ
を
知
ら
ぬ
生
活

を
す
る
な
ら
、
我
々
は
喜
ん
で
救
済
と
慈
悲
を
与
え
よ
う
。」[Paultre,p.312]

第
一
章

一
七
二
四
年
王
令
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

一
七
一
五
年
に
即
位
し
た
ル
イ
一
五
世
は
、
内
政
上
の
一
課
題
た
る
乞
食
と
流
民
の
撲
滅
に
従
来
の
路
線
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
新

機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
一
七
二
四
年
七
月
一
八
日
に
発
せ
ら
れ
た
王
令
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
先
王
の
施
策
が
不
首
尾
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
第
一
に
、
乞
食
と
流
民
に
関
わ
る
王
令
が
幾
つ
も
発
布
さ
れ
た

が
、
王
国
全
土
に
遍
く
施
行
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
大
都
市
を
放
逐
さ
れ
た
乞
食
・
流
民
は
一
旦
は
他
所
に
行
く
が
、

す
ぐ
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
二
に
、
各
地
に
開
設
さ
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
財
源
不
足
の
た
め
に
、
閉
じ
込
め
た

乞
食
を
扶
養
し
き
れ
ず
、
と
く
に
身
体
壮
健
な
乞
食
に
は
仕
事
も
避
難
所
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
再
犯
者
へ
の
処
罰
も

厳
し
く
な
く
、
ま
た
再
犯
者
を
識
別
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
、
と
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、
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は
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で
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の
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。
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齢
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れ
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れ
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。
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資
を
稼
げ
な
い
貧
民
は
、
申
請
し
出
頭
す
れ
ば
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
無
料
で
入
所
で
き
、
パ
ン
と
寝
床
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た
軽
作
業
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
第
一
条
）。

一
七
二
四
年
王
令
の
新
機
軸
の
一
つ
は
、「
労
働
可
能
な
壮
健
貧
民pauvres

valides,m
endiants

valides

」
の
処
遇
を
明
示
し
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
仕
事
が
な
い
た
め
に
怠
惰
と
物
乞
い
の
生
活
を
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
壮
健
貧
民
の
口
実
を
奪
う

た
め
に
、（
中
略
）
彼
ら
が
二
週
間
の
う
ち
に
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
志
願
す
る

s’engager

こ
と
を
許
す
」（
第
二
条
）
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
六
六
二
年
王
令
で
は
（
意
識
的
に
か
）
無
視
さ
れ
て
い
た

「
労
働
可
能
な
貧
民
」
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
受
け
入
れ
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
委
ね
る
と
い
う
画
期
的
な
方
針
で
あ
っ
た
。

「
志
願
者
」
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
よ
り
パ
ン
と
ベ
ッ
ド
だ
け
で
な
く
、「
仕
事
」
を
与
え
ら
れ
る
と
し
た
。
王
権
が
考
え

て
い
た
仕
事
は
、
橋
梁
や
道
路
整
備
、
城
壁
の
補
修
な
ど
公
共
土
木
作
業
で
、
下
士
官
の
指
揮
の
下
、
二
〇
人
一
組
で
行
う
こ
と
と

し
、
日
当
の
六
分
の
一
が
報
酬
と
し
て
支
給
さ
れ
る
、
と
定
め
た
。
ま
た
「
志
願
者
」
が
生
き
る
た
め
の
方
策
を
見
つ
け
る
か
、
王

の
軍
隊
に
入
隊
す
る
場
合
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
の
退
所
が
許
さ
れ
る
と
し
た
。
但
し
、
許
可
な
く
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
を
抜
け
出
し
、
元
の
怠
惰
な
生
活
や
物
乞
い
生
活
に
戻
る
な
ら
、
特
別
に
訴
追
さ
れ
、
五
年
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
課
さ
れ

る
、
と
定
め
た
。

王
権
は
「
怠
惰
は
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
の
母
で
あ
る
」
と
の
従
来
か
ら
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
労
働
を
厭
う
壮
健
な
貧
民
を
な
ん
と
し

て
も
労
働
戦
線
に
復
帰
さ
せ
国
富
増
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
魂
胆
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
重
農
主
義
も
し
く
は
重
商
主
義
の
思
想

が
見
て
取
れ
る
。
だ
が
、
結
論
を
先
取
り
し
て
云
う
な
ら
、
労
働
可
能
な
壮
健
貧
民
を
受
け
容
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、

彼
ら
に
与
え
る
仕
事
探
し
に
苦
慮
し
、
そ
の
扱
い
に
困
惑
し
、
早
晩
そ
の
受
け
入
れ
を
止
め
て
し
ま
う
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

二
四
年
王
令
は
、
王
権
の
施
す
「
慈
悲
と
救
済
の
ス
キ
ー
ム
」
に
背
を
向
け
る
貧
民
に
は
、
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
王
令
前
文

に
あ
る
第
三
の
指
摘
に
応
え
る
措
置
が
、
取
締
ま
り
強
化
と
処
罰
の
厳
格
化
で
あ
る
。
猶
予
期
間
を
過
ぎ
て
も
パ
リ
や
王
国
の
都
市

で
物
乞
い
を
続
け
る
者
は
、
身
体
壮
健
な
男
女
の
乞
食
、
労
働
不
能
の
貧
民
や
子
ど
も
を
問
わ
ず
、
逮
捕
さ
れ
最
寄
り
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
連
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
壮
健
な
男
女
の
貧
民
は
、
最
低
で
も
二
か
月
間
「
パ
ン
と
水
」
だ
け
の
食
事
で
そ
こ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
定
め
た
。（
第
三
条
）
こ
れ
は
ま
さ
し
く
禁
錮
刑
で
あ
っ
た
。

右
の
謂
わ
ば
「
単
純
物
乞
い
」
よ
り
も
、
ヨ
リ
悪
質
な
乞
食
や
流
民
を
王
令
は
具
体
的
に
例
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
無
礼
尊
大

な
態
度
で
物
乞
い
す
る
乞
食
」、
偽
り
の
除
隊
証
明
書
を
持
参
す
る
兵
士
や
脱
走
兵
、
氏
名
・
出
生
地
を
偽
る
者
、
障
碍
者
や
病
者

の
フ
リ
を
す
る
者
、
四
人
以
上
の
集
団
で
施
し
を
乞
う
者
、
武
器
を
携
行
す
る
乞
食
、
ル
イ
王
家
の
紋
章
で
あ
る
「
百
合
の
花
」
の

入
れ
墨
を
し
て
い
る
者
、〝
Ｖ
〟
の
文
字
の
烙
印
が
あ
る
者
─
こ
れ
は
流
民vagabond

と
し
て
処
罰
さ
れ
た
前
科
者
を
意
味
す
る

─
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
初
犯
で
あ
れ
ば
壮
健
な
男
は
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
、
女
や
労
働
不
能
貧
民
は
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
佃
打
ち
、
ま
た
は
一
定
期
間
あ
る
い
は
終
生
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
拘
禁
さ
れ
る
、
と
定
め
た
。（
第
六

条
）再

犯
者
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
処
罰
が
ま
っ
て
い
た
。「
単
純
物
乞
い
」
で
も
二
度
目
に
逮
捕
さ
れ
た
と
き
は
、
労
働
不
能
貧
民
は

終
生
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
壮
健
な
男
女
の
乞
食
は
最
低
三
か
月
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
釈
放
時
に
は
腕
に
〝
Ｍ
〟（m

endiant

の
頭
文
字
）
の
入
れ
墨
を
さ
れ
る
、
三
度
目
の
逮
捕
の
と
き
は
、
女
の
壮
健
な
乞
食
は

最
低
五
年
間
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
閉
じ
込
め
、
男
の
壮
健
乞
食
は
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
が
課
さ
れ
る
と
定
め

た
。（
第
三
条
）
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資
を
稼
げ
な
い
貧
民
は
、
申
請
し
出
頭
す
れ
ば
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
無
料
で
入
所
で
き
、
パ
ン
と
寝
床
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
年
齢
や
能
力
に
応
じ
た
軽
作
業
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
第
一
条
）。

一
七
二
四
年
王
令
の
新
機
軸
の
一
つ
は
、「
労
働
可
能
な
壮
健
貧
民pauvres

valides,m
endiants

valides

」
の
処
遇
を
明
示
し
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
仕
事
が
な
い
た
め
に
怠
惰
と
物
乞
い
の
生
活
を
し
て
い
る
、
と
主
張
す
る
壮
健
貧
民
の
口
実
を
奪
う

た
め
に
、（
中
略
）
彼
ら
が
二
週
間
の
う
ち
に
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
志
願
す
る

s’engager

こ
と
を
許
す
」（
第
二
条
）
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
六
六
二
年
王
令
で
は
（
意
識
的
に
か
）
無
視
さ
れ
て
い
た

「
労
働
可
能
な
貧
民
」
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
受
け
入
れ
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
委
ね
る
と
い
う
画
期
的
な
方
針
で
あ
っ
た
。

「
志
願
者
」
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
よ
り
パ
ン
と
ベ
ッ
ド
だ
け
で
な
く
、「
仕
事
」
を
与
え
ら
れ
る
と
し
た
。
王
権
が
考
え

て
い
た
仕
事
は
、
橋
梁
や
道
路
整
備
、
城
壁
の
補
修
な
ど
公
共
土
木
作
業
で
、
下
士
官
の
指
揮
の
下
、
二
〇
人
一
組
で
行
う
こ
と
と

し
、
日
当
の
六
分
の
一
が
報
酬
と
し
て
支
給
さ
れ
る
、
と
定
め
た
。
ま
た
「
志
願
者
」
が
生
き
る
た
め
の
方
策
を
見
つ
け
る
か
、
王

の
軍
隊
に
入
隊
す
る
場
合
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
の
退
所
が
許
さ
れ
る
と
し
た
。
但
し
、
許
可
な
く
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
を
抜
け
出
し
、
元
の
怠
惰
な
生
活
や
物
乞
い
生
活
に
戻
る
な
ら
、
特
別
に
訴
追
さ
れ
、
五
年
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
課
さ
れ

る
、
と
定
め
た
。

王
権
は
「
怠
惰
は
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
の
母
で
あ
る
」
と
の
従
来
か
ら
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
労
働
を
厭
う
壮
健
な
貧
民
を
な
ん
と
し

て
も
労
働
戦
線
に
復
帰
さ
せ
国
富
増
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
魂
胆
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
重
農
主
義
も
し
く
は
重
商
主
義
の
思
想

が
見
て
取
れ
る
。
だ
が
、
結
論
を
先
取
り
し
て
云
う
な
ら
、
労
働
可
能
な
壮
健
貧
民
を
受
け
容
れ
た
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、

彼
ら
に
与
え
る
仕
事
探
し
に
苦
慮
し
、
そ
の
扱
い
に
困
惑
し
、
早
晩
そ
の
受
け
入
れ
を
止
め
て
し
ま
う
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

二
四
年
王
令
は
、
王
権
の
施
す
「
慈
悲
と
救
済
の
ス
キ
ー
ム
」
に
背
を
向
け
る
貧
民
に
は
、
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
王
令
前
文

に
あ
る
第
三
の
指
摘
に
応
え
る
措
置
が
、
取
締
ま
り
強
化
と
処
罰
の
厳
格
化
で
あ
る
。
猶
予
期
間
を
過
ぎ
て
も
パ
リ
や
王
国
の
都
市

で
物
乞
い
を
続
け
る
者
は
、
身
体
壮
健
な
男
女
の
乞
食
、
労
働
不
能
の
貧
民
や
子
ど
も
を
問
わ
ず
、
逮
捕
さ
れ
最
寄
り
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
連
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
壮
健
な
男
女
の
貧
民
は
、
最
低
で
も
二
か
月
間
「
パ
ン
と
水
」
だ
け
の
食
事
で
そ
こ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
と
定
め
た
。（
第
三
条
）
こ
れ
は
ま
さ
し
く
禁
錮
刑
で
あ
っ
た
。

右
の
謂
わ
ば
「
単
純
物
乞
い
」
よ
り
も
、
ヨ
リ
悪
質
な
乞
食
や
流
民
を
王
令
は
具
体
的
に
例
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
無
礼
尊
大

な
態
度
で
物
乞
い
す
る
乞
食
」、
偽
り
の
除
隊
証
明
書
を
持
参
す
る
兵
士
や
脱
走
兵
、
氏
名
・
出
生
地
を
偽
る
者
、
障
碍
者
や
病
者

の
フ
リ
を
す
る
者
、
四
人
以
上
の
集
団
で
施
し
を
乞
う
者
、
武
器
を
携
行
す
る
乞
食
、
ル
イ
王
家
の
紋
章
で
あ
る
「
百
合
の
花
」
の

入
れ
墨
を
し
て
い
る
者
、〝
Ｖ
〟
の
文
字
の
烙
印
が
あ
る
者
─
こ
れ
は
流
民vagabond

と
し
て
処
罰
さ
れ
た
前
科
者
を
意
味
す
る

─
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
初
犯
で
あ
れ
ば
壮
健
な
男
は
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
、
女
や
労
働
不
能
貧
民
は
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
佃
打
ち
、
ま
た
は
一
定
期
間
あ
る
い
は
終
生
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
拘
禁
さ
れ
る
、
と
定
め
た
。（
第
六

条
）再

犯
者
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
処
罰
が
ま
っ
て
い
た
。「
単
純
物
乞
い
」
で
も
二
度
目
に
逮
捕
さ
れ
た
と
き
は
、
労
働
不
能
貧
民
は

終
生
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
壮
健
な
男
女
の
乞
食
は
最
低
三
か
月
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
釈
放
時
に
は
腕
に
〝
Ｍ
〟（m

endiant

の
頭
文
字
）
の
入
れ
墨
を
さ
れ
る
、
三
度
目
の
逮
捕
の
と
き
は
、
女
の
壮
健
な
乞
食
は

最
低
五
年
間
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
閉
じ
込
め
、
男
の
壮
健
乞
食
は
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
が
課
さ
れ
る
と
定
め

た
。（
第
三
条
）
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再
犯
防
止
と
処
罰
の
厳
格
化
の
た
め
に
、
王
令
が
構
想
し
た
革
新
的
な
制
度
が
、「
裁
判
台
帳C

asier
judiciaire

」
と
も
い
う
べ

き
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
逮
捕
さ
れ
た
初
犯
の
乞
食
の
個
人
情
報
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
記
録
・
保
管
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
パ
リ
の
中
央
情
報
局B

ureau
généralde

correspondance

に
集
約
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
物
乞
い
を
し
て
逮
捕
さ
れ
た

人
物
の
氏
名
、
年
齢
、
出
生
地
、
人
相
の
特
徴
な
ど
の
情
報
収
集
で
あ
る
。
中
央
情
報
局
は
、
氏
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
び

替
え
る
な
ど
の
整
理
を
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
印
刷
し
、
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
や
マ
レ
シ
ョ
セ
な
ど
治
安
当
局
に
伝
達

す
る
と
定
め
た
。「
か
く
て
逮
捕
さ
れ
た
者
が
初
犯
だ
と
嘘
を
つ
い
て
も
直
ぐ
に
見
破
ら
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
唱
え
た
。（
第
五
条
）

「
裁
判
台
帳
」
も
し
く
は
「
乞
食
・
流
民
記
録
台
帳
」
は
実
現
す
れ
ば
再
犯
者
を
容
易
に
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
画
期
的
な
ア
イ

デ
ア
だ
っ
た
が
、
全
国
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
膨
大
な
情
報
を
手
作
業
で
整
理
・
集
約
す
る
の
は
、
現

代
の
情
報
化
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
一
八
世
紀
に
は
と
て
つ
も
な
い
作
業
量
を
要
し
た
た
め
、
一
年
も
経
た
ず
に
頓
挫
し
て
し
ま
っ

た
。ポ

リ
ス
の
強
化
も
一
七
二
四
年
王
令
の
新
機
軸
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
ル
イ
一
五
世
は
陸
軍
ᷭ
ル
ブ
ラ
ン
に
命
じ
て

マ
レ
シ
ョ
セ
（
騎
馬
憲
兵
隊
）
の
制
度
改
革
を
実
施
さ
せ
た
が
、
こ
の
裁
判
権
を
具
え
た
警
察
機
構
が
、
王
国
街
道
を
さ
ま
よ
う
乞

食
や
流
民
を
捕
捉
し
、
犯
罪
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
尋
問
し
、
裁
判
に
か
け
、
処
罰
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
。
王
令
は
「
い
か
な

る
人
々
も
マ
レ
シ
ョ
セ
の
将
校
や
騎
馬
憲
兵
が
乞
食
や
流
民
を
逮
捕
す
る
の
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
逮
捕
を
妨
げ
る
な
ど
公
務
執

行
妨
害
を
し
た
者
は
、
罪
人
と
し
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。」
と
定
め
た
。（
第
一
〇
条
）

そ
れ
ま
で
市
内
で
物
乞
い
を
す
る
乞
食
や
流
民
を
捕
捉
し
て
い
た
の
は
、
専
ら
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
巡
邏archer

」
で

あ
っ
た
。
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
労
働
不
能
貧
民
の
自
発
的
入
所
者
が
大
半
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ま
た
予
算
不
足
も
あ

っ
て
巡
邏
を
も
つ
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
。
加
え
て
巡
邏
が
乞
食
を
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
を
大
勢
の
住
民
が
身
体
を
は
っ

て
妨
げ
よ
う
と
し
た
。
貧
し
い
住
民
に
は
「
明
日
は
わ
が
身
」
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る(ø)。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
王
令
公

布
の
後
に
は
、
巡
邏
の
活
動
は
都
市
内
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
活
動
領
域
は
街
道grand

chem
in

や
田
園
地
帯
に
と
、
暗
黙
裡
に
区

分
け
が
認
識
さ
れ
る
の
だ
が
、
現
実
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
大
市
や
定
期
市
、
大
祭
が
催
さ
れ
る
都
市
内
に
も
監
視
活
動
を
展
開
し

た
の
で
、
と
き
に
巡
邏
と
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
標
的
は
、
王
国
を
さ
ま
よ
い
、
犯
罪
に
手
を
染
め
る
惧
れ
の

あ
る
悪
質
な
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
で
あ
っ
た
。（
次
節
）

こ
れ
と
関
連
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。「
本
王
令
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
リ
ム
ー
ザ
ン
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
、
ド
ー
フ
ィ

ネ
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
等
の
住
民
に
混
乱
や
障
碍
を
与
え
る
こ
と
は
望
ま
な
い
。」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
住
民
が
慣
習
的
に
お
こ

な
っ
て
き
た
干
し
草
刈
や
穀
物
・
葡
萄
の
収
穫
な
ど
へ
の
出
稼
ぎ
や
、
農
村
と
都
市
間
の
行
商
の
た
め
の
往
来
を
、
そ
の
移
動
の
間

に
物
乞
い
を
し
な
け
れ
ば
と
の
条
件
の
も
と
で
、
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
、
彼
ら
の
往
来
を
妨
害
し

て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。（
第
一
二
条
）。
こ
の
こ
と
は
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
貧
し
い
地
域
の
民
衆
が
慣
習
的
に
お
こ
な

っ
て
き
た
「
生
存
の
技
法
」
た
る
出
稼
ぎ
と
行
商
を
、
王
権
が
初
め
て
認
知
し
た
と
い
う
意
味
で
画
期
的
で
あ
っ
た
。
以
上
が
一
七

二
四
年
王
令
の
骨
子
で
あ
る(ù)。

(ø
)
当
時
の
貧
民
こ
と
に
下
層
農
民
は
、
天
候
不
順
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
乞
食
の
境
遇
に
転
落
す
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
。「
こ

の
最
後
の
穀
物
袋
を
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
そ
し
て
ボ
ロ
着
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
も
頭
陀
袋
を
背
負
っ
て
物
乞
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。」
と
。[Lefebvre,p.31]
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再
犯
防
止
と
処
罰
の
厳
格
化
の
た
め
に
、
王
令
が
構
想
し
た
革
新
的
な
制
度
が
、「
裁
判
台
帳C

asier
judiciaire

」
と
も
い
う
べ

き
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
逮
捕
さ
れ
た
初
犯
の
乞
食
の
個
人
情
報
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
記
録
・
保
管
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
パ
リ
の
中
央
情
報
局B

ureau
généralde

correspondance

に
集
約
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
物
乞
い
を
し
て
逮
捕
さ
れ
た

人
物
の
氏
名
、
年
齢
、
出
生
地
、
人
相
の
特
徴
な
ど
の
情
報
収
集
で
あ
る
。
中
央
情
報
局
は
、
氏
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
び

替
え
る
な
ど
の
整
理
を
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
印
刷
し
、
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
や
マ
レ
シ
ョ
セ
な
ど
治
安
当
局
に
伝
達

す
る
と
定
め
た
。「
か
く
て
逮
捕
さ
れ
た
者
が
初
犯
だ
と
嘘
を
つ
い
て
も
直
ぐ
に
見
破
ら
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
唱
え
た
。（
第
五
条
）

「
裁
判
台
帳
」
も
し
く
は
「
乞
食
・
流
民
記
録
台
帳
」
は
実
現
す
れ
ば
再
犯
者
を
容
易
に
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
画
期
的
な
ア
イ

デ
ア
だ
っ
た
が
、
全
国
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
膨
大
な
情
報
を
手
作
業
で
整
理
・
集
約
す
る
の
は
、
現

代
の
情
報
化
時
代
な
ら
と
も
か
く
、
一
八
世
紀
に
は
と
て
つ
も
な
い
作
業
量
を
要
し
た
た
め
、
一
年
も
経
た
ず
に
頓
挫
し
て
し
ま
っ

た
。ポ

リ
ス
の
強
化
も
一
七
二
四
年
王
令
の
新
機
軸
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
ル
イ
一
五
世
は
陸
軍
ᷭ
ル
ブ
ラ
ン
に
命
じ
て

マ
レ
シ
ョ
セ
（
騎
馬
憲
兵
隊
）
の
制
度
改
革
を
実
施
さ
せ
た
が
、
こ
の
裁
判
権
を
具
え
た
警
察
機
構
が
、
王
国
街
道
を
さ
ま
よ
う
乞

食
や
流
民
を
捕
捉
し
、
犯
罪
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
尋
問
し
、
裁
判
に
か
け
、
処
罰
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
。
王
令
は
「
い
か
な

る
人
々
も
マ
レ
シ
ョ
セ
の
将
校
や
騎
馬
憲
兵
が
乞
食
や
流
民
を
逮
捕
す
る
の
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
逮
捕
を
妨
げ
る
な
ど
公
務
執

行
妨
害
を
し
た
者
は
、
罪
人
と
し
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。」
と
定
め
た
。（
第
一
〇
条
）

そ
れ
ま
で
市
内
で
物
乞
い
を
す
る
乞
食
や
流
民
を
捕
捉
し
て
い
た
の
は
、
専
ら
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
巡
邏archer

」
で

あ
っ
た
。
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
労
働
不
能
貧
民
の
自
発
的
入
所
者
が
大
半
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ま
た
予
算
不
足
も
あ

っ
て
巡
邏
を
も
つ
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
。
加
え
て
巡
邏
が
乞
食
を
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
れ
を
大
勢
の
住
民
が
身
体
を
は
っ

て
妨
げ
よ
う
と
し
た
。
貧
し
い
住
民
に
は
「
明
日
は
わ
が
身
」
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る(ø)。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
王
令
公

布
の
後
に
は
、
巡
邏
の
活
動
は
都
市
内
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
活
動
領
域
は
街
道grand

chem
in

や
田
園
地
帯
に
と
、
暗
黙
裡
に
区

分
け
が
認
識
さ
れ
る
の
だ
が
、
現
実
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
大
市
や
定
期
市
、
大
祭
が
催
さ
れ
る
都
市
内
に
も
監
視
活
動
を
展
開
し

た
の
で
、
と
き
に
巡
邏
と
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
標
的
は
、
王
国
を
さ
ま
よ
い
、
犯
罪
に
手
を
染
め
る
惧
れ
の

あ
る
悪
質
な
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
で
あ
っ
た
。（
次
節
）

こ
れ
と
関
連
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。「
本
王
令
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
リ
ム
ー
ザ
ン
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
、
ド
ー
フ
ィ

ネ
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
等
の
住
民
に
混
乱
や
障
碍
を
与
え
る
こ
と
は
望
ま
な
い
。」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
住
民
が
慣
習
的
に
お
こ

な
っ
て
き
た
干
し
草
刈
や
穀
物
・
葡
萄
の
収
穫
な
ど
へ
の
出
稼
ぎ
や
、
農
村
と
都
市
間
の
行
商
の
た
め
の
往
来
を
、
そ
の
移
動
の
間

に
物
乞
い
を
し
な
け
れ
ば
と
の
条
件
の
も
と
で
、
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
、
彼
ら
の
往
来
を
妨
害
し

て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。（
第
一
二
条
）。
こ
の
こ
と
は
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
貧
し
い
地
域
の
民
衆
が
慣
習
的
に
お
こ
な

っ
て
き
た
「
生
存
の
技
法
」
た
る
出
稼
ぎ
と
行
商
を
、
王
権
が
初
め
て
認
知
し
た
と
い
う
意
味
で
画
期
的
で
あ
っ
た
。
以
上
が
一
七

二
四
年
王
令
の
骨
子
で
あ
る(ù)。

(ø
)
当
時
の
貧
民
こ
と
に
下
層
農
民
は
、
天
候
不
順
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
乞
食
の
境
遇
に
転
落
す
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
た
。「
こ

の
最
後
の
穀
物
袋
を
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
そ
し
て
ボ
ロ
着
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
も
頭
陀
袋
を
背
負
っ
て
物
乞
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。」
と
。[Lefebvre,p.31]
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第
二
章

マ
レ
シ
ョ
セ
の
再
編
と
乞
食
・
流
民
の
取
締
ま
り

一
七
二
四
年
王
令
が
標
的
と
し
た
の
は
王
国
を
さ
ま
よ
う
乞
食
や
流
民
で
あ
り
、
こ
れ
を
捕
捉
・
連
行
し
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
に
引
き
渡
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
に
か
け
る
実
働
部
隊
が
一
七
二
〇
年
に
再
編
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
で
あ
る(3)。

ø
．
一
七
二
〇
年
の
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
家
憲
兵
隊G

endarm
erie

N
ationale

」
の
祖
型
と
云
わ
れ
る
「
騎
馬
憲
兵
隊

マ

レ

シ

ョ

セM
aréchaussée

」
は
、
本
源

的
に
は
陸
軍
元
帥
が
統
轄
す
る
臨
時
の
裁
判
所
で
あ
り
、
脱
走
兵
や
住
民
と
の
間
で
揉
め
事
を
起
こ
し
た
兵
士
を
裁
く

「
軍
法
会
議

コ
ネ
タ
ブ
リC

onnétablie

」
に
淵
源
を
も
つ
。
や
が
て
、
そ
の
権
限
の
一
部
を
「
駐
屯
地
の
少
将m

aréchaux
de

cam
p

」
な
ど
に
移

管
し
、
こ
れ
が
「
代
官prévot

」
と
し
て
裁
判
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
代
官
は
王
の
代
官
と
区
別
す
る
た
め
に
「
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・

マ
レ
シ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
の
だ
が
、
こ
う
し
て
、
軍
隊
内
の
兵
士
の
犯
罪
を
裁
く
コ
ネ
タ
ブ
リ
と
は
別
に
、
後
衛
の
兵
士
た
ち
の
住

民
へ
の
暴
虐
を
裁
く
機
関
と
し
て
の
マ
レ
シ
ョ
セ
が
う
ま
れ
た
。
当
初
は
臨
時
の
機
関
だ
っ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
一
五
世
紀
に
国
王

常
備
軍
が
創
設
さ
れ
、
同
時
に
退
役
兵
や
脱
走
兵
、
傭
兵
ら
が
平
時
に
野
盗
と
化
し
た
り
、
住
民
へ
の
略
奪
行
為
を
繰
り
返
す
事
態

が
生
じ
た
の
で
、
常
設
の
機
関
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
治
安
維
持
の
ベ
ク
ト
ル
を
専
ら
兵
士
の
不
良
分
子
に

向
け
て
い
た
と
云
え
る
。

大
き
な
転
機
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
下
一
五
三
六
年
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
宣
言
で
あ
っ
た
。
国
王
は
、
社
会
や
国
家
に
害
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
危
険
な
臣
民
を
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
取
締
ま
り
対
象
に
加
え
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
住
む
家
を
も
た
な

い
者
、「
臣
従
の
誓
詞
を
も
た
な
い
民gens

sans
aveu

」
─
通
常
は
「
無
頼
漢
」
と
訳
出
さ
れ
る
が
、「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た

人
々
」
と
云
う
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
─
、
前
科
者
な
ど
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
彼
ら
を
主
に
街
道
筋
で
尋
問
し
、
身
体
検
査
を

行
い
、
容
疑
者
を
捕
ら
え
、
処
罰
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
幾
た
び
か
制
度
変
更
が
あ
り
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
地
方
都
市
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に

廃
止
さ
れ
た
り
、
他
の
王
国
裁
判
所
と
権
限
や
管
轄
を
め
ぐ
る
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
混
乱
と
停
滞
が
生
じ
た
と
い
う
。

[Brouillet,p.8:

正
本
忍
、p.54

]

ル
イ
一
四
世
の
親
政
が
始
ま
る
こ
ろ
、
パ
リ
の
治
安
は
極
度
に
悪
化
し
た
。
一
六
六
五
年
に
民
事
代
官
と
そ
の
妻
が
裁
判
所
内
の

住
ま
い
で
押
し
込
み
強
盗
に
殺
害
さ
れ
、
刑
事
代
官
も
妻
に
毒
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
に
大
き
な
衝
撃
を
う
け
た
国

王
は
、
直
ち
に
コ
ル
ベ
ー
ル
に
首
都
の
治
安
確
保
を
命
じ
た(4)。
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
て
一
六
六
七
年
に
パ
リ
警
視

(ù
)
第
七
条
、
八
条
、
九
条
は
裁
判
に
関
わ
る
細
々
と
し
た
事
項
が
定
め
ら
れ
た
が
、
本
稿
は
法
制
史
研
究
で
は
な
い
の
で
割
愛
す
る
。
要

点
の
み
云
え
ば
、
裁
判
の
管
轄
範
囲
と
刑
事
訴
訟
手
続
き
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
王
宣
―
一
六
八
五
年
四
月
一
六
日
、
九
九
年
二
月
一
〇

日
、
一
七
〇
〇
年
一
月
二
五
日
、
〇
一
年
八
月
二
七
日
の
王
宣
な
ど
―
を
遵
守
す
べ
し
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

(3
)
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
[正
本
忍
、2019

][Pardo,212]
[Luc

&
M
édard,2013]

[C
am

eron,

1981]
[D
aniel,1980]

[Lorgnier,1979]
[C
répillon,1967]

[G
arnier,1950-51]

[Plique,1912]

な
か
で
正
本
忍
氏
の
労
作
は
わ
が
国

に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
実
証
的
研
究
で
あ
り
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
の
組
織
と
成
員
に
つ
い
て
詳
細
を
極

め
る
が
、
誠
に
残
念
な
こ
と
に
警
察
と
し
て
、
あ
る
い
は
治
安
維
持
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
か
、
全
く
言
及
が
な
い
。
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第
二
章

マ
レ
シ
ョ
セ
の
再
編
と
乞
食
・
流
民
の
取
締
ま
り

一
七
二
四
年
王
令
が
標
的
と
し
た
の
は
王
国
を
さ
ま
よ
う
乞
食
や
流
民
で
あ
り
、
こ
れ
を
捕
捉
・
連
行
し
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
に
引
き
渡
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
に
か
け
る
実
働
部
隊
が
一
七
二
〇
年
に
再
編
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
で
あ
る(3)。

ø
．
一
七
二
〇
年
の
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
家
憲
兵
隊G

endarm
erie

N
ationale

」
の
祖
型
と
云
わ
れ
る
「
騎
馬
憲
兵
隊

マ

レ

シ

ョ

セM
aréchaussée

」
は
、
本
源

的
に
は
陸
軍
元
帥
が
統
轄
す
る
臨
時
の
裁
判
所
で
あ
り
、
脱
走
兵
や
住
民
と
の
間
で
揉
め
事
を
起
こ
し
た
兵
士
を
裁
く

「
軍
法
会
議

コ
ネ
タ
ブ
リC

onnétablie

」
に
淵
源
を
も
つ
。
や
が
て
、
そ
の
権
限
の
一
部
を
「
駐
屯
地
の
少
将m

aréchaux
de

cam
p

」
な
ど
に
移

管
し
、
こ
れ
が
「
代
官prévot

」
と
し
て
裁
判
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
代
官
は
王
の
代
官
と
区
別
す
る
た
め
に
「
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・

マ
レ
シ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
の
だ
が
、
こ
う
し
て
、
軍
隊
内
の
兵
士
の
犯
罪
を
裁
く
コ
ネ
タ
ブ
リ
と
は
別
に
、
後
衛
の
兵
士
た
ち
の
住

民
へ
の
暴
虐
を
裁
く
機
関
と
し
て
の
マ
レ
シ
ョ
セ
が
う
ま
れ
た
。
当
初
は
臨
時
の
機
関
だ
っ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
一
五
世
紀
に
国
王

常
備
軍
が
創
設
さ
れ
、
同
時
に
退
役
兵
や
脱
走
兵
、
傭
兵
ら
が
平
時
に
野
盗
と
化
し
た
り
、
住
民
へ
の
略
奪
行
為
を
繰
り
返
す
事
態

が
生
じ
た
の
で
、
常
設
の
機
関
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
治
安
維
持
の
ベ
ク
ト
ル
を
専
ら
兵
士
の
不
良
分
子
に

向
け
て
い
た
と
云
え
る
。

大
き
な
転
機
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
治
下
一
五
三
六
年
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
宣
言
で
あ
っ
た
。
国
王
は
、
社
会
や
国
家
に
害
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
危
険
な
臣
民
を
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
取
締
ま
り
対
象
に
加
え
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
住
む
家
を
も
た
な

い
者
、「
臣
従
の
誓
詞
を
も
た
な
い
民gens

sans
aveu

」
─
通
常
は
「
無
頼
漢
」
と
訳
出
さ
れ
る
が
、「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た

人
々
」
と
云
う
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
─
、
前
科
者
な
ど
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
彼
ら
を
主
に
街
道
筋
で
尋
問
し
、
身
体
検
査
を

行
い
、
容
疑
者
を
捕
ら
え
、
処
罰
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
幾
た
び
か
制
度
変
更
が
あ
り
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
地
方
都
市
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に

廃
止
さ
れ
た
り
、
他
の
王
国
裁
判
所
と
権
限
や
管
轄
を
め
ぐ
る
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
混
乱
と
停
滞
が
生
じ
た
と
い
う
。

[Brouillet,p.8:

正
本
忍
、p.54

]

ル
イ
一
四
世
の
親
政
が
始
ま
る
こ
ろ
、
パ
リ
の
治
安
は
極
度
に
悪
化
し
た
。
一
六
六
五
年
に
民
事
代
官
と
そ
の
妻
が
裁
判
所
内
の

住
ま
い
で
押
し
込
み
強
盗
に
殺
害
さ
れ
、
刑
事
代
官
も
妻
に
毒
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
に
大
き
な
衝
撃
を
う
け
た
国

王
は
、
直
ち
に
コ
ル
ベ
ー
ル
に
首
都
の
治
安
確
保
を
命
じ
た(4)。
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
て
一
六
六
七
年
に
パ
リ
警
視

(ù
)
第
七
条
、
八
条
、
九
条
は
裁
判
に
関
わ
る
細
々
と
し
た
事
項
が
定
め
ら
れ
た
が
、
本
稿
は
法
制
史
研
究
で
は
な
い
の
で
割
愛
す
る
。
要

点
の
み
云
え
ば
、
裁
判
の
管
轄
範
囲
と
刑
事
訴
訟
手
続
き
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
王
宣
―
一
六
八
五
年
四
月
一
六
日
、
九
九
年
二
月
一
〇

日
、
一
七
〇
〇
年
一
月
二
五
日
、
〇
一
年
八
月
二
七
日
の
王
宣
な
ど
―
を
遵
守
す
べ
し
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

(3
)
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
[正
本
忍
、2019

][Pardo,212]
[Luc

&
M
édard,2013]

[C
am

eron,

1981]
[D
aniel,1980]

[Lorgnier,1979]
[C
répillon,1967]

[G
arnier,1950-51]

[Plique,1912]

な
か
で
正
本
忍
氏
の
労
作
は
わ
が
国

に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
実
証
的
研
究
で
あ
り
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
の
組
織
と
成
員
に
つ
い
て
詳
細
を
極

め
る
が
、
誠
に
残
念
な
こ
と
に
警
察
と
し
て
、
あ
る
い
は
治
安
維
持
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
か
、
全
く
言
及
が
な
い
。
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庁
の
前
身
で
あ
る
「
警
察
長
官Lieutenantgénéralde

Police

」
職
が
創
設
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
「
パ
リ
防
衛
隊garde

de
Paris

」
が
創
ら
れ
、
宮
内
ᷭ
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
目
さ
る
べ
き
は
、

こ
の
時
二
つ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
隊
の
再
編
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
パ
リ

の
宿
駅
に
五
名
の
憲
兵
隊
員
か
ら
成
る
分
遣
隊brigade

を
配
置
し
、
こ
れ
を
中
隊
長
が
統
轄
す
る
方
式
を
採
っ
た
。
騎
馬
憲
兵
隊

は
パ
リ
に
通
ず
る
幹
線
道
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
不
穏
な
分
子
の
首
都
流
入
警
戒
と
首
都
へ
の
物
資
補
給
確
保
に
当
た
る
こ
と
を
任

務
と
し
た
。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
れ
を
漸
次
フ
ラ
ン
ス
各
地
方
に
拡
げ
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
が
、
一
六
七
二
年
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
の
勃

発
に
よ
り
こ
の
試
み
は
数
年
で
頓
挫
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
が
半
世
紀
後
に
は
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

[B
rouillet,p.8:Pardo,p.557]

そ
の
後
、
一
七
世
紀
末
に
財
務
総
監
に
就
任
し
た
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ド
・
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
は
、
パ
リ
警
察
長
官
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ソ

ン
と
謀
っ
て
、
首
都
の
ポ
リ
ス
構
築
に
努
め
た
。
具
体
的
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
を
高
等
法
院
で
は
な
く
所
轄
大
臣
の
支
配
下
に
置

き
、
民
衆
の
犯
罪
捜
査
だ
け
で
は
な
く
、「
公
共
の
安
全
」
を
脅
か
す
行
為
の
抑
制
、
犯
罪
予
防prévention

と
い
う
使
命
を
負
わ

せ
た
。
こ
う
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
は
従
来
の
司
法
警
察
の
役
割
に
加
え
て
、
犯
罪
予
防
と
い
う
「
治
安
警
察
」
の
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
個
人
の
自
由
や
社
会
の
安
全
を
守
り
た
い
支
配
層
だ
け
で
な
く
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
願
望
を
実
現
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。[Pardo,p.557]

ル
イ
一
五
世
の
即
位
後
し
ば
ら
く
は
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
摂
政
を
務
め
た
が
、
そ
の
摂
政
期
間la

R
égence

に
マ
レ

シ
ョ
セ
の
抜
本
的
改
革
が
断
行
さ
れ
た
。
改
革
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
陸
軍
ᷭ
ル
・
ブ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ

の
地
方
長
官
時
代
に
塩
の
密
売
人
な
ど
を
摘
発
す
る
功
績
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
の
折
、
手
足
と
な
る
マ
レ
シ
ョ
セ
の
不
備
と
脆
さ

を
痛
感
し
、
そ
の
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し
た
と
い
う
。
[正
本
忍
、p.55

]
事
実
、
こ
の
時
代
ま
で
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
充
分

に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
七
二
〇
年
の
改
革
以
前
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
行
動
様
式
は
決
ま
っ
た
日
の
「
大
騎
行grande

chevauchée

」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
代
官
と
騎
馬
憲
兵
の
一
行
が
、
裁
判
権
の
範
囲
を
超
え
て
、
大
市
が
開
催
さ
れ
て

い
る
都
市
な
ど
に
騎
行
し
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
行
事
で
あ
っ
た
。
一
行
は
そ
の
間
情
報
蒐
集
に
努
め
る
傍
ら
ゆ
っ
く
り
と
休
養
し

た
。
大
騎
行
と
は
、
立
派
な
制
服
を
着
た
騎
馬
憲
兵
隊
が
雄
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
住
民
に
安
ṉ
感
を
与
え
、
引
い
て
は
犯
罪
を
抑
止

す
る
効
果
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。[B

rouillet,p.14]

(4
)
コ
ル
ベ
ー
ル
の
ポ
リ
ス
改
革
に
つ
い
て
は
［
高
澤
紀
恵
、2008

］
第
六
章
「
改
革
さ
れ
る
都
市
」
に
記
述
が
あ
る
。
氏
は
、
改
革
を
促

し
た
四
つ
の
要
因
を
挙
げ
て
い
る
。
⑴
人
口
圧
力
に
伴
う
衛
生
状
態
の
悪
化
と
治
安
悪
化
、
⑵
ペ
ス
ト
流
行
の
懸
念
、
⑶
ル
イ
一
四
世
の

無
秩
序
を
憂
え
る
心
情
、
⑷
ル
イ
一
四
世
の
「
ロ
ー
マ
に
匹
敵
す
る
パ
リ
」
の
建
設
意
欲
で
あ
る
。
後
半
の
二
つ
が
ポ
リ
ス
改
革
と
ど
う

関
わ
る
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
が
単
に
治
安
上
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
氏
の
記
述
は
高
位
高
官
ら
の
主
張
と
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
こ
の
語
が
頻
出
す
る
の
も
少
し
く
気
に
な
る
）
つ
ま
り
「
行
動
計

画
」
の
説
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
背
景
に
あ
る
実
態
把
握
が
弱
い
の
で
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
気
が
す
る
。
例
え
ば
、
第
一
の
要

因
に
つ
い
て
、
氏
は
、
こ
の
時
期
に
膨
張
し
た
「
パ
リ
の
人
口
圧
力
が
生
活
必
需
品
の
供
給
や
治
安
維
持
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
問
題
を

惹
起
し
て
い
た
こ
と
は
想・

像・

に・

難・

く・

な・

い・

。」
と
述
べ
る
に
止
め
る
。[p.197]

最
も
重
要
な
「
生
活
必
需
品
」
は
パ
ン
だ
ろ
う
が
、
そ

の
価
格
高
騰
や
供
給
不
足
な
ど
実
情
や
原
因
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
ま
た
コ
ル
ベ
ー
ル
の
パ
リ
治
安
強
化
策
の
ひ
と
つ
、「
パ
リ
防

衛
隊
」
の
設
置
は
言
及
が
あ
る
が[p.217]

（
氏
は
「
衛
兵
隊
」
と
訳
出
し
て
い
る
）、
マ
レ
シ
ョ
セ
再
編
の
試
み
に
つ
い
て
は
言
及
が
な

い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
序
に
云
え
ば
、
正
本
氏
の
著
作
に
も
コ
ル
ベ
ー
ル
の
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
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庁
の
前
身
で
あ
る
「
警
察
長
官Lieutenantgénéralde

Police

」
職
が
創
設
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
「
パ
リ
防
衛
隊garde

de
Paris

」
が
創
ら
れ
、
宮
内
ᷭ
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
目
さ
る
べ
き
は
、

こ
の
時
二
つ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
隊
の
再
編
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
パ
リ

の
宿
駅
に
五
名
の
憲
兵
隊
員
か
ら
成
る
分
遣
隊brigade

を
配
置
し
、
こ
れ
を
中
隊
長
が
統
轄
す
る
方
式
を
採
っ
た
。
騎
馬
憲
兵
隊

は
パ
リ
に
通
ず
る
幹
線
道
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
不
穏
な
分
子
の
首
都
流
入
警
戒
と
首
都
へ
の
物
資
補
給
確
保
に
当
た
る
こ
と
を
任

務
と
し
た
。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
れ
を
漸
次
フ
ラ
ン
ス
各
地
方
に
拡
げ
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
が
、
一
六
七
二
年
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
の
勃

発
に
よ
り
こ
の
試
み
は
数
年
で
頓
挫
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
が
半
世
紀
後
に
は
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

[B
rouillet,p.8:Pardo,p.557]

そ
の
後
、
一
七
世
紀
末
に
財
務
総
監
に
就
任
し
た
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ド
・
ポ
ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
は
、
パ
リ
警
察
長
官
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ソ

ン
と
謀
っ
て
、
首
都
の
ポ
リ
ス
構
築
に
努
め
た
。
具
体
的
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
を
高
等
法
院
で
は
な
く
所
轄
大
臣
の
支
配
下
に
置

き
、
民
衆
の
犯
罪
捜
査
だ
け
で
は
な
く
、「
公
共
の
安
全
」
を
脅
か
す
行
為
の
抑
制
、
犯
罪
予
防prévention

と
い
う
使
命
を
負
わ

せ
た
。
こ
う
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
は
従
来
の
司
法
警
察
の
役
割
に
加
え
て
、
犯
罪
予
防
と
い
う
「
治
安
警
察
」
の
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
個
人
の
自
由
や
社
会
の
安
全
を
守
り
た
い
支
配
層
だ
け
で
な
く
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
の
願
望
を
実
現
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。[Pardo,p.557]

ル
イ
一
五
世
の
即
位
後
し
ば
ら
く
は
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
摂
政
を
務
め
た
が
、
そ
の
摂
政
期
間la

R
égence

に
マ
レ

シ
ョ
セ
の
抜
本
的
改
革
が
断
行
さ
れ
た
。
改
革
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
陸
軍
ᷭ
ル
・
ブ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ

の
地
方
長
官
時
代
に
塩
の
密
売
人
な
ど
を
摘
発
す
る
功
績
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
の
折
、
手
足
と
な
る
マ
レ
シ
ョ
セ
の
不
備
と
脆
さ

を
痛
感
し
、
そ
の
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し
た
と
い
う
。
[正
本
忍
、p.55

]
事
実
、
こ
の
時
代
ま
で
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
充
分

に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
七
二
〇
年
の
改
革
以
前
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
行
動
様
式
は
決
ま
っ
た
日
の
「
大
騎
行grande

chevauchée

」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
代
官
と
騎
馬
憲
兵
の
一
行
が
、
裁
判
権
の
範
囲
を
超
え
て
、
大
市
が
開
催
さ
れ
て

い
る
都
市
な
ど
に
騎
行
し
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
行
事
で
あ
っ
た
。
一
行
は
そ
の
間
情
報
蒐
集
に
努
め
る
傍
ら
ゆ
っ
く
り
と
休
養
し

た
。
大
騎
行
と
は
、
立
派
な
制
服
を
着
た
騎
馬
憲
兵
隊
が
雄
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
住
民
に
安
ṉ
感
を
与
え
、
引
い
て
は
犯
罪
を
抑
止

す
る
効
果
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
。[B

rouillet,p.14]

(4
)
コ
ル
ベ
ー
ル
の
ポ
リ
ス
改
革
に
つ
い
て
は
［
高
澤
紀
恵
、2008

］
第
六
章
「
改
革
さ
れ
る
都
市
」
に
記
述
が
あ
る
。
氏
は
、
改
革
を
促

し
た
四
つ
の
要
因
を
挙
げ
て
い
る
。
⑴
人
口
圧
力
に
伴
う
衛
生
状
態
の
悪
化
と
治
安
悪
化
、
⑵
ペ
ス
ト
流
行
の
懸
念
、
⑶
ル
イ
一
四
世
の

無
秩
序
を
憂
え
る
心
情
、
⑷
ル
イ
一
四
世
の
「
ロ
ー
マ
に
匹
敵
す
る
パ
リ
」
の
建
設
意
欲
で
あ
る
。
後
半
の
二
つ
が
ポ
リ
ス
改
革
と
ど
う

関
わ
る
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
れ
が
単
に
治
安
上
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
氏
の
記
述
は
高
位
高
官
ら
の
主
張
と
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
こ
の
語
が
頻
出
す
る
の
も
少
し
く
気
に
な
る
）
つ
ま
り
「
行
動
計

画
」
の
説
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
背
景
に
あ
る
実
態
把
握
が
弱
い
の
で
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
気
が
す
る
。
例
え
ば
、
第
一
の
要

因
に
つ
い
て
、
氏
は
、
こ
の
時
期
に
膨
張
し
た
「
パ
リ
の
人
口
圧
力
が
生
活
必
需
品
の
供
給
や
治
安
維
持
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
問
題
を

惹
起
し
て
い
た
こ
と
は
想・

像・

に・

難・

く・

な・

い・

。」
と
述
べ
る
に
止
め
る
。[p.197]

最
も
重
要
な
「
生
活
必
需
品
」
は
パ
ン
だ
ろ
う
が
、
そ

の
価
格
高
騰
や
供
給
不
足
な
ど
実
情
や
原
因
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
ま
た
コ
ル
ベ
ー
ル
の
パ
リ
治
安
強
化
策
の
ひ
と
つ
、「
パ
リ
防

衛
隊
」
の
設
置
は
言
及
が
あ
る
が[p.217]

（
氏
は
「
衛
兵
隊
」
と
訳
出
し
て
い
る
）、
マ
レ
シ
ョ
セ
再
編
の
試
み
に
つ
い
て
は
言
及
が
な

い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
序
に
云
え
ば
、
正
本
氏
の
著
作
に
も
コ
ル
ベ
ー
ル
の
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
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さ
て
一
七
一
八
年
に
陸
軍
ᷭ
に
就
任
し
た
ル
・
ブ
ラ
ン
は
、
国
王
の
意
を
う
け
て
こ
の
よ
う
な
マ
レ
シ
ョ
セ
を
抜
本
的
に
改
革
し

た
。
改
革
の
骨
子
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
、
従
来
の
す
べ
て
の
マ
レ
シ
ョ
セ
中
隊com

pagnie

を
解
体
し
、
そ
の
成
員
の
官
職

を
ラ
ン
ト
公
債
に
よ
っ
て
「
買
い
戻
し
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
マ
レ
シ
ョ
セ
隊
員
は
す
べ
て
「
保
有
官
僚
」
で
あ
り
、

そ
の
任
命
も
罷
免
も
国
王
権
限
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
官
職
は
父
子
、
兄
弟
間
で
世
襲
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ

る
官
職
売
買
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
売
官
制
の
弊
害
は
夙
に
叫
ば
れ
な
が
ら
、
容
易
に
手
の
付
け
ら
れ
な
い
王
政
の
一
課
題
だ

っ
た
が
、
ル
・
ブ
ラ
ン
は
国
王
の
意
向
を
う
け
て
こ
れ
を
断
行
し
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
将
校officier

だ
け
は
保
有
官
僚
と
し
て
残

し
た
が
、
騎
馬
憲
兵
隊
員
は
す
べ
て
「
親
任
官
僚
」
と
し
た
。
つ
ま
り
理
論
的
に
は
国
王
が
任
命
権
と
罷
免
権
を
も
つ
官
僚
に
代
え

る
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
俸
給
も
国
王
が
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
不
統
一
だ
っ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
の
管
轄
区
域
を
、
地
方
長
官
が
治
め
る
「
総
徴
税
管
区généralité

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
テ

」
に
統
一
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
管
区
内
の
主
要
都
市
に
一
つ
の
中
隊
を
置
き
、
さ
ら
に
マ
レ
シ
ョ
セ
の
裁
判
所
（
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
）
も
併
設
し

た
。
中
隊
の
編
成
は
、
実
働
部
隊
と
し
て
の
騎
馬
憲
兵
隊
は
、
副
官
、
上
級
班
長
、
班
長
、
班
長
補
佐
、
憲
兵
、
ラ
ッ
パ
兵
か
ら
成

り
、
裁
判
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
陪
席
裁
判
官
、
国
王
検
事
を
、
事
務
方
と
し
て
書
記
を
配
し
、
全
体
を
中
隊
長
（
統
轄
プ
レ
ヴ

ォ
）
が
統
轄
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

第
三
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
主
た
る
任
務
を
治
安
維
持
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
国
王
の
軍
隊
と
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
。

マ
レ
シ
ョ
セ
は
王
国
の
主
要
街
道
と
そ
の
沿
道
、
あ
る
い
は
大
市
、
定
期
市
、
大
祭
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
乞
食
や
流
民
、
窃
盗

犯
、
押
し
込
み
強
盗
、
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
人
な
ど
の
取
り
締
ま
り
、
不
審
な
者
や
軽
犯
罪
者
を
捜
査
し
追
跡
し
、
捕
捉
す
る
こ
と

を
通
常
業
務
と
し
た
。
捕
え
ら
れ
た
者
は
、
尋
問
さ
れ
、
犯
罪
行
為
が
な
い
と
見
な
さ
れ
た
者
は
、
直
ち
に
釈
放
さ
れ
る
か
、
労
働

不
能
者
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
連
行
・
収
容
さ
れ
る
か
し
た
。
刑
事
犯
罪
を
疑
わ
れ
た
者
は
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
で
裁
か

れ
、
王
令
の
定
め
る
刑
罰
を
う
け
た
。
こ
の
裁
判
は
迅
速
か
つ
控
訴
不
可
の
裁
判
で
あ
っ
た
。

右
の
通
常
任
務
の
ほ
か
に
、
特
別
の
出
費
を
と
も
な
う
次
の
業
務
も
あ
っ
た
。
囚
人
や
乞
食
、
脱
走
兵
の
遠
距
離
の
護
送
、
国
王

民
兵
の
く
じ
引
き
選
抜
の
立
会
い
・
民
兵
の
護
送
、
裁
判
役
人
の
補
助
、
徴
税
請
負
人
の
外
泊
場
所
ま
で
の
護
送
、
道
路
賦
役
の
監

督
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
改
宗
強
制
の
宿
営
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
牛
や
馬
の
疫
病
予
防
や
、
凶
作
あ
る
い
は
端
境
期
に
お
け
る
穀

物
探
し
と
そ
の
市
場
へ
の
供
出
督
励
、
他
地
域
へ
の
穀
物
搬
出
の
防
止
、
穀
物
輸
送
馬
車
の
護
衛
な
ど
も
命
じ
ら
れ
た
。

[C
am

eron,p.25:D
aniel,p.92,Plique,p.137]

民
衆
Ἢ
乱
が
起
き
た
と
き
、
そ
の
鎮
圧
に
当
た
る
の
は
国
王
の
軍
隊
で
あ
り
、
マ

レ
シ
ョ
セ
は
要
請
が
あ
れ
ば
そ
の
助
勢
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
飽
く
ま
で
も
脇
役
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
。

改
革
の
第
四
は
、
実
際
の
警
察
活
動
に
当
た
る
騎
馬
憲
兵
隊
の
構
成
を
統
一
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
コ
ル
ベ
ー
ル
の
試

み
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
騎
馬
分
遣
隊
は
、
一
名
の
班
長
あ
る
い
は
班
長
補
佐
の
許
に
四
名
の
憲
兵
か
ら
成
る
「
班
」
で
構
成

さ
れ
た
。
班
は
管
轄
区
域
の
街
道
の
要
衝
に
指
定
さ
れ
た
駐
屯
地
に
置
か
れ
た
が
、
そ
の
数
は
管
轄
区
域
の
広
狭
や
人
口
、
治
安
上

の
重
要
度
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
最
重
要
の
パ
リ
管
区
に
は
三
五
カ
所
の
駐
屯
地
に
、
九
六
も
の
班
が
置
か
れ
、
騎
馬

憲
兵
一
九
〇
人
が
配
置
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
全
体
で
は
、
一
七
二
〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
、
三
〇
管
区
、
五
〇
四
カ
所
の
駐
屯
地
に

五
六
七
班
が
置
か
れ
、
騎
馬
憲
兵
だ
け
で
三
〇
〇
六
人
が
配
置
さ
れ
た
。
[正
本
忍
、p.124

]

こ
の
改
革
案
は
一
七
二
〇
年
七
月
一
八
日
の
王
令
に
結
実
し
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
将
校
（
統
轄
プ
レ
ヴ
ォ
）
の
人
選
と
、
プ
レ
ヴ

ォ
裁
判
に
当
た
る
役
人
が
選
任
さ
れ
、
最
後
に
憲
兵
隊
員
の
徴
募
が
な
さ
れ
た
。
将
校
は
多
く
は
地
方
名
士
の
一
族
出
身
の
軍
人
で

あ
り
、
司
法
に
は
疎
か
っ
た
の
で
、
実
際
の
裁
判
で
は
国
王
の
中
・
下
級
裁
判
所
の
法
曹
の
協
力
を
得
て
執
行
し
た
。
か
れ
の
主
た
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さ
て
一
七
一
八
年
に
陸
軍
ᷭ
に
就
任
し
た
ル
・
ブ
ラ
ン
は
、
国
王
の
意
を
う
け
て
こ
の
よ
う
な
マ
レ
シ
ョ
セ
を
抜
本
的
に
改
革
し

た
。
改
革
の
骨
子
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
、
従
来
の
す
べ
て
の
マ
レ
シ
ョ
セ
中
隊com

pagnie

を
解
体
し
、
そ
の
成
員
の
官
職

を
ラ
ン
ト
公
債
に
よ
っ
て
「
買
い
戻
し
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
マ
レ
シ
ョ
セ
隊
員
は
す
べ
て
「
保
有
官
僚
」
で
あ
り
、

そ
の
任
命
も
罷
免
も
国
王
権
限
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
官
職
は
父
子
、
兄
弟
間
で
世
襲
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ

る
官
職
売
買
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
売
官
制
の
弊
害
は
夙
に
叫
ば
れ
な
が
ら
、
容
易
に
手
の
付
け
ら
れ
な
い
王
政
の
一
課
題
だ

っ
た
が
、
ル
・
ブ
ラ
ン
は
国
王
の
意
向
を
う
け
て
こ
れ
を
断
行
し
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
将
校officier

だ
け
は
保
有
官
僚
と
し
て
残

し
た
が
、
騎
馬
憲
兵
隊
員
は
す
べ
て
「
親
任
官
僚
」
と
し
た
。
つ
ま
り
理
論
的
に
は
国
王
が
任
命
権
と
罷
免
権
を
も
つ
官
僚
に
代
え

る
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
俸
給
も
国
王
が
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
不
統
一
だ
っ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
の
管
轄
区
域
を
、
地
方
長
官
が
治
め
る
「
総
徴
税
管
区généralité

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
テ

」
に
統
一
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
管
区
内
の
主
要
都
市
に
一
つ
の
中
隊
を
置
き
、
さ
ら
に
マ
レ
シ
ョ
セ
の
裁
判
所
（
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
）
も
併
設
し

た
。
中
隊
の
編
成
は
、
実
働
部
隊
と
し
て
の
騎
馬
憲
兵
隊
は
、
副
官
、
上
級
班
長
、
班
長
、
班
長
補
佐
、
憲
兵
、
ラ
ッ
パ
兵
か
ら
成

り
、
裁
判
関
係
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
陪
席
裁
判
官
、
国
王
検
事
を
、
事
務
方
と
し
て
書
記
を
配
し
、
全
体
を
中
隊
長
（
統
轄
プ
レ
ヴ

ォ
）
が
統
轄
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

第
三
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
主
た
る
任
務
を
治
安
維
持
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
国
王
の
軍
隊
と
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
た
。

マ
レ
シ
ョ
セ
は
王
国
の
主
要
街
道
と
そ
の
沿
道
、
あ
る
い
は
大
市
、
定
期
市
、
大
祭
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
乞
食
や
流
民
、
窃
盗

犯
、
押
し
込
み
強
盗
、
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
人
な
ど
の
取
り
締
ま
り
、
不
審
な
者
や
軽
犯
罪
者
を
捜
査
し
追
跡
し
、
捕
捉
す
る
こ
と

を
通
常
業
務
と
し
た
。
捕
え
ら
れ
た
者
は
、
尋
問
さ
れ
、
犯
罪
行
為
が
な
い
と
見
な
さ
れ
た
者
は
、
直
ち
に
釈
放
さ
れ
る
か
、
労
働

不
能
者
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
連
行
・
収
容
さ
れ
る
か
し
た
。
刑
事
犯
罪
を
疑
わ
れ
た
者
は
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
で
裁
か

れ
、
王
令
の
定
め
る
刑
罰
を
う
け
た
。
こ
の
裁
判
は
迅
速
か
つ
控
訴
不
可
の
裁
判
で
あ
っ
た
。

右
の
通
常
任
務
の
ほ
か
に
、
特
別
の
出
費
を
と
も
な
う
次
の
業
務
も
あ
っ
た
。
囚
人
や
乞
食
、
脱
走
兵
の
遠
距
離
の
護
送
、
国
王

民
兵
の
く
じ
引
き
選
抜
の
立
会
い
・
民
兵
の
護
送
、
裁
判
役
人
の
補
助
、
徴
税
請
負
人
の
外
泊
場
所
ま
で
の
護
送
、
道
路
賦
役
の
監

督
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
改
宗
強
制
の
宿
営
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
牛
や
馬
の
疫
病
予
防
や
、
凶
作
あ
る
い
は
端
境
期
に
お
け
る
穀

物
探
し
と
そ
の
市
場
へ
の
供
出
督
励
、
他
地
域
へ
の
穀
物
搬
出
の
防
止
、
穀
物
輸
送
馬
車
の
護
衛
な
ど
も
命
じ
ら
れ
た
。

[C
am

eron,p.25:D
aniel,p.92,Plique,p.137]

民
衆
Ἢ
乱
が
起
き
た
と
き
、
そ
の
鎮
圧
に
当
た
る
の
は
国
王
の
軍
隊
で
あ
り
、
マ

レ
シ
ョ
セ
は
要
請
が
あ
れ
ば
そ
の
助
勢
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
飽
く
ま
で
も
脇
役
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
。

改
革
の
第
四
は
、
実
際
の
警
察
活
動
に
当
た
る
騎
馬
憲
兵
隊
の
構
成
を
統
一
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
コ
ル
ベ
ー
ル
の
試

み
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
騎
馬
分
遣
隊
は
、
一
名
の
班
長
あ
る
い
は
班
長
補
佐
の
許
に
四
名
の
憲
兵
か
ら
成
る
「
班
」
で
構
成

さ
れ
た
。
班
は
管
轄
区
域
の
街
道
の
要
衝
に
指
定
さ
れ
た
駐
屯
地
に
置
か
れ
た
が
、
そ
の
数
は
管
轄
区
域
の
広
狭
や
人
口
、
治
安
上

の
重
要
度
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
最
重
要
の
パ
リ
管
区
に
は
三
五
カ
所
の
駐
屯
地
に
、
九
六
も
の
班
が
置
か
れ
、
騎
馬

憲
兵
一
九
〇
人
が
配
置
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
全
体
で
は
、
一
七
二
〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
、
三
〇
管
区
、
五
〇
四
カ
所
の
駐
屯
地
に

五
六
七
班
が
置
か
れ
、
騎
馬
憲
兵
だ
け
で
三
〇
〇
六
人
が
配
置
さ
れ
た
。
[正
本
忍
、p.124

]

こ
の
改
革
案
は
一
七
二
〇
年
七
月
一
八
日
の
王
令
に
結
実
し
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
将
校
（
統
轄
プ
レ
ヴ
ォ
）
の
人
選
と
、
プ
レ
ヴ

ォ
裁
判
に
当
た
る
役
人
が
選
任
さ
れ
、
最
後
に
憲
兵
隊
員
の
徴
募
が
な
さ
れ
た
。
将
校
は
多
く
は
地
方
名
士
の
一
族
出
身
の
軍
人
で

あ
り
、
司
法
に
は
疎
か
っ
た
の
で
、
実
際
の
裁
判
で
は
国
王
の
中
・
下
級
裁
判
所
の
法
曹
の
協
力
を
得
て
執
行
し
た
。
か
れ
の
主
た
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る
任
務
は
中
隊
の
管
理
で
あ
り
、
隊
員
の
実
質
的
な
任
命
権
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
憲
兵
の
徴
募
や
「
閲
兵
」
の
職
務
を
果
た
し

た
。憲

兵
の
徴
募
に
は
特
段
の
規
則
は
な
く
、
慣
習
に
従
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
国
王
軍
隊
で
の
軍
務
経
験
が
あ
り
、
騎
乗

馬
を
自
弁
で
き
る
経
済
力
が
あ
り
、
体
格
と
く
に
身
長
の
高
い
者
が
選
考
さ
れ
た
。
閲
兵
の
儀
式
は
定
期
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
将
校

が
隊
員
の
騎
乗
馬
や
武
器
な
ど
の
装
備
、
勤
務
状
態
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
だ
っ
た
。

一
七
二
〇
年
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
の
意
義
は
、
国
王
権
限
の
下
に
治
安
維
持
網
が
初
め
て
全
国
的
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
国

王
＝
陸
軍
ᷭ
─
地
方
長
官
・
地
方
長
官
補
佐
─
統
轄
プ
レ
ヴ
ォ
─
中
隊
長
・
班
長
─
憲
兵
、
と
い
う
指
揮
命
令
系
統
が
、
か
た
ち
の

上
で
は
一
本
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
常
識
的
に
は
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
は
政
治
機
構
の
観
点
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
権
力

集
中
化
の
重
要
な
一
階
梯
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
し
か
し
、
地
方
の
現
場
で
そ
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
は
検
証
さ
る
べ
き
課
題
で
あ

る
。

ù
．
マ
レ
シ
ョ
セ
と
乞
食
・
流
民

一
七
二
〇
年
に
改
編
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
様
な
業
務
を
負
わ
さ
れ
た
が
、
メ
イ
ン
は
各
管
区
に
お
け
る
治

安
維
持
で
あ
り
、
そ
の
一
環
が
乞
食
や
流
民
の
監
視
と
捕
捉
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
幾
つ
か
の
マ
レ
シ
ョ
セ
の
活
動
事
例
か
ら
こ

の
点
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。

マ
レ
シ
ョ
セ
分
遣
隊
は
班
長
を
含
む
憲
兵
五
名
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
憲
兵
二
人
が
組
ん
で
実
施
し
た
。
パ
ト
ロ

ー
ル
範
囲
は
管
内
の
主
要
道
路
や
、
そ
の
両
側
の
田
園
地
帯
を
走
る
間
道
ま
で
も
巡
回
す
る
も
の
と
王
令
は
定
め
て
い
た
が
、
地
方

の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
ど
こ
も
人
員
不
足
で
そ
の
余
力
は
な
か
っ
た
か
ら
、
乞
食
や
流
民
、
あ
る
い
は
密
輸
人
が
往
来
す
る
道
路
や
、
郵

便
馬
車
や
軍
隊
が
宿
営
す
る
宿
駅
と
旅
籠
、
大
市
、
定
期
市
が
開
か
れ
る
場
所
な
ど
を
重
点
的
に
騎
馬
巡
回
す
る
程
度
だ
っ
た(5)。
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
は
二
日
に
一
度
が
標
準
だ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
こ
れ
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
云
え
ば
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
乞
食
・
流
民
の
取
締
ま
り
は
、
定
常
的
に
熱
心
に
遂
行
さ
れ
た
と
は
云
え
な
か
っ
た
。
ど

こ
で
も
、
王
令
が
発
布
さ
れ
た
直
後
は
、
そ
れ
な
り
に
熱
心
に
実
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
暫
く
す
る
と
熱
意
も
冷
め
活
動
は
停
滞
す

る
傾
き
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
一
七
二
四
年
王
令
で
も
、
五
〇
年
の
同
趣
旨
の
王
令
で
も
、
六
四
年
の
王
令
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
は
一
七
二
四
年
王
令
の
後
に
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
少
な
く
と
も
週
三
日
は
町
や
田
舎
で
乞
食
を
捕

捉
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
は
小
波

サ
ザ
ナ
ミ

は
す
っ
か
り
元
の
静
け
さ
を
取
り
戻
し
た
。
小
さ
な
町
で
は
憲
兵
隊
の
監
視

も
干
渉
も
な
か
っ
た
。」
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た(6)。[C

am
eron,p.102]

騎
馬
憲
兵
隊
は
街
中
や
街
道
筋
で
物
乞
い
を
し
て
い
る
者
を
現
行
犯
で
捕
捉
す
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
乞
食
と
流
民
の
区
別
は
で

き
な
か
っ
た
。
現
実
に
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
衣
を
ま
と
い
、
醜
い
顔
つ
き
や
み
す
ぼ
ら
し
い
風
体
の
者
、
見
る
か
ら
に
「
土
地
の
者

(5
)
正
本
忍
氏
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、「
面
」
=農
村
地
帯
と
「
線
」
=幹
線
道
路
の
監
視
体
制
が
整
っ
た
と
述
べ
て
い

る
が
［
正
本
忍
、p.105

］、
そ
れ
は
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
現
実
に
は
「
点
と
線
」
的
な
監
視
活
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
リ
ヨ

ン
徴
税
管
区
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
ロ
ア
ン
ヌ
か
ら
タ
ラ
ー
ル
、
ラ
ン
ブ
レ
ル
を
経
て
リ
ヨ
ン
に
至
る
お
よ
そ
九
〇
㎞
の
幹
線
道
路
と
、

大
市
、
定
期
市
、
大
祭
を
重
点
的
に
監
視
し
た
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
広
大
な
管
区
に
比
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
の
隊
員
が
余
り
に
も

少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
世
紀
前
半
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
分
遣
隊
は
一
五
～
一
七
、
そ
の
騎
馬
憲
兵
隊
員
は
約
九
〇
人
で
あ
っ

た
。［G

utton,1971,p.443:

正
本
忍
、p.125

］
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る
任
務
は
中
隊
の
管
理
で
あ
り
、
隊
員
の
実
質
的
な
任
命
権
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
憲
兵
の
徴
募
や
「
閲
兵
」
の
職
務
を
果
た
し

た
。憲

兵
の
徴
募
に
は
特
段
の
規
則
は
な
く
、
慣
習
に
従
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
国
王
軍
隊
で
の
軍
務
経
験
が
あ
り
、
騎
乗

馬
を
自
弁
で
き
る
経
済
力
が
あ
り
、
体
格
と
く
に
身
長
の
高
い
者
が
選
考
さ
れ
た
。
閲
兵
の
儀
式
は
定
期
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
将
校

が
隊
員
の
騎
乗
馬
や
武
器
な
ど
の
装
備
、
勤
務
状
態
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
だ
っ
た
。

一
七
二
〇
年
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
の
意
義
は
、
国
王
権
限
の
下
に
治
安
維
持
網
が
初
め
て
全
国
的
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
国

王
＝
陸
軍
ᷭ
─
地
方
長
官
・
地
方
長
官
補
佐
─
統
轄
プ
レ
ヴ
ォ
─
中
隊
長
・
班
長
─
憲
兵
、
と
い
う
指
揮
命
令
系
統
が
、
か
た
ち
の

上
で
は
一
本
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
常
識
的
に
は
マ
レ
シ
ョ
セ
改
革
は
政
治
機
構
の
観
点
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
権
力

集
中
化
の
重
要
な
一
階
梯
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
し
か
し
、
地
方
の
現
場
で
そ
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
は
検
証
さ
る
べ
き
課
題
で
あ

る
。

ù
．
マ
レ
シ
ョ
セ
と
乞
食
・
流
民

一
七
二
〇
年
に
改
編
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
様
な
業
務
を
負
わ
さ
れ
た
が
、
メ
イ
ン
は
各
管
区
に
お
け
る
治

安
維
持
で
あ
り
、
そ
の
一
環
が
乞
食
や
流
民
の
監
視
と
捕
捉
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
幾
つ
か
の
マ
レ
シ
ョ
セ
の
活
動
事
例
か
ら
こ

の
点
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。

マ
レ
シ
ョ
セ
分
遣
隊
は
班
長
を
含
む
憲
兵
五
名
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は
憲
兵
二
人
が
組
ん
で
実
施
し
た
。
パ
ト
ロ

ー
ル
範
囲
は
管
内
の
主
要
道
路
や
、
そ
の
両
側
の
田
園
地
帯
を
走
る
間
道
ま
で
も
巡
回
す
る
も
の
と
王
令
は
定
め
て
い
た
が
、
地
方

の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
ど
こ
も
人
員
不
足
で
そ
の
余
力
は
な
か
っ
た
か
ら
、
乞
食
や
流
民
、
あ
る
い
は
密
輸
人
が
往
来
す
る
道
路
や
、
郵

便
馬
車
や
軍
隊
が
宿
営
す
る
宿
駅
と
旅
籠
、
大
市
、
定
期
市
が
開
か
れ
る
場
所
な
ど
を
重
点
的
に
騎
馬
巡
回
す
る
程
度
だ
っ
た(5)。
パ

ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
は
二
日
に
一
度
が
標
準
だ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
こ
れ
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
云
え
ば
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
乞
食
・
流
民
の
取
締
ま
り
は
、
定
常
的
に
熱
心
に
遂
行
さ
れ
た
と
は
云
え
な
か
っ
た
。
ど

こ
で
も
、
王
令
が
発
布
さ
れ
た
直
後
は
、
そ
れ
な
り
に
熱
心
に
実
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
暫
く
す
る
と
熱
意
も
冷
め
活
動
は
停
滞
す

る
傾
き
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
一
七
二
四
年
王
令
で
も
、
五
〇
年
の
同
趣
旨
の
王
令
で
も
、
六
四
年
の
王
令
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
は
一
七
二
四
年
王
令
の
後
に
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
少
な
く
と
も
週
三
日
は
町
や
田
舎
で
乞
食
を
捕

捉
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
は
小
波

サ
ザ
ナ
ミ

は
す
っ
か
り
元
の
静
け
さ
を
取
り
戻
し
た
。
小
さ
な
町
で
は
憲
兵
隊
の
監
視

も
干
渉
も
な
か
っ
た
。」
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た(6)。[C

am
eron,p.102]

騎
馬
憲
兵
隊
は
街
中
や
街
道
筋
で
物
乞
い
を
し
て
い
る
者
を
現
行
犯
で
捕
捉
す
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
乞
食
と
流
民
の
区
別
は
で

き
な
か
っ
た
。
現
実
に
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
着
衣
を
ま
と
い
、
醜
い
顔
つ
き
や
み
す
ぼ
ら
し
い
風
体
の
者
、
見
る
か
ら
に
「
土
地
の
者

(5
)
正
本
忍
氏
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、「
面
」
=農
村
地
帯
と
「
線
」
=幹
線
道
路
の
監
視
体
制
が
整
っ
た
と
述
べ
て
い

る
が
［
正
本
忍
、p.105

］、
そ
れ
は
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
現
実
に
は
「
点
と
線
」
的
な
監
視
活
動
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
リ
ヨ

ン
徴
税
管
区
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
ロ
ア
ン
ヌ
か
ら
タ
ラ
ー
ル
、
ラ
ン
ブ
レ
ル
を
経
て
リ
ヨ
ン
に
至
る
お
よ
そ
九
〇
㎞
の
幹
線
道
路
と
、

大
市
、
定
期
市
、
大
祭
を
重
点
的
に
監
視
し
た
と
云
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
広
大
な
管
区
に
比
し
て
マ
レ
シ
ョ
セ
の
隊
員
が
余
り
に
も

少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
世
紀
前
半
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
分
遣
隊
は
一
五
～
一
七
、
そ
の
騎
馬
憲
兵
隊
員
は
約
九
〇
人
で
あ
っ

た
。［G

utton,1971,p.443:

正
本
忍
、p.125

］
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で
は
な
い
者étranger

」
が
物
乞
い
し
て
い
れ
ば
、
見
境
な
く
捕
ら
え
た
。
し
た
が
っ
て
騎
馬
憲
兵
隊
の
調
書
で
は
、
一
八
世
紀
前

半
ま
で
は
乞
食
と
流
民
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
襤
褸
の
着
衣
で
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト
や
頭
陀
袋
に
ど
こ
で

入
手
し
た
か
も
判
ら
な
い
パ
ン
塊
や
、
沢
山
の
小
銭
を
忍
ば
せ
て
い
る
者
が
「
乞
食
」
と
判
定
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

[C
répillon,p.226:G

arnier,p.233]

「
単
純
物
乞
いsim

ple
m
endicité

」

捕
え
ら
れ
た
乞
食
の
多
く
は
罪
の
意
識
が
な
か
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
地
方
史
家
に
よ
れ
ば
、
乞
食
と
目
さ
れ
て
捕
え
ら
れ
た

者
が
憲
兵
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
反
面
「
物
乞
い
」
を
し
た
こ
と
を
認
め
て
も
、
そ
れ
が
「
悪
い
こ
と
」
だ
と
考

え
、
自
ら
を
乞
食
と
認
め
る
者
も
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
物
乞
い
の
言
い
訳
を
し
た
。「
も
う
働
け
な
い
か
ら

だ
」、「
小
麦
が
高
す
ぎ
る
か
ら
だ
」、「
盗
む
よ
り
は
物
乞
い
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
」
な
ど
で
あ
る
。
実
際
に
専
業
乞
食
は
ほ
と

ん
ど
い
な
く
、
皆
な
ん
ら
か
の
雑
業
に
従
事
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
靴
下
を
編
み
売
っ
て
い
る
、
陶
器
を
修
理
し
て
い

る
、
木
靴
や
塩
漬
け
鰊
を
売
っ
て
い
る
、
火
口
・
ぼ
ろ
き
れ
・
鉄
ᷲ
を
売
っ
て
い
る
、
雄
鶏
の
紙
細
工
や
絵
を
描
い
て
売
っ
て
い

る
、
ロ
ー
リ
エ
な
ど
薬
草
を
採
っ
て
売
っ
て
い
る
、
等
で
あ
る
。

ボ
ー
リ
ュ
ー
に
あ
る
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
さ
れ
る
と
き
に
、「
な
ぜ
捕
ま
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
者
が
少
な
か
ら
ず
い

た
と
い
う(7)。
彼
ら
は
「
パ
ン
な
ど
は
『
慈
悲
心charite

シ
ャ
リ
テ

』
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
で
受
け
取
っ
た
」
と
言
い
張
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
物
乞
い
が
貧
民
に
と
っ
て
は
「
生
存
の
技
法
」
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
わ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
決
し
て
「
悪
い
こ

と
で
は
な
い
」
と
彼
ら
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る(8)。
し
か
も
施
す
者
と
施
さ
れ
る
者
と
の
関
係
が
、
上
下
の
関
係
で

も
、
富
者
と
貧
者
の
関
係
で
も
な
く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
隣
人
愛
の
発
露
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
が
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の

精
神
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
訳
で
実
際
、
大
都
市
以
外
で
は
「
単
純
物
乞
い
」
は
殆
ん
ど
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
捕
ら
え
ら
れ
て
も
直
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
。[G

utton,1973,p.133]

一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
王
権
は
、
労
働
不
能
の
貧
民
が
自
分
の
家
か
ら
半
径
二
里
以
内
で
物
乞
い
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
。

統
治
権
力
も
漸
く
貧
民
の
「
生
存
の
技
法
」
を
認
知
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
許
さ
れ
ざ
る
物
乞
い
」

し
か
し
、
一
七
二
四
年
王
令
第
六
条
で
指
定
し
た
行
為
を
す
る
乞
食
は
、
容
赦
な
く
捕
捉
さ
れ
裁
判
に
か
け
ら
れ
刑
罰
を
う
け

た
。
な
か
で
も
当
時
の
統
治
権
力
が
憎
み
、
し
た
が
っ
て
マ
レ
シ
ョ
セ
も
許
せ
な
い
と
し
た
の
は
、「
身
体
障
碍
者
を
装
う
行
為
」

で
あ
っ
た
。
手
足
が
不
自
由
で
「
び
っ
こ
」
や
松
葉
伺
で
歩
行
す
る
人
、
目
の
不
自
由
な
人
、
唖
者
な
ど
を
装
う
行
為
が
そ
れ
で
あ

(6
)
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
一
七
二
四
年
か
ら
三
二
年
ま
で
に
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
で
捕
捉
さ
れ
た
乞
食
は
ᷮ
か
四
人
の
み
だ
と
い
う
。

[C
am

eron,p.102]

だ
が
私
に
は
こ
れ
は
余
り
に
も
少
な
く
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
後
段
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
、
こ
の
期
間
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(7
)
や
や
時
代
が
下
る
が
、
一
七
六
九
年
一
月
一
日
か
ら
五
月
二
九
日
ま
で
の
五
か
月
間
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
管
区
で
捕
捉
さ
れ
収
容
さ
れ

た
一
一
一
人
の
内
、
約
四
分
の
一
の
二
八
人
が
こ
う
し
た
態
度
を
と
っ
た
と
い
う
。[C

répillon,p.231]

(8
)
当
時
の
民
衆
は
物
乞
い
を
恥
だ
と
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。「
子
沢
山
の
家
庭
の
父
親
は
、
子
ど
も
ら
に
『
パ
ン
を
貰
い
に
ゆ
け
』
と
送

り
出
す
こ
と
を
恥
だ
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。」[Lefebvre,p.32]
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で
は
な
い
者étranger

」
が
物
乞
い
し
て
い
れ
ば
、
見
境
な
く
捕
ら
え
た
。
し
た
が
っ
て
騎
馬
憲
兵
隊
の
調
書
で
は
、
一
八
世
紀
前

半
ま
で
は
乞
食
と
流
民
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
襤
褸
の
着
衣
で
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト
や
頭
陀
袋
に
ど
こ
で

入
手
し
た
か
も
判
ら
な
い
パ
ン
塊
や
、
沢
山
の
小
銭
を
忍
ば
せ
て
い
る
者
が
「
乞
食
」
と
判
定
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

[C
répillon,p.226:G

arnier,p.233]

「
単
純
物
乞
いsim

ple
m
endicité

」

捕
え
ら
れ
た
乞
食
の
多
く
は
罪
の
意
識
が
な
か
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
地
方
史
家
に
よ
れ
ば
、
乞
食
と
目
さ
れ
て
捕
え
ら
れ
た

者
が
憲
兵
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
反
面
「
物
乞
い
」
を
し
た
こ
と
を
認
め
て
も
、
そ
れ
が
「
悪
い
こ
と
」
だ
と
考

え
、
自
ら
を
乞
食
と
認
め
る
者
も
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
物
乞
い
の
言
い
訳
を
し
た
。「
も
う
働
け
な
い
か
ら

だ
」、「
小
麦
が
高
す
ぎ
る
か
ら
だ
」、「
盗
む
よ
り
は
物
乞
い
し
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
」
な
ど
で
あ
る
。
実
際
に
専
業
乞
食
は
ほ
と

ん
ど
い
な
く
、
皆
な
ん
ら
か
の
雑
業
に
従
事
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
靴
下
を
編
み
売
っ
て
い
る
、
陶
器
を
修
理
し
て
い

る
、
木
靴
や
塩
漬
け
鰊
を
売
っ
て
い
る
、
火
口
・
ぼ
ろ
き
れ
・
鉄
ᷲ
を
売
っ
て
い
る
、
雄
鶏
の
紙
細
工
や
絵
を
描
い
て
売
っ
て
い

る
、
ロ
ー
リ
エ
な
ど
薬
草
を
採
っ
て
売
っ
て
い
る
、
等
で
あ
る
。

ボ
ー
リ
ュ
ー
に
あ
る
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
さ
れ
る
と
き
に
、「
な
ぜ
捕
ま
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
者
が
少
な
か
ら
ず
い

た
と
い
う(7)。
彼
ら
は
「
パ
ン
な
ど
は
『
慈
悲
心charite

シ
ャ
リ
テ

』
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
で
受
け
取
っ
た
」
と
言
い
張
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
物
乞
い
が
貧
民
に
と
っ
て
は
「
生
存
の
技
法
」
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
わ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
決
し
て
「
悪
い
こ

と
で
は
な
い
」
と
彼
ら
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る(8)。
し
か
も
施
す
者
と
施
さ
れ
る
者
と
の
関
係
が
、
上
下
の
関
係
で

も
、
富
者
と
貧
者
の
関
係
で
も
な
く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
隣
人
愛
の
発
露
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
が
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の

精
神
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
訳
で
実
際
、
大
都
市
以
外
で
は
「
単
純
物
乞
い
」
は
殆
ん
ど
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
捕
ら
え
ら
れ
て
も
直
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
。[G
utton,1973,p.133]

一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
王
権
は
、
労
働
不
能
の
貧
民
が
自
分
の
家
か
ら
半
径
二
里
以
内
で
物
乞
い
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
。

統
治
権
力
も
漸
く
貧
民
の
「
生
存
の
技
法
」
を
認
知
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
許
さ
れ
ざ
る
物
乞
い
」

し
か
し
、
一
七
二
四
年
王
令
第
六
条
で
指
定
し
た
行
為
を
す
る
乞
食
は
、
容
赦
な
く
捕
捉
さ
れ
裁
判
に
か
け
ら
れ
刑
罰
を
う
け

た
。
な
か
で
も
当
時
の
統
治
権
力
が
憎
み
、
し
た
が
っ
て
マ
レ
シ
ョ
セ
も
許
せ
な
い
と
し
た
の
は
、「
身
体
障
碍
者
を
装
う
行
為
」

で
あ
っ
た
。
手
足
が
不
自
由
で
「
び
っ
こ
」
や
松
葉
伺
で
歩
行
す
る
人
、
目
の
不
自
由
な
人
、
唖
者
な
ど
を
装
う
行
為
が
そ
れ
で
あ

(6
)
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
一
七
二
四
年
か
ら
三
二
年
ま
で
に
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
で
捕
捉
さ
れ
た
乞
食
は
ᷮ
か
四
人
の
み
だ
と
い
う
。

[C
am

eron,p.102]

だ
が
私
に
は
こ
れ
は
余
り
に
も
少
な
く
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
後
段
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
、
こ
の
期
間
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(7
)
や
や
時
代
が
下
る
が
、
一
七
六
九
年
一
月
一
日
か
ら
五
月
二
九
日
ま
で
の
五
か
月
間
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
管
区
で
捕
捉
さ
れ
収
容
さ
れ

た
一
一
一
人
の
内
、
約
四
分
の
一
の
二
八
人
が
こ
う
し
た
態
度
を
と
っ
た
と
い
う
。[C

répillon,p.231]

(8
)
当
時
の
民
衆
は
物
乞
い
を
恥
だ
と
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。「
子
沢
山
の
家
庭
の
父
親
は
、
子
ど
も
ら
に
『
パ
ン
を
貰
い
に
ゆ
け
』
と
送

り
出
す
こ
と
を
恥
だ
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。」[Lefebvre,p.32]

一七二四年王令と乞食・流民の処遇

─øù9(ø6)─

成城・経済研究 第 ù40 号（ù0ù3 年 3 月）

─øù8(ø7)─



る
。
そ
れ
は
、
神
を
欺
き
人
々
の
隣
人
愛
に
つ
け
こ
む
卑
劣
な
行
為
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の

あ
る
村
で
、
ト
ル
コ
で
奴
隷
と
な
り
舌
を
切
ら
れ
た
と
友
人
に
云
っ
て
も
ら
い
、
唖
者
を
装
っ
て
物
乞
い
を
し
た
男
は
噓
が
ば
れ

て
、
一
七
七
〇
年
頃
に
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
の
刑
罰
を
う
け
た
。[C

am
eron,p.110]

同
条
に
指
定
さ
れ
た
「
無
礼
尊
大
な
乞
食m

endiantinsolent

」
も
、
統
治
権
力
が
許
し
が
た
い
と
判
断
し
た
行
為
で
あ
り
、
住

民
の
通
報
で
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
。
棒
切
れ
や
小
刀
な
ど
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
あ
る
い
は
脅
迫
じ
み
た
言
葉
や
下
卑
た
言
辞

を
投
げ
つ
け
て
、
そ
れ
な
り
の
施
し
を
要
求
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
脅
迫
的
言
辞
で
多
用
さ
れ
た
の
は
、「
納
屋
に
火
を
点
け
る
ぞ
」

や
「
家
畜
を
奪
う
ぞ
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
七
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
こ
の
種
の
行
為
で
捕
捉
・
処
罰
さ
れ
た
若
干
の
事
例

を
紹
介
す
る
。

○
あ
る
高
齢
者
、
剣
を
ち
ら
つ
か
せ
て
施
し
を
求
め
た
廉
で
告
発
さ
れ
、
本
人
も
罪
を
認
め
た
。
顔
に
は
病
気
を
装
う
ߣ
薬
を
二
枚

張
っ
て
い
た
。
老
い
さ
ら
ば
え
た
年
齢
を
考
慮
し
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
佃
打
ち
の
刑
、
の
ち
終
身
閉
じ
込
め
る
べ
し
、

と
の
判
決
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
パ
リ
管
区1724.10.7

[Paultre,p.343]

○
元
車
引
き
の
七
五
歳
の
男
が
「
尊
大
な
態
度
」
で
施
し
を
求
め
た
廉
で
捕
ら
え
ら
れ
、
晒
台
に
括
り
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
仲

間
の
乞
食
に
、
サ
ニ
タ
（
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
）
の
伴
を
盗
ま
せ
、
晒
台
の
錠
を
開
け
て
も
ら
い
逃
走
を
図
っ
た
。
だ
が
捕

縛
さ
れ
投
獄
さ
れ
る
。
一
七
二
四
年
一
二
月
二
か
月
間
の
拘
留
の
あ
と
釈
放
さ
れ
る
。
二
五
年
一
月
再
逮
捕
さ
れ
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
さ
れ
る
。
病
に
罹
っ
た
と
偽
り
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
運
ば
れ
る
途
中
で
逃
走
。
そ
の
後
ま
た
も
尊
大
な
態
度
で
物

乞
い
し
た
と
し
て
逮
捕
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
の
後
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
監
獄
に
移
送
さ
れ
る
。
三
月
マ
レ
シ
ョ
セ
の

プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
は
要
旨
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。「
再
三
に
わ
た
り
尊
大
な
態
度
で
物
乞
い
し
た
が
、
高
齢
に
鑑
み
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
終
身
拘
禁
す
る
」
と
。
オ
ル
レ
ア
ン
管
区1725.3.6

[G
utton,1971,p.445]

乞
食
の
「
尊
大
無
礼
な
態
度
」
は
、
取
締
ま
り
の
巡
邏
や
騎
馬
憲
兵
隊
に
は
「
反
抗
的
」
と
と
ら
れ
て
厳
し
く
咎
め
ら
れ
逮
捕
事

由
と
な
っ
た
。
騎
馬
憲
兵
隊
は
、
貧
民
が
卑
屈
で
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
と
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

○
あ
る
男
、
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
巡
邏
に
抵
抗
し
、
大
声
を
あ
げ
て
民
衆
に
反
抗
を
ἤ
っ
た
廉
で
拘
束
さ
れ
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
次

の
よ
う
な
判
決
を
下
さ
れ
た
。「
首
枷
を
つ
け
、
身
体
の
前
後
に
『
反
抗
的
な
乞
食
』
と
記
し
た
札
を
つ
け
て
、
ポ
ン
・
ヌ
フ
橋

詰
め
に
正
午
か
ら
午
後
二
時
ま
で
括
り
付
け
る
べ
し
、
の
ち
五
年
間
の
パ
リ
追
放
と
処
す
。」
パ
リ
管
区1724.12.9

[Paultre,

p.343]

○
あ
る
男
、
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
巡
邏
に
激
し
く
抵
抗
し
、
大
声
を
あ
げ
て
民
衆
に
加
勢
を
求
め
た
廉
で
告
発
さ
れ
、
本
人
も
罪
を

認
め
た
。
身
体
障
碍
者
を
装
っ
た
罪
も
あ
り
。
判
決
は
「
首
枷
を
つ
け
て
グ
レ
ー
ヴ
広
場
に
晒
し
た
の
ち
、
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
五

年
に
処
す
」
と
さ
れ
た
。
パ
リ
管
区1725.2.16

[Paultre,p.345]

こ
れ
に
関
連
し
て
二
四
年
王
令
第
三
条
は
、
乞
食
や
流
民
の
再
犯
者
を
厳
罰
に
処
す
よ
う
に
定
め
て
い
た
が
、
ギ
ュ
ト
ン
に
よ
れ

ば
必
ず
し
も
条
文
通
り
に
処
罰
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
。
寧
ろ
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
避
け
る
傾
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。

○
一
七
三
七
年
リ
ヨ
ン
の
広
場
で
物
乞
い
を
し
た
廉
で
あ
る
男
、
三
度
目
の
逮
捕
と
判
明
し
た
。
条
文
で
は
〝
Ｍ
〟
の
烙
印
を
捺
さ

れ
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
だ
が
、
判
決
は
、
Ｍ
の
烙
印
と
、「
三
度
目
に
逮
捕
さ
れ
た
壮
健
な
る
乞
食
」
と
い
う
首
看
板
を

つ
け
て
、
シ
ャ
ン
ジ
ュ
広
場
に
晒
す
、
と
い
う
処
罰
だ
っ
た
。
加
え
て
、「
三
年
間
の
都
市
追
放
」
と
い
う
処
分
だ
っ
た
。

[G
utton,1973,p.135]
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る
。
そ
れ
は
、
神
を
欺
き
人
々
の
隣
人
愛
に
つ
け
こ
む
卑
劣
な
行
為
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の

あ
る
村
で
、
ト
ル
コ
で
奴
隷
と
な
り
舌
を
切
ら
れ
た
と
友
人
に
云
っ
て
も
ら
い
、
唖
者
を
装
っ
て
物
乞
い
を
し
た
男
は
噓
が
ば
れ

て
、
一
七
七
〇
年
頃
に
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
の
刑
罰
を
う
け
た
。[C

am
eron,p.110]

同
条
に
指
定
さ
れ
た
「
無
礼
尊
大
な
乞
食m

endiantinsolent

」
も
、
統
治
権
力
が
許
し
が
た
い
と
判
断
し
た
行
為
で
あ
り
、
住

民
の
通
報
で
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
。
棒
切
れ
や
小
刀
な
ど
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
あ
る
い
は
脅
迫
じ
み
た
言
葉
や
下
卑
た
言
辞

を
投
げ
つ
け
て
、
そ
れ
な
り
の
施
し
を
要
求
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
脅
迫
的
言
辞
で
多
用
さ
れ
た
の
は
、「
納
屋
に
火
を
点
け
る
ぞ
」

や
「
家
畜
を
奪
う
ぞ
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
七
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
こ
の
種
の
行
為
で
捕
捉
・
処
罰
さ
れ
た
若
干
の
事
例

を
紹
介
す
る
。

○
あ
る
高
齢
者
、
剣
を
ち
ら
つ
か
せ
て
施
し
を
求
め
た
廉
で
告
発
さ
れ
、
本
人
も
罪
を
認
め
た
。
顔
に
は
病
気
を
装
う
ߣ
薬
を
二
枚

張
っ
て
い
た
。
老
い
さ
ら
ば
え
た
年
齢
を
考
慮
し
て
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
佃
打
ち
の
刑
、
の
ち
終
身
閉
じ
込
め
る
べ
し
、

と
の
判
決
を
申
し
渡
さ
れ
た
。
パ
リ
管
区1724.10.7

[Paultre,p.343]

○
元
車
引
き
の
七
五
歳
の
男
が
「
尊
大
な
態
度
」
で
施
し
を
求
め
た
廉
で
捕
ら
え
ら
れ
、
晒
台
に
括
り
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
仲

間
の
乞
食
に
、
サ
ニ
タ
（
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
）
の
伴
を
盗
ま
せ
、
晒
台
の
錠
を
開
け
て
も
ら
い
逃
走
を
図
っ
た
。
だ
が
捕

縛
さ
れ
投
獄
さ
れ
る
。
一
七
二
四
年
一
二
月
二
か
月
間
の
拘
留
の
あ
と
釈
放
さ
れ
る
。
二
五
年
一
月
再
逮
捕
さ
れ
オ
ピ
タ
ル
・
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
さ
れ
る
。
病
に
罹
っ
た
と
偽
り
オ
テ
ル
・
デ
ュ
に
運
ば
れ
る
途
中
で
逃
走
。
そ
の
後
ま
た
も
尊
大
な
態
度
で
物

乞
い
し
た
と
し
て
逮
捕
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
の
後
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
監
獄
に
移
送
さ
れ
る
。
三
月
マ
レ
シ
ョ
セ
の

プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
所
は
要
旨
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。「
再
三
に
わ
た
り
尊
大
な
態
度
で
物
乞
い
し
た
が
、
高
齢
に
鑑
み
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
終
身
拘
禁
す
る
」
と
。
オ
ル
レ
ア
ン
管
区1725.3.6
[G
utton,1971,p.445]

乞
食
の
「
尊
大
無
礼
な
態
度
」
は
、
取
締
ま
り
の
巡
邏
や
騎
馬
憲
兵
隊
に
は
「
反
抗
的
」
と
と
ら
れ
て
厳
し
く
咎
め
ら
れ
逮
捕
事

由
と
な
っ
た
。
騎
馬
憲
兵
隊
は
、
貧
民
が
卑
屈
で
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
と
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

○
あ
る
男
、
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
巡
邏
に
抵
抗
し
、
大
声
を
あ
げ
て
民
衆
に
反
抗
を
ἤ
っ
た
廉
で
拘
束
さ
れ
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
次

の
よ
う
な
判
決
を
下
さ
れ
た
。「
首
枷
を
つ
け
、
身
体
の
前
後
に
『
反
抗
的
な
乞
食
』
と
記
し
た
札
を
つ
け
て
、
ポ
ン
・
ヌ
フ
橋

詰
め
に
正
午
か
ら
午
後
二
時
ま
で
括
り
付
け
る
べ
し
、
の
ち
五
年
間
の
パ
リ
追
放
と
処
す
。」
パ
リ
管
区1724.12.9

[Paultre,

p.343]

○
あ
る
男
、
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
巡
邏
に
激
し
く
抵
抗
し
、
大
声
を
あ
げ
て
民
衆
に
加
勢
を
求
め
た
廉
で
告
発
さ
れ
、
本
人
も
罪
を

認
め
た
。
身
体
障
碍
者
を
装
っ
た
罪
も
あ
り
。
判
決
は
「
首
枷
を
つ
け
て
グ
レ
ー
ヴ
広
場
に
晒
し
た
の
ち
、
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
五

年
に
処
す
」
と
さ
れ
た
。
パ
リ
管
区1725.2.16

[Paultre,p.345]

こ
れ
に
関
連
し
て
二
四
年
王
令
第
三
条
は
、
乞
食
や
流
民
の
再
犯
者
を
厳
罰
に
処
す
よ
う
に
定
め
て
い
た
が
、
ギ
ュ
ト
ン
に
よ
れ

ば
必
ず
し
も
条
文
通
り
に
処
罰
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
。
寧
ろ
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
避
け
る
傾
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。

○
一
七
三
七
年
リ
ヨ
ン
の
広
場
で
物
乞
い
を
し
た
廉
で
あ
る
男
、
三
度
目
の
逮
捕
と
判
明
し
た
。
条
文
で
は
〝
Ｍ
〟
の
烙
印
を
捺
さ

れ
五
年
間
の
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
だ
が
、
判
決
は
、
Ｍ
の
烙
印
と
、「
三
度
目
に
逮
捕
さ
れ
た
壮
健
な
る
乞
食
」
と
い
う
首
看
板
を

つ
け
て
、
シ
ャ
ン
ジ
ュ
広
場
に
晒
す
、
と
い
う
処
罰
だ
っ
た
。
加
え
て
、「
三
年
間
の
都
市
追
放
」
と
い
う
処
分
だ
っ
た
。

[G
utton,1973,p.135]
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流
民俗

に
「
マ
レ
シ
ョ
セ
の
ジ
ビ
エgibier (9
)」
と
云
わ
れ
た
よ
う
に
、
流
民
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の
標
的
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
流
民
の
中
に
は
、
王
権
が
忌
み
嫌
う
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
の
に
労
働
を
厭
う
」
者
が
そ
れ
な
り
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
流
民vagabond

」
の
原
義
は
「
臣
従
の
誓
詞
を
も
っ
て
い
な
い
者gens

sans
aveu

」
で
あ
る
。
こ
の
「
臣
従
の
誓
詞aveu

」
は

中
世
封
建
社
会
に
お
け
る
領
主
=農
民
の
双
務
的
関
係
、
す
な
わ
ち
、
庇
護
と
臣
従
を
約
束
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、
近
世
に
な
る
と

こ
の
関
係
が
稀
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
解
釈
変
更
が
な
さ
れ
た
。

一
六
六
七
年
に
パ
リ
に
警
察
長
官
を
創
設
す
る
こ
と
を
論
議
し
た
治
安
評
議
会C

onseille
de

Police

は
、
流
民
に
つ
い
て
も
議

論
し
、
そ
の
再
定
義
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
流
民
は
、「
何
ら
の
職
業
も
手
職
も
も
た
ず
、
己
の
良
き
生
活
習
慣
を
、
誠
実

で
信
頼
に
値
す
る
礼
儀
正
し
い
立
派
な
生
活
を
し
て
い
る
人
に
よ
っ
て
証
明
し
て
貰
え
な
い
者
」
と
し
た
。
こ
の
定
義
で
は
、

«aveu

ア
ヴ
ュ»

は
現
代
的
な
表
現
を
す
れ
ば
「
人
物
証
明
書
」
も
し
く
は
「
善
行
証
明
書
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
証
明
書
は
教
区
司

祭
や
都
市
の
役
人
、
警
察
吏
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
口
頭
で
の
証
言
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
物

証
明
書
を
も
っ
て
い
な
い
者
が
「
流
民
」
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
八
世
紀
に
な
る
と
ポ
リ
ス
や
慈
善
の
現
場
か
ら
の
要
請
を
う
け
て
、
流
民
の
定
義
が
ヨ
リ
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
ゆ
く
。

つ
ま
り
、
職
業
や
手
職
を
も
っ
て
い
て
も
、「
直
近
の
半
年
間
仕
事
に
つ
い
て
な
い
者
」
で
、
な
お
且
つ
「
決
ま
っ
た
住
ま
い
を

ホ

ー

ム

持
た
な
い
者

レ

ス

」
や
、「
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携
帯
せ
ず
さ
ま
よ
う
人
」
と
い
う
要
素
が
加
味
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
住
所
不
定
の
失
業
者
で
、

王
国
を
流
浪
し
て
い
る
貧
民
は
、「
流
民
」
に
判
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
マ
レ
シ
ョ
セ
の
裁
判
で
は
流
民
の
判
定
に
は
、「
人
物
証
明
書

ア

ヴ

ュ

」
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
証
拠
書
類
の
有
無
が
重
視
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
貧
民
の
出
稼
ぎ
を
輩
出
す
る
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
司
祭
た
ち
は
、
彼
ら
が
出
稼
ぎ
の
途
次
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
捕
捉

さ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
気
前
よ
く
人
物
証
明
書
を
発
行
し
た
。
と
く
に
前
記
し
た
、
縦
引
き
木
Ṣ
き
職
の
出
稼
ぎ
で
有

名
な
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
デ
・
ゾ
リ
エ
ー
ル
の
教
区
司
祭
は
、
そ
の
地
方
で
は
「
無
制
限
に
こ
れ
を
発
行
す
る
」
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ

た
存
在
だ
っ
た
。[H

ufton,1972,p.114]

パ
ス
ポ
ー
ト
も
ま
た
乱
発
さ
れ
た
よ
う
だ
。
大
都
市
に
は
貧
民
を
泊
め
る
い
か
が
わ
し
い
安
宿
兼
安
食
堂
が
あ
る
の
が
常
だ
が
、

そ
こ
の
経
営
者
は
地
元
や
近
隣
の
事
情
に
通
じ
、
宿
泊
者
の
属
性
も
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
に
関
わ
っ
た
。

適
当
な
偽
名
を
つ
く
り
上
げ
、
合
法
的
な
職
業
を
記
載
し
て
流
民
の
便
宜
に
応
じ
た
と
い
う
。[H

ufton,1972,p.115]

そ
う
し
た
事
情
を
知
っ
て
い
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
ま
ず
人
相
と
風
体
か
ら
乞
食
や
流
民
を
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
襤
褸
を
着

て
、
よ
そ
者
の
訛
り
の
あ
る
、
顔
つ
き
の
険
し
く
威
嚇
的
な
者
」
を
捕
ら
え
て
尋
問
し
、
然
る
後
に
、
右
の
書
類
の
提
出
を
求
め

た
。
若
干
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

例
え
ば
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
流
浪
す
る
民
が
い
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
ジ
ビ
エ
と
な
っ
た
。
中
世
以
来
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
西
か
ら
東
へ
季
節
移
動
し
た
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
の
一
行
、
彼
ら
は
ゆ
く
先
々
で
盗
み
を
働
い
て
い
た
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
か
ら
イ
タ

リ
ア
ま
で
広
範
囲
に
渡
り
歩
く
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
行
、
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
せ
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
小
物
―
ス
テ
ッ
キ
、
日
時
計

や
時
計
の
文
字
盤
、
眼
鏡
、
鉛
筆
、
蝋
燭
、
羊
や
㙽
の
毛
皮
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
行
商
し
な
が
ら
流
浪
し
た
。
だ
が
彼
ら
は
捕
ま
っ

て
も
即
日
釈
放
さ
れ
た(ø0)。
ま
た
巡
礼
者
も
捕
捉
さ
れ
た
。
多
い
の
は
主
に
陸
軍
の
脱
走
兵
で
、「
待
遇
な
ど
約
束
が
違
う
」、「
脅
し

(9
)
｢ジ
ビ
エ
」
は
わ
が
国
で
も
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
狩
猟
に
よ
る
獣
や
鳥
な
ど
の
獲
物
」
を
指
す
。
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流
民俗

に
「
マ
レ
シ
ョ
セ
の
ジ
ビ
エgibier (9
)」
と
云
わ
れ
た
よ
う
に
、
流
民
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の
標
的
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
流
民
の
中
に
は
、
王
権
が
忌
み
嫌
う
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
の
に
労
働
を
厭
う
」
者
が
そ
れ
な
り
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
流
民vagabond

」
の
原
義
は
「
臣
従
の
誓
詞
を
も
っ
て
い
な
い
者gens

sans
aveu

」
で
あ
る
。
こ
の
「
臣
従
の
誓
詞aveu

」
は

中
世
封
建
社
会
に
お
け
る
領
主
=農
民
の
双
務
的
関
係
、
す
な
わ
ち
、
庇
護
と
臣
従
を
約
束
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、
近
世
に
な
る
と

こ
の
関
係
が
稀
薄
に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
解
釈
変
更
が
な
さ
れ
た
。

一
六
六
七
年
に
パ
リ
に
警
察
長
官
を
創
設
す
る
こ
と
を
論
議
し
た
治
安
評
議
会C

onseille
de

Police

は
、
流
民
に
つ
い
て
も
議

論
し
、
そ
の
再
定
義
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
流
民
は
、「
何
ら
の
職
業
も
手
職
も
も
た
ず
、
己
の
良
き
生
活
習
慣
を
、
誠
実

で
信
頼
に
値
す
る
礼
儀
正
し
い
立
派
な
生
活
を
し
て
い
る
人
に
よ
っ
て
証
明
し
て
貰
え
な
い
者
」
と
し
た
。
こ
の
定
義
で
は
、

«aveu

ア
ヴ
ュ»

は
現
代
的
な
表
現
を
す
れ
ば
「
人
物
証
明
書
」
も
し
く
は
「
善
行
証
明
書
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
証
明
書
は
教
区
司

祭
や
都
市
の
役
人
、
警
察
吏
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
口
頭
で
の
証
言
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
物

証
明
書
を
も
っ
て
い
な
い
者
が
「
流
民
」
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
八
世
紀
に
な
る
と
ポ
リ
ス
や
慈
善
の
現
場
か
ら
の
要
請
を
う
け
て
、
流
民
の
定
義
が
ヨ
リ
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
ゆ
く
。

つ
ま
り
、
職
業
や
手
職
を
も
っ
て
い
て
も
、「
直
近
の
半
年
間
仕
事
に
つ
い
て
な
い
者
」
で
、
な
お
且
つ
「
決
ま
っ
た
住
ま
い
を

ホ

ー

ム

持
た
な
い
者

レ

ス

」
や
、「
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携
帯
せ
ず
さ
ま
よ
う
人
」
と
い
う
要
素
が
加
味
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
住
所
不
定
の
失
業
者
で
、

王
国
を
流
浪
し
て
い
る
貧
民
は
、「
流
民
」
に
判
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
マ
レ
シ
ョ
セ
の
裁
判
で
は
流
民
の
判
定
に
は
、「
人
物
証
明
書

ア

ヴ

ュ

」
か
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
証
拠
書
類
の
有
無
が
重
視
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
貧
民
の
出
稼
ぎ
を
輩
出
す
る
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
司
祭
た
ち
は
、
彼
ら
が
出
稼
ぎ
の
途
次
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
捕
捉

さ
れ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
気
前
よ
く
人
物
証
明
書
を
発
行
し
た
。
と
く
に
前
記
し
た
、
縦
引
き
木
Ṣ
き
職
の
出
稼
ぎ
で
有

名
な
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
デ
・
ゾ
リ
エ
ー
ル
の
教
区
司
祭
は
、
そ
の
地
方
で
は
「
無
制
限
に
こ
れ
を
発
行
す
る
」
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ

た
存
在
だ
っ
た
。[H

ufton,1972,p.114]

パ
ス
ポ
ー
ト
も
ま
た
乱
発
さ
れ
た
よ
う
だ
。
大
都
市
に
は
貧
民
を
泊
め
る
い
か
が
わ
し
い
安
宿
兼
安
食
堂
が
あ
る
の
が
常
だ
が
、

そ
こ
の
経
営
者
は
地
元
や
近
隣
の
事
情
に
通
じ
、
宿
泊
者
の
属
性
も
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
に
関
わ
っ
た
。

適
当
な
偽
名
を
つ
く
り
上
げ
、
合
法
的
な
職
業
を
記
載
し
て
流
民
の
便
宜
に
応
じ
た
と
い
う
。[H

ufton,1972,p.115]

そ
う
し
た
事
情
を
知
っ
て
い
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
ま
ず
人
相
と
風
体
か
ら
乞
食
や
流
民
を
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
襤
褸
を
着

て
、
よ
そ
者
の
訛
り
の
あ
る
、
顔
つ
き
の
険
し
く
威
嚇
的
な
者
」
を
捕
ら
え
て
尋
問
し
、
然
る
後
に
、
右
の
書
類
の
提
出
を
求
め

た
。
若
干
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

例
え
ば
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
流
浪
す
る
民
が
い
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
ジ
ビ
エ
と
な
っ
た
。
中
世
以
来
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
西
か
ら
東
へ
季
節
移
動
し
た
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
の
一
行
、
彼
ら
は
ゆ
く
先
々
で
盗
み
を
働
い
て
い
た
。
同
じ
く
ド
イ
ツ
か
ら
イ
タ

リ
ア
ま
で
広
範
囲
に
渡
り
歩
く
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
行
、
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
せ
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
小
物
―
ス
テ
ッ
キ
、
日
時
計

や
時
計
の
文
字
盤
、
眼
鏡
、
鉛
筆
、
蝋
燭
、
羊
や
㙽
の
毛
皮
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
行
商
し
な
が
ら
流
浪
し
た
。
だ
が
彼
ら
は
捕
ま
っ

て
も
即
日
釈
放
さ
れ
た(ø0)。
ま
た
巡
礼
者
も
捕
捉
さ
れ
た
。
多
い
の
は
主
に
陸
軍
の
脱
走
兵
で
、「
待
遇
な
ど
約
束
が
違
う
」、「
脅
し

(9
)
｢ジ
ビ
エ
」
は
わ
が
国
で
も
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
狩
猟
に
よ
る
獣
や
鳥
な
ど
の
獲
物
」
を
指
す
。
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が
あ
っ
た
」、「
失
望
し
た
」
な
ど
の
理
由
で
脱
走
し
、
武
器
や
軍
服
を
売
り
払
い
、
放
浪
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。
釈
放

さ
れ
る
者
も
い
た
が
、
多
く
は
軍
隊
に
戻
さ
れ
る
か
、
後
述
の
デ
ポ
（
乞
食
収
容
所
）
に
送
ら
れ
た
。[C

répillon,pp.239-248]
○
あ
る
指
物
師
は
仕
事
を
求
め
て
五
年
も
の
間
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
流
浪
し
、
親
方
の
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
働
い
た
。
こ
れ
は
往
時
の

遍
歴
職
人
の
慣
行
な
の
だ
が
、
一
八
世
紀
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
ボ
ー
リ
ュ
ー
の
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
プ
レ
ヴ
ォ

裁
判
官
は
、
カ
ー
ン
や
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
は
働
く
機
会
が
あ
る
の
に
、
放
浪
す
る
の
は
散
歩
し
て
い
る
の
と
同
じ
だ
と
述
べ
た
。

カ
ー
ン
管
区1765

[C
répillon,p.244]

○
あ
る
Ḻ
造
り
職
人
、
家
は
な
く
住
所
も
定
ま
ら
ず
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
物
乞
い
し
て
逮
捕
さ
れ
、
流
民
と
判
定
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
大
声
で
民
衆
を
ἤ
っ
て
巡
邏
に
抵
抗
し
た
。「
首
枷
を
つ
け
て
グ
レ
ー
ヴ
広
場
に
晒
す
べ
し
、
そ
の
後
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
五

年
に
処
す
べ
し
」
と
の
判
決
を
受
け
た
。
パ
リ
管
区1725.4.17

[Paultre,p.344]

○
マ
コ
ネ
地
方
の
二
二
歳
の
梳
毛
工
、
戦
争
で
負
傷
し
腕
が
な
い
と
偽
り
、
物
乞
い
し
た
廉
で
ロ
ア
ン
ヌ
の
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ

れ
た
。
鉄
の
鋏
、
火
打
石
や
火
口
を
所
持
し
て
い
た
た
め
危
険
な
流
民
と
判
定
さ
れ
た
。
リ
ヨ
ン
管
区1725

[G
utton,1971,p.

445]次
の
事
例
は
や
や
時
代
が
下
る
が
、
あ
る
労
働
者
が
そ
れ
な
り
の
賃
銀
が
得
ら
れ
る
仕
事
を
求
め
て
、
南
仏
一
帯
を
流
浪
し
た
記

録
で
あ
る
。

○
あ
る
男
性
梳
毛
工
は
地
元
モ
ン
ト
ー
バ
ン
を
一
七
七
九
年
八
月
一
二
日
に
、
一
日
限
り
の
物
乞
い
許
可
を
認
め
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
参
し
て
出
立
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
立
ち
寄
っ
た
町
々
が
記
さ
れ
て
い
た
。
モ
ン
ト
ー
バ
ン
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
モ
ン
ペ

リ
エ
へ
、
さ
ら
に
北
上
し
て
険
し
い
山
岳
路
を
ロ
デ
ー
ヴ
か
ら
ロ
デ
ス
を
経
て
コ
サ
ー
ド
へ
、
こ
の
間
行
く
先
々
の
町
に
は
余
り

滞
在
し
て
い
な
い
。
最
後
の
町
コ
サ
ー
ド
で
は
よ
い
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
の
か
、
一
か
月
半
近
く
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
再
び

出
立
し
、
故
郷
を
素
通
り
し
て
ア
ジ
ャ
ン
へ
、
そ
こ
で
も
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
か
一
か
月
滞
在
し
て
い
る
。
ア
ジ
ャ
ン
を
去

っ
て
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
に
ḷ
り
着
い
た
時
に
、
そ
の
地
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
間
約
四
カ
月
、
流
浪
し
た
距
離
は

恐
ら
く
六
〇
〇
キ
ロ
を
下
ら
な
か
っ
た
。[C

am
eron,p.166]

次
も
一
八
世
紀
末
の
事
例
で
、
詐
欺
的
行
為
を
咎
め
ら
れ
た
流
民
で
あ
る
。

○
一
七
八
二
年
六
月
二
五
日
、
巡
礼
者
の
良
き
身
な
り
を
し
た
男
が
、
グ
レ
（
現
ソ
ー
ヌ
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
）
近
郊
の
村
に
現

れ
、
呪
文
を
唱
え
つ
つ
、
翌
年
の
穀
物
の
収
穫
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
ど
と
不
吉
な
予
言
を
し
た
。
か
れ
は
資
金
を
受
け
た
巡

礼
者
だ
と
装
っ
て
、
不
安
を
抱
い
て
修
道
院
に
集
ま
っ
た
村
人
た
ち
を
、
恐
怖
に
陥
れ
る
よ
う
な
予
言
を
繰
り
返
し
た
。
そ
う
し

た
後
で
、
救
い
の
祈
り
を
し
て
や
る
と
し
て
前
金
を
貰
っ
た
。
そ
の
間
歓
待
を
受
け
て
い
た
。
不
審
を
抱
い
た
修
道
院
が
伝
令
を

マ
レ
シ
ョ
セ
に
送
り
、
か
れ
は
「
物
乞
い
流
民m

endiantvagabond

」
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。[H

ufton,1972,p.115]

騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
ま
っ
た
流
民
と
目
さ
れ
た
者
も
必
死
に
自
己
弁
護
し
た
。
旅
が
好
き
な
の
で
こ
の
地
方
を
歩
い
て
い
た
、
自
分

に
は
生
業
が
あ
る
、
自
分
の
家
を
持
っ
て
い
る
、
身
分
を
保
証
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
云
々
で
あ
る
。
流
民
と
判
定
さ
れ
て
拘
留

さ
れ
た
行
商
人
な
ど
の
中
に
は
、
故
郷
に
手
紙
を
書
い
て
教
区
司
祭
か
ら
人
物
保
証
を
し
て
貰
い
釈
放
さ
れ
る
も
の
も
い
た
。

(ø0
)
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
も
ド
イ
ツ
や
ア
ル
ザ
ス
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
商
人
が
、
古
物
を
売
り
歩
い
て
い
た
。
彼
ら
は
同
じ
宗
派
の
家
に
寄
宿
し
つ

つ
、
同
業
者
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。
中
に
は
密
輸
に
手
を
染
め
る
者
も
い
て
、
ラ
ン
グ
ル
で
は
一
七
六
八
年
か
ら
八
九
年
ま
で
に

一
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
行
商
人
が
密
輸
の
廉
で
逮
捕
さ
れ
た
。[G

arnier,p.227]
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が
あ
っ
た
」、「
失
望
し
た
」
な
ど
の
理
由
で
脱
走
し
、
武
器
や
軍
服
を
売
り
払
い
、
放
浪
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。
釈
放

さ
れ
る
者
も
い
た
が
、
多
く
は
軍
隊
に
戻
さ
れ
る
か
、
後
述
の
デ
ポ
（
乞
食
収
容
所
）
に
送
ら
れ
た
。[C

répillon,pp.239-248]

○
あ
る
指
物
師
は
仕
事
を
求
め
て
五
年
も
の
間
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
流
浪
し
、
親
方
の
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
働
い
た
。
こ
れ
は
往
時
の

遍
歴
職
人
の
慣
行
な
の
だ
が
、
一
八
世
紀
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
ボ
ー
リ
ュ
ー
の
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
プ
レ
ヴ
ォ

裁
判
官
は
、
カ
ー
ン
や
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
は
働
く
機
会
が
あ
る
の
に
、
放
浪
す
る
の
は
散
歩
し
て
い
る
の
と
同
じ
だ
と
述
べ
た
。

カ
ー
ン
管
区1765

[C
répillon,p.244]

○
あ
る
Ḻ
造
り
職
人
、
家
は
な
く
住
所
も
定
ま
ら
ず
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
物
乞
い
し
て
逮
捕
さ
れ
、
流
民
と
判
定
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
大
声
で
民
衆
を
ἤ
っ
て
巡
邏
に
抵
抗
し
た
。「
首
枷
を
つ
け
て
グ
レ
ー
ヴ
広
場
に
晒
す
べ
し
、
そ
の
後
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
五

年
に
処
す
べ
し
」
と
の
判
決
を
受
け
た
。
パ
リ
管
区1725.4.17

[Paultre,p.344]

○
マ
コ
ネ
地
方
の
二
二
歳
の
梳
毛
工
、
戦
争
で
負
傷
し
腕
が
な
い
と
偽
り
、
物
乞
い
し
た
廉
で
ロ
ア
ン
ヌ
の
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ

れ
た
。
鉄
の
鋏
、
火
打
石
や
火
口
を
所
持
し
て
い
た
た
め
危
険
な
流
民
と
判
定
さ
れ
た
。
リ
ヨ
ン
管
区1725

[G
utton,1971,p.

445]次
の
事
例
は
や
や
時
代
が
下
る
が
、
あ
る
労
働
者
が
そ
れ
な
り
の
賃
銀
が
得
ら
れ
る
仕
事
を
求
め
て
、
南
仏
一
帯
を
流
浪
し
た
記

録
で
あ
る
。

○
あ
る
男
性
梳
毛
工
は
地
元
モ
ン
ト
ー
バ
ン
を
一
七
七
九
年
八
月
一
二
日
に
、
一
日
限
り
の
物
乞
い
許
可
を
認
め
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
参
し
て
出
立
し
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
立
ち
寄
っ
た
町
々
が
記
さ
れ
て
い
た
。
モ
ン
ト
ー
バ
ン
か
ら
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
、
モ
ン
ペ

リ
エ
へ
、
さ
ら
に
北
上
し
て
険
し
い
山
岳
路
を
ロ
デ
ー
ヴ
か
ら
ロ
デ
ス
を
経
て
コ
サ
ー
ド
へ
、
こ
の
間
行
く
先
々
の
町
に
は
余
り

滞
在
し
て
い
な
い
。
最
後
の
町
コ
サ
ー
ド
で
は
よ
い
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
の
か
、
一
か
月
半
近
く
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
再
び

出
立
し
、
故
郷
を
素
通
り
し
て
ア
ジ
ャ
ン
へ
、
そ
こ
で
も
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
か
一
か
月
滞
在
し
て
い
る
。
ア
ジ
ャ
ン
を
去

っ
て
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
に
ḷ
り
着
い
た
時
に
、
そ
の
地
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
間
約
四
カ
月
、
流
浪
し
た
距
離
は

恐
ら
く
六
〇
〇
キ
ロ
を
下
ら
な
か
っ
た
。[C

am
eron,p.166]

次
も
一
八
世
紀
末
の
事
例
で
、
詐
欺
的
行
為
を
咎
め
ら
れ
た
流
民
で
あ
る
。

○
一
七
八
二
年
六
月
二
五
日
、
巡
礼
者
の
良
き
身
な
り
を
し
た
男
が
、
グ
レ
（
現
ソ
ー
ヌ
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル
県
）
近
郊
の
村
に
現

れ
、
呪
文
を
唱
え
つ
つ
、
翌
年
の
穀
物
の
収
穫
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
ど
と
不
吉
な
予
言
を
し
た
。
か
れ
は
資
金
を
受
け
た
巡

礼
者
だ
と
装
っ
て
、
不
安
を
抱
い
て
修
道
院
に
集
ま
っ
た
村
人
た
ち
を
、
恐
怖
に
陥
れ
る
よ
う
な
予
言
を
繰
り
返
し
た
。
そ
う
し

た
後
で
、
救
い
の
祈
り
を
し
て
や
る
と
し
て
前
金
を
貰
っ
た
。
そ
の
間
歓
待
を
受
け
て
い
た
。
不
審
を
抱
い
た
修
道
院
が
伝
令
を

マ
レ
シ
ョ
セ
に
送
り
、
か
れ
は
「
物
乞
い
流
民m

endiantvagabond

」
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
。[H

ufton,1972,p.115]

騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
ま
っ
た
流
民
と
目
さ
れ
た
者
も
必
死
に
自
己
弁
護
し
た
。
旅
が
好
き
な
の
で
こ
の
地
方
を
歩
い
て
い
た
、
自
分

に
は
生
業
が
あ
る
、
自
分
の
家
を
持
っ
て
い
る
、
身
分
を
保
証
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
云
々
で
あ
る
。
流
民
と
判
定
さ
れ
て
拘
留

さ
れ
た
行
商
人
な
ど
の
中
に
は
、
故
郷
に
手
紙
を
書
い
て
教
区
司
祭
か
ら
人
物
保
証
を
し
て
貰
い
釈
放
さ
れ
る
も
の
も
い
た
。

(ø0
)
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
も
ド
イ
ツ
や
ア
ル
ザ
ス
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
商
人
が
、
古
物
を
売
り
歩
い
て
い
た
。
彼
ら
は
同
じ
宗
派
の
家
に
寄
宿
し
つ

つ
、
同
業
者
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。
中
に
は
密
輸
に
手
を
染
め
る
者
も
い
て
、
ラ
ン
グ
ル
で
は
一
七
六
八
年
か
ら
八
九
年
ま
で
に

一
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
行
商
人
が
密
輸
の
廉
で
逮
捕
さ
れ
た
。[G

arnier,p.227]
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一
七
二
四
年
王
令
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
流
民
の
捕
捉
を
命
じ
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
王
権
の
目
論
見
通
り
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
首
都
圏
の
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
管
区
で
は
一
七
四
〇
年
ま
で
マ
レ
シ
ョ
セ
の
取
締
ま
り
の
主
眼
は
乞
食
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
一
七
四
一
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
は
潮
目
が
変
わ
り
、
捕
捉
さ
れ
る
乞
食
と
流
民
は
増
加
し
、
三
年
間
で
一
八

八
人
に
昇
っ
た
。
そ
の
内
、
流
民
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
を
裁
く
パ
リ
警
察
長
官

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
べ
し
と
裁
決
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
佃
打
ち
や
ガ
レ
ー

船
漕
役
刑
な
ど
体
罰
を
と
も
な
う
有
罪
判
決
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。[Pardo,p.262 (øø
)]

こ
の
こ
と
は
単
純
物
乞
い
や
流
浪

す
る
だ
け
の
民
を
、
犯
罪
者
と
し
て
糾
弾
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
で
も
云
え
る
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
ペ
リ
ゴ
ー
ルPérigord

管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、

こ
の
地
方
を
放
浪
す
る
職
人
や
行
商
人
を
流
民
と
し
て
捕
ら
え
処
罰
す
る
こ
と
は
、
他
の
管
区
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
の
マ
レ

シ
ョ
セ
は
し
ば
し
ば
住
民
か
ら
の
通
報
で
流
民
を
捕
ら
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
身
な
り
や
人
相
風
体
、
人
物
証
明
書
の
不
携

帯
だ
け
で
流
民
を
処
罰
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
取
り
調
べ
の
間
、
数
週
間
留
置
し
た
だ
け
で
解
放
し
た
と
い
う
。
ペ
リ
ゴ
ー
ル

の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
、
田
舎
を
流
浪
す
る
貧
民
は
過
度
に
恐
れ
る
必
要
は
な
く
、
捕
捉
し
て
も
重
い
罰
を
与
え
る
必
要
は
な
い
、

と
考
え
た
と
い
う(øù)。[C

am
eron,pp.173,159]

と
こ
ろ
で
流
民
の
給
源
は
深
く
広
か
っ
た
。
右
に
あ
げ
た
例
は
職
人
や
労
働
者
だ
っ
た
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
日
雇
農
な
ど
下

層
農
民
で
あ
っ
た(ø3)。
彼
ら
の
生
活
は
脆
く
壊
れ
や
す
か
っ
た
。
大
雨
、
洪
水
、
旱
、
厳
冬
、
降
雹
な
ど
天
候
不
順
で
農
作
業
が
中
断

す
れ
ば
す
ぐ
に
仕
事
を
失
っ
た
。
夫
婦
で
懸
命
に
働
い
て
賃
銀
を
得
て
も
、
ど
ち
ら
か
が
病
気
に
罹
る
か
、
怪
我
で
も
す
れ
ば
、
直

ぐ
に
困
窮
し
た
し
、
赤
子
が
生
ま
れ
れ
ば
掛
か
り
も
増
え
た
。
ラ
イ
麦
の
パ
ン
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
す
ぐ
に
餓
え
た
。
農
村
工
業
が

栄
え
て
就
労
機
会
が
あ
る
農
民
で
も
、
不
況
に
な
り
工
場
が
稼
働
を
止
め
れ
ば
仕
事
を
失
っ
た
。
彼
ら
に
は
一
年
間
生
活
を
繋
ぐ
蓄

え
は
な
か
っ
た
。
一
家
を
挙
げ
て
離
農
離
村
す
る
例
は
滅
多
に
な
く
、
父
親
が
故
郷
と
家
庭
を
捨
て
て
困
窮
か
ら
の
逃
亡
を
図
り
、

流
民
化
す
る
た
め
し
が
多
い
。
出
稼
ぎ
に
出
て
も
半
年
後
に
帰
郷
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
が
働
き
盛
り
を
過
ぎ
て
い
れ

ば
、
町
で
仕
事
を
見
つ
け
る
の
も
難
し
か
っ
た
。
町
に
も
若
く
て
元
気
な
失
業
者
が
ᷓ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
故
郷
と
家
族
を
捨
て
た
流
民
が
一
八
世
紀
に
は
時
と
と
も
に
増
え
て
ゆ
く
。
彼
ら
は
安
宿
や
道
す
が
ら
出
会
っ

(øø
)
パ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
七
二
〇
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
半
世
紀
に
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
管
区
で
、
訴
追
さ
れ
た
乞
食
と
流
民
は
一
四

三
一
人
を
数
え
る
。
年
平
均
二
九
人
で
し
か
な
い
。
う
ち
最
終
審
で
有
罪
を
受
け
た
者
は
一
一
八
人
、
八
・
二
％
、
年
平
均
二
・
四
人
と

か
な
り
少
な
い
。[Pardo,p.393]

と
こ
ろ
が
一
八
世
紀
後
半
に
は
事
態
に
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
。
一
七
六
四
年
王
宣
が
、
乞
食
こ
と

に
流
民
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
打
ち
出
し
、
各
地
に
「
乞
食
収
容
所D

épôtde
M
endicité

」
の
開
設
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
実

際
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
よ
る
逮
捕
件
数
と
訴
訟
件
数
は
増
え
て
も
、
そ
の
有
罪
率
は
比
例
的
に
上
昇
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
減
少
し
て

い
る
。
乞
食
収
容
所
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

(øù
)
ペ
リ
ゴ
ー
ル
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
限
ら
ず
、
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
人
員
不
足
と
低
い
俸
給
額
か
ら
、
左
程
業
務
に
熱
心
で
は
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
官
の
言
も
額
面
通
り
に
は
受
け
取
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
騎
馬
憲
兵

隊
は
一
九
班
、
一
〇
一
人
の
編
成
で
あ
る
。
[正
本
忍
、p.124

］
ハ
フ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
カ
ー
ン
の
マ
レ
シ
ョ
セ
も
、

そ
こ
か
ら
三
〇
㎞
離
れ
た
森
に
流
民
の
一
団
が
棲
息
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
捕
捉
に
は
絶
対
に
向
か
わ
な
か
っ
た
と
い

う
。[H

ufton,1972,p.111]

(ø3
)
ク
レ
ル
モ
ン
と
リ
オ
ン
の
裁
判
所
で
判
決
を
受
け
た
二
〇
四
七
人
の
流
民
の
実
に
五
二
％
が
日
雇
農
で
あ
り
、
自
営
農
は
八
％
、
ぶ
ど

う
栽
培
農
民
は
四
％
で
あ
り
、
労
働
者
は
一
八
％
、
家
事
使
用
人
は
三
％
だ
っ
た
。（
正
確
な
時
期
は
不
明
）[H

ufton,1972,p.117]
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一
七
二
四
年
王
令
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
流
民
の
捕
捉
を
命
じ
た
の
だ
が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
王
権
の
目
論
見
通
り
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
首
都
圏
の
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
管
区
で
は
一
七
四
〇
年
ま
で
マ
レ
シ
ョ
セ
の
取
締
ま
り
の
主
眼
は
乞
食
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
一
七
四
一
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
は
潮
目
が
変
わ
り
、
捕
捉
さ
れ
る
乞
食
と
流
民
は
増
加
し
、
三
年
間
で
一
八

八
人
に
昇
っ
た
。
そ
の
内
、
流
民
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
を
裁
く
パ
リ
警
察
長
官

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
べ
し
と
裁
決
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
佃
打
ち
や
ガ
レ
ー

船
漕
役
刑
な
ど
体
罰
を
と
も
な
う
有
罪
判
決
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。[Pardo,p.262 (øø
)]

こ
の
こ
と
は
単
純
物
乞
い
や
流
浪

す
る
だ
け
の
民
を
、
犯
罪
者
と
し
て
糾
弾
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
で
も
云
え
る
よ
う
だ
。
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
ペ
リ
ゴ
ー
ルPérigord

管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、

こ
の
地
方
を
放
浪
す
る
職
人
や
行
商
人
を
流
民
と
し
て
捕
ら
え
処
罰
す
る
こ
と
は
、
他
の
管
区
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
の
マ
レ

シ
ョ
セ
は
し
ば
し
ば
住
民
か
ら
の
通
報
で
流
民
を
捕
ら
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
身
な
り
や
人
相
風
体
、
人
物
証
明
書
の
不
携

帯
だ
け
で
流
民
を
処
罰
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
取
り
調
べ
の
間
、
数
週
間
留
置
し
た
だ
け
で
解
放
し
た
と
い
う
。
ペ
リ
ゴ
ー
ル

の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
、
田
舎
を
流
浪
す
る
貧
民
は
過
度
に
恐
れ
る
必
要
は
な
く
、
捕
捉
し
て
も
重
い
罰
を
与
え
る
必
要
は
な
い
、

と
考
え
た
と
い
う(øù)。[C

am
eron,pp.173,159]

と
こ
ろ
で
流
民
の
給
源
は
深
く
広
か
っ
た
。
右
に
あ
げ
た
例
は
職
人
や
労
働
者
だ
っ
た
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
日
雇
農
な
ど
下

層
農
民
で
あ
っ
た(ø3)。
彼
ら
の
生
活
は
脆
く
壊
れ
や
す
か
っ
た
。
大
雨
、
洪
水
、
旱
、
厳
冬
、
降
雹
な
ど
天
候
不
順
で
農
作
業
が
中
断

す
れ
ば
す
ぐ
に
仕
事
を
失
っ
た
。
夫
婦
で
懸
命
に
働
い
て
賃
銀
を
得
て
も
、
ど
ち
ら
か
が
病
気
に
罹
る
か
、
怪
我
で
も
す
れ
ば
、
直

ぐ
に
困
窮
し
た
し
、
赤
子
が
生
ま
れ
れ
ば
掛
か
り
も
増
え
た
。
ラ
イ
麦
の
パ
ン
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
す
ぐ
に
餓
え
た
。
農
村
工
業
が

栄
え
て
就
労
機
会
が
あ
る
農
民
で
も
、
不
況
に
な
り
工
場
が
稼
働
を
止
め
れ
ば
仕
事
を
失
っ
た
。
彼
ら
に
は
一
年
間
生
活
を
繋
ぐ
蓄

え
は
な
か
っ
た
。
一
家
を
挙
げ
て
離
農
離
村
す
る
例
は
滅
多
に
な
く
、
父
親
が
故
郷
と
家
庭
を
捨
て
て
困
窮
か
ら
の
逃
亡
を
図
り
、

流
民
化
す
る
た
め
し
が
多
い
。
出
稼
ぎ
に
出
て
も
半
年
後
に
帰
郷
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
が
働
き
盛
り
を
過
ぎ
て
い
れ

ば
、
町
で
仕
事
を
見
つ
け
る
の
も
難
し
か
っ
た
。
町
に
も
若
く
て
元
気
な
失
業
者
が
ᷓ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
故
郷
と
家
族
を
捨
て
た
流
民
が
一
八
世
紀
に
は
時
と
と
も
に
増
え
て
ゆ
く
。
彼
ら
は
安
宿
や
道
す
が
ら
出
会
っ

(øø
)
パ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
七
二
〇
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
半
世
紀
に
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
管
区
で
、
訴
追
さ
れ
た
乞
食
と
流
民
は
一
四

三
一
人
を
数
え
る
。
年
平
均
二
九
人
で
し
か
な
い
。
う
ち
最
終
審
で
有
罪
を
受
け
た
者
は
一
一
八
人
、
八
・
二
％
、
年
平
均
二
・
四
人
と

か
な
り
少
な
い
。[Pardo,p.393]

と
こ
ろ
が
一
八
世
紀
後
半
に
は
事
態
に
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
。
一
七
六
四
年
王
宣
が
、
乞
食
こ
と

に
流
民
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
打
ち
出
し
、
各
地
に
「
乞
食
収
容
所D

épôtde
M
endicité

」
の
開
設
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
実

際
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
よ
る
逮
捕
件
数
と
訴
訟
件
数
は
増
え
て
も
、
そ
の
有
罪
率
は
比
例
的
に
上
昇
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
減
少
し
て

い
る
。
乞
食
収
容
所
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

(øù
)
ペ
リ
ゴ
ー
ル
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
限
ら
ず
、
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
人
員
不
足
と
低
い
俸
給
額
か
ら
、
左
程
業
務
に
熱
心
で
は
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
官
の
言
も
額
面
通
り
に
は
受
け
取
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
騎
馬
憲
兵

隊
は
一
九
班
、
一
〇
一
人
の
編
成
で
あ
る
。
[正
本
忍
、p.124
］
ハ
フ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
カ
ー
ン
の
マ
レ
シ
ョ
セ
も
、

そ
こ
か
ら
三
〇
㎞
離
れ
た
森
に
流
民
の
一
団
が
棲
息
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
捕
捉
に
は
絶
対
に
向
か
わ
な
か
っ
た
と
い

う
。[H

ufton,1972,p.111]

(ø3
)
ク
レ
ル
モ
ン
と
リ
オ
ン
の
裁
判
所
で
判
決
を
受
け
た
二
〇
四
七
人
の
流
民
の
実
に
五
二
％
が
日
雇
農
で
あ
り
、
自
営
農
は
八
％
、
ぶ
ど

う
栽
培
農
民
は
四
％
で
あ
り
、
労
働
者
は
一
八
％
、
家
事
使
用
人
は
三
％
だ
っ
た
。（
正
確
な
時
期
は
不
明
）[H

ufton,1972,p.117]
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た
同
類
と
、
四
人
か
ら
一
〇
人
程
度
の
小
集
団
を
つ
く
り
、
物
乞
い
と
小
さ
な
盗
み
を
重
ね
な
が
ら
─
鶏
小
屋
に
入
っ
て
鶏
を
、
畑

か
ら
は
野
菜
を
、
牧
場
か
ら
は
牛
乳
な
ど
を
搾
り
取
る
─
生
き
る
。
流
民
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の
目
の
届
か
ぬ
森
や
林
に
身
を
潜
め
た
。

前
記
の
カ
ー
ン
近
く
の
ク
レ
ポ
ン
の
森
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
近
郊
の
サ
ン
・
セ
ー
ヌ
・
ラ
ベ
イ
の
森
、
フ
ィ
ニ
ス
テ
ー
ル
県
の
ド
ゥ
ア
ル

ヌ
ネ
の
森
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
隣
の
修
道
院
が
定
期
的
に
お
こ
な
う
パ
ン
の
配
給
に
与
っ
て
飢
え
を
凌
い
だ
。

ル
エ
ル
ギ
ュ
の
ボ
ン
ヌ
コ
ン
ブ
の
僧
院
は
週
日
の
毎
日
、
五
〇
〇
人
分
の
パ
ン
を
配
っ
た
し
、
ル
ー
ア
ン
近
傍
の
サ
ン
・
ワ
ン
ド
リ

ル
・
ラ
ン
ソ
ン
の
大
修
道
院
は
週
二
回
、
そ
の
近
く
の
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
ド
・
ボ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
修
道
院
は
木
曜
日
に
一
回
だ

け
、
流
民
や
乞
食
に
パ
ン
を
配
っ
て
い
た
。[H
ufton,1972,p.109]

こ
の
類
の
流
民
は
貧
窮
の
末
に
故
郷
と
家
を
捨
て
た
、
ほ
ぼ
「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
」
貧
民
で
あ
り
、
中
に
は
後
述
の
「
危

険
な
流
民
」
や
山
賊
な
ど
完
全
に
ア
ウ
ト
・
ロ
ー
に
な
る
者
も
い
た
。

と
こ
ろ
が
次
に
あ
げ
る
リ
ヨ
ネ
の
流
民
は
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
リ
ヨ
ン
管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
一
七
二
四
年
か
ら
三
三

年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
計
一
三
三
人
の
「
流
民
」
を
捕
捉
し
た
。
こ
れ
は
一
七
二
四
年
王
令
に
よ
り
鼓
舞
さ
れ
て
、
騎
馬
憲
兵
隊

が
殊
の
外
熱
心
に
活
動
し
た
結
果
だ
っ
た
。
し
か
し
捕
ら
え
ら
れ
た
「
流
民
」
が
前
述
の
定
義
に
あ
る
流
民
、
す
な
わ
ち
「
家
も
職

業
も
な
い
、
共
同
体
と
の
関
係
が
切
れ
た
貧
民
」
だ
っ
た
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

ギ
ュ
ト
ン
が
ロ
ー
ヌ
県
古
文
書
館
の
マ
レ
シ
ョ
セ
関
連
史
料
か
ら
抽
出
し
た
流
民
の
職
業
調
査
に
よ
れ
ば(ø4)、
最
も
多
い
の
が
「
職

人
と
工
業
労
働
者
」
の
ジ
ャ
ン
ル
で
五
九
人
、
五
二
％
を
占
め
る
。
次
い
で
小
商
人
（
小
間
物
行
商
、
行
商
、
家
畜
商
、
鶏
肉
商
）

の
二
一
人
、
約
一
九
％
、
続
い
て
都
市
雑
業
者
（
担
ぎ
人
足
、
馭
者
、
家
事
使
用
人
、
料
理
人
、
従
僕
）
の
一
一
人
、
一
〇
％
弱
で

あ
り
、
農
業
関
係
（
自
営
農
民
、
農
業
労
働
者
、
伯
舎
下
僕
な
ど
）
は
一
五
人
、
約
一
三
％
と
少
な
い
。

リ
ヨ
ン
は
絹
織
物
業
な
ど
で
栄
え
た
都
市
な
の
で
、
農
民
が
少
な
く
、
職
人
や
労
働
者
、
と
く
に
繊
維
関
係
の
職
人
と
労
働
者
が

際
立
っ
て
多
い
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
梳
毛
工
、
梳
麻
工
、
生
糸
の
桛カ

セ

上
げ
女
工
、
ラ
シ
ャ
織
工
、
織
布
工
、
組

紐
職
、
ボ
タ
ン
職
、
お
針
子
、
染
物
師
、
仕
立
職
、
絨
毯
職
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
の
職
人
を
挙
げ
れ
ば
、
鍋
佂
職
、
蹄
鉄
工
、
靴

屋
、
車
大
工
、
鞍
具
職
、
印
刷
工
、
製
本
工
、
錠
前
師
、
Ḻ
職
、
刃
物
職
、
ト
ラ
ン
プ
製
造
職
な
ど
で
あ
り
、
な
か
で
も
建
築
関
係

職
人
（
石
工
、
鋸
の
縦
引
き
職
、
大
工
、
屋
根
葺
き
職
、
塗
料
職
）
が
目
に
つ
く
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
職
人
や
工
業
労
働
者
、
小
商
人
、
都
市
雑
業
者
の
人
々
が
、
真
の
意
味
の
「
流
民
」
で
な
い
こ
と
は
容
易
に

察
せ
ら
れ
る
。
大
部
分
の
人
々
は
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
工
業
不
況
の
あ
お
り
を
も
ろ
に
受
け
て
失
業
・
失
職
し
た
人
々
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
一
七
二
〇
年
代
半
ば
に
は
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、
リ
ヨ
ン
の
絹
工
業
も
サ
ン
・
テ
チ

ェ
ン
ヌ
の
製
鉄
・
武
具
製
造
・
絹
織
物
・
リ
ボ
ン
な
ど
の
製
造
業
も
、
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
絹
工
業

で
も
リ
ボ
ン
製
造
業
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
前
貸
問
屋
制
）」
で
営
ま
れ
て
お
り
、
親
方
=職

人
は
、
資
本
を
も
つ
大
商
人
か
ら
原
材
料
や
時
に
は
道
具
を
賃
借
し
て
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
で
営
業
し
、
そ
の
製
品
や
半
製
品
を
商
人

に
納
品
し
て
い
た
。
親
方
＝
職
人
は
商
人
に
支
配
さ
れ
十
分
な
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
一
七
三
一
年
に
は
、
市
の
条
例

(ø4
)
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
流
民
一
三
三
人
の
内
、
職
業
が
判
明
し
た
者
は
一
一
三
人
だ
っ
た
。
原
表
は
職
種
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

が
、
筆
者
が
カ
テ
ゴ
ィ
別
に
分
類
し
た
。
本
文
に
紹
介
し
た
以
外
に
、「
そ
の
他
」
と
し
て
、
学
校
教
師
、
ダ
ン
ス
教
師
、
聖
職
者
な
ど

が
数
人
い
る
。[G

utton,1973,p.199]

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
代
の
貧
民
の
職
業
を
固
定
的
に
捉
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
前
に
引
用
し
た
鋸
の
縦
引
き
職
は
、
と
き
に
ガ
ラ
ス
製
造
や
石
工
に
な
り
、
と
き
に
は
馬
の
去
勢
の
仕
事
も
し
た
と
の
記

述
も
あ
る
か
ら
で
あ
る[C

am
eron,p.164]

し
か
し
都
市
の
工
業
労
働
者
は
あ
る
程
度
定
職
に
就
い
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
う
。
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た
同
類
と
、
四
人
か
ら
一
〇
人
程
度
の
小
集
団
を
つ
く
り
、
物
乞
い
と
小
さ
な
盗
み
を
重
ね
な
が
ら
─
鶏
小
屋
に
入
っ
て
鶏
を
、
畑

か
ら
は
野
菜
を
、
牧
場
か
ら
は
牛
乳
な
ど
を
搾
り
取
る
─
生
き
る
。
流
民
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の
目
の
届
か
ぬ
森
や
林
に
身
を
潜
め
た
。

前
記
の
カ
ー
ン
近
く
の
ク
レ
ポ
ン
の
森
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
近
郊
の
サ
ン
・
セ
ー
ヌ
・
ラ
ベ
イ
の
森
、
フ
ィ
ニ
ス
テ
ー
ル
県
の
ド
ゥ
ア
ル

ヌ
ネ
の
森
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
隣
の
修
道
院
が
定
期
的
に
お
こ
な
う
パ
ン
の
配
給
に
与
っ
て
飢
え
を
凌
い
だ
。

ル
エ
ル
ギ
ュ
の
ボ
ン
ヌ
コ
ン
ブ
の
僧
院
は
週
日
の
毎
日
、
五
〇
〇
人
分
の
パ
ン
を
配
っ
た
し
、
ル
ー
ア
ン
近
傍
の
サ
ン
・
ワ
ン
ド
リ

ル
・
ラ
ン
ソ
ン
の
大
修
道
院
は
週
二
回
、
そ
の
近
く
の
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
・
ド
・
ボ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
の
修
道
院
は
木
曜
日
に
一
回
だ

け
、
流
民
や
乞
食
に
パ
ン
を
配
っ
て
い
た
。[H

ufton,1972,p.109]

こ
の
類
の
流
民
は
貧
窮
の
末
に
故
郷
と
家
を
捨
て
た
、
ほ
ぼ
「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
」
貧
民
で
あ
り
、
中
に
は
後
述
の
「
危

険
な
流
民
」
や
山
賊
な
ど
完
全
に
ア
ウ
ト
・
ロ
ー
に
な
る
者
も
い
た
。

と
こ
ろ
が
次
に
あ
げ
る
リ
ヨ
ネ
の
流
民
は
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
リ
ヨ
ン
管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
一
七
二
四
年
か
ら
三
三

年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
計
一
三
三
人
の
「
流
民
」
を
捕
捉
し
た
。
こ
れ
は
一
七
二
四
年
王
令
に
よ
り
鼓
舞
さ
れ
て
、
騎
馬
憲
兵
隊

が
殊
の
外
熱
心
に
活
動
し
た
結
果
だ
っ
た
。
し
か
し
捕
ら
え
ら
れ
た
「
流
民
」
が
前
述
の
定
義
に
あ
る
流
民
、
す
な
わ
ち
「
家
も
職

業
も
な
い
、
共
同
体
と
の
関
係
が
切
れ
た
貧
民
」
だ
っ
た
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

ギ
ュ
ト
ン
が
ロ
ー
ヌ
県
古
文
書
館
の
マ
レ
シ
ョ
セ
関
連
史
料
か
ら
抽
出
し
た
流
民
の
職
業
調
査
に
よ
れ
ば(ø4)、
最
も
多
い
の
が
「
職

人
と
工
業
労
働
者
」
の
ジ
ャ
ン
ル
で
五
九
人
、
五
二
％
を
占
め
る
。
次
い
で
小
商
人
（
小
間
物
行
商
、
行
商
、
家
畜
商
、
鶏
肉
商
）

の
二
一
人
、
約
一
九
％
、
続
い
て
都
市
雑
業
者
（
担
ぎ
人
足
、
馭
者
、
家
事
使
用
人
、
料
理
人
、
従
僕
）
の
一
一
人
、
一
〇
％
弱
で

あ
り
、
農
業
関
係
（
自
営
農
民
、
農
業
労
働
者
、
伯
舎
下
僕
な
ど
）
は
一
五
人
、
約
一
三
％
と
少
な
い
。

リ
ヨ
ン
は
絹
織
物
業
な
ど
で
栄
え
た
都
市
な
の
で
、
農
民
が
少
な
く
、
職
人
や
労
働
者
、
と
く
に
繊
維
関
係
の
職
人
と
労
働
者
が

際
立
っ
て
多
い
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
梳
毛
工
、
梳
麻
工
、
生
糸
の
桛カ

セ

上
げ
女
工
、
ラ
シ
ャ
織
工
、
織
布
工
、
組

紐
職
、
ボ
タ
ン
職
、
お
針
子
、
染
物
師
、
仕
立
職
、
絨
毯
職
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
の
職
人
を
挙
げ
れ
ば
、
鍋
佂
職
、
蹄
鉄
工
、
靴

屋
、
車
大
工
、
鞍
具
職
、
印
刷
工
、
製
本
工
、
錠
前
師
、
Ḻ
職
、
刃
物
職
、
ト
ラ
ン
プ
製
造
職
な
ど
で
あ
り
、
な
か
で
も
建
築
関
係

職
人
（
石
工
、
鋸
の
縦
引
き
職
、
大
工
、
屋
根
葺
き
職
、
塗
料
職
）
が
目
に
つ
く
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
職
人
や
工
業
労
働
者
、
小
商
人
、
都
市
雑
業
者
の
人
々
が
、
真
の
意
味
の
「
流
民
」
で
な
い
こ
と
は
容
易
に

察
せ
ら
れ
る
。
大
部
分
の
人
々
は
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
工
業
不
況
の
あ
お
り
を
も
ろ
に
受
け
て
失
業
・
失
職
し
た
人
々
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
一
七
二
〇
年
代
半
ば
に
は
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、
リ
ヨ
ン
の
絹
工
業
も
サ
ン
・
テ
チ

ェ
ン
ヌ
の
製
鉄
・
武
具
製
造
・
絹
織
物
・
リ
ボ
ン
な
ど
の
製
造
業
も
、
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
絹
工
業

で
も
リ
ボ
ン
製
造
業
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
前
貸
問
屋
制
）」
で
営
ま
れ
て
お
り
、
親
方
=職

人
は
、
資
本
を
も
つ
大
商
人
か
ら
原
材
料
や
時
に
は
道
具
を
賃
借
し
て
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
で
営
業
し
、
そ
の
製
品
や
半
製
品
を
商
人

に
納
品
し
て
い
た
。
親
方
＝
職
人
は
商
人
に
支
配
さ
れ
十
分
な
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
一
七
三
一
年
に
は
、
市
の
条
例

(ø4
)
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
流
民
一
三
三
人
の
内
、
職
業
が
判
明
し
た
者
は
一
一
三
人
だ
っ
た
。
原
表
は
職
種
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

が
、
筆
者
が
カ
テ
ゴ
ィ
別
に
分
類
し
た
。
本
文
に
紹
介
し
た
以
外
に
、「
そ
の
他
」
と
し
て
、
学
校
教
師
、
ダ
ン
ス
教
師
、
聖
職
者
な
ど

が
数
人
い
る
。[G

utton,1973,p.199]

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
代
の
貧
民
の
職
業
を
固
定
的
に
捉
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
前
に
引
用
し
た
鋸
の
縦
引
き
職
は
、
と
き
に
ガ
ラ
ス
製
造
や
石
工
に
な
り
、
と
き
に
は
馬
の
去
勢
の
仕
事
も
し
た
と
の
記

述
も
あ
る
か
ら
で
あ
る[C

am
eron,p.164]

し
か
し
都
市
の
工
業
労
働
者
は
あ
る
程
度
定
職
に
就
い
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
う
。
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で
彼
ら
は
他
所
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
手
間
賃
仕
事
を
す
る
こ
と
、
お
よ
び
二
台
以
上
の
織
機
を
も
つ
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
つ
ま

り
、
自
由
な
生
産
活
動
を
封
じ
ら
れ
、
蓄
え
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
不
況
を
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
一
七
二
九
年
の
厳
冬
で
ソ
ー
ヌ
河
が
凍
結
し
、
工
場
の
水
車
が
稼
働
停
止
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
工
場
は
操
業
停
止
に

追
い
込
ま
れ
、
職
人
は
仕
事
を
失
い
、
労
働
者
は
解
雇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。[G

utton,1973,p.173]

そ
れ
故
、
職
を
失
い
困
窮
の

あ
ま
り
街
道
筋
や
市
中
で
物
乞
い
す
る
貧
民
を
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
「
流
民
」
と
し
て
捕
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
央

政
府
の
財
務
総
監
オ
リ
ィ
は
、
一
七
三
〇
年
に
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
宛
て
に
、
巡
礼
者
や
乞
食
、
流
民
を
区
別
す
る
こ
と

な
く
捕
捉
す
べ
し
、
と
書
簡
で
命
じ
て
い
た
が[G
utton,1973,p.193]

、
こ
の
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
街
道
を
ゆ
く
出
稼
ぎ
者
や
行
商
人
も
「
流
民
」
と
し
て
捕
ら
え
た
が
、
前
述
し
た
通
り
、
王
令
第
一
二
条

で
は
ド
ー
フ
ィ
ネ
な
ど
貧
し
い
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
や
行
商
は
特
例
で
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
う
し
た
場
合
は
直
に
釈
放
さ
れ
た
。

小
間
物
行
商
人
は
、
都
会
で
雑
貨
類
（
レ
ー
ス
、
帽
子
、
編
み
物
、
人
形
、
オ
ー
ヌ
尺
、
鉄
の
お
ろ
し
金
、
ナ
イ
フ
、
髭
剃
り
、

鋏
、
鑢ヤ

ス
リ

、
食
器
や
陶
器
な
ど
）
を
た
ん
ま
り
仕
入
れ
て
町
か
ら
町
へ
、
村
か
ら
村
へ
売
り
歩
い
た
。

○
中
央
山
塊
東
側
の
寒
村
に
住
む
三
〇
歳
の
鋸
の
縦
引
き
職
人
は
、
マ
ル
ヌ
地
方
の
森
林
地
帯
に
木
Ṣ
き
の
仕
事
を
求
め
て
出
立

し
、
一
週
間
後
に
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
地
元
に
仕
事
は
な
い
上
に
両
親
が
病
気
だ
っ
た
と
弁
明
し
た
。
1729

か
れ
が
物
乞
い
を
し
た
か
ど
う
か
、
す
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
史
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。

○
テ
ィ
エ
ー
ル
近
傍
の
二
八
歳
の
男
、
ア
リ
エ
川
や
ロ
ワ
ー
ル
河
な
ど
で
川
船
頭
を
し
て
、
金
物
類
や
紙
な
ど
を
河
口
の
町
に
運
ぶ

仕
事
を
し
て
い
た
。
河
口
で
船
を
壊
し
そ
の
材
木
を
売
り
払
い
、
徒
歩
で
故
郷
ま
で
戻
る
途
中
、
物
乞
い
を
し
、
盗
み
も
働
い
た

と
し
て
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
た
。1738.9

ど
の
よ
う
な
処
罰
を
受
け
た
か
は
不
明
。

○
二
六
歳
の
男
、
ド
ー
フ
ィ
ネ
を
一
年
半
前
に
出
立
し
、
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
で
小
間
物
の
行
商
を
し
た
。
サ
ン
・
モ
ー
リ

ス
の
大
市
で
騎
馬
憲
兵
隊
に
流
民
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
商
品
も
行
李
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
ジ
ュ
ラ
の
あ
る
場

所
に
商
品
倉
庫
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
の
で
、
流
民
で
は
な
い
と
し
て
放
免
さ
れ
た
。
年
月
日
不
明
。

流
民
の
犯
罪

マ
レ
シ
ョ
セ
の
多
く
は
、
王
令
発
布
後
の
数
年
間
は
、
そ
れ
な
り
に
熱
意
を
も
っ
て
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
に
努
め
た
が
、
暫
く
す

る
と
大
方
は
単
純
物
乞
い
や
流
浪
す
る
だ
け
の
貧
民
は
大
目
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
記
の
よ
う
に
マ
レ
シ
ョ
セ
は
多
種
多
様
な

任
務
を
帯
び
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
警
察
活
動
の
主
眼
は
犯
罪
捜
査
に
置
か
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
は
、
犯

罪
と
関
わ
る
場
合
に
限
ら
れ
た
。
彼
ら
が
犯
す
犯
罪
で
最
も
あ
り
ふ
れ
た
の
は
、
窃
盗
や
押
し
込
み
強
盗
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
イ
エ
ン

ヌ
や
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
住
民
が
も
っ
と
も
関
心
を
抱
き
許
容
し
な
か
っ
た
犯
罪
は
盗
み
だ
っ
た
。
住
民
が
見
つ
け
捕
ら
え
た
盗
人

は
、
自
ら
処
罰
す
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
種
の
共
同
体
の
儀
式
で
、
犯
人
は
頭
の
片
方
を
棒
で
叩
か
れ
、
そ
の
後
残
り
の
片

方
の
頭
髪
を
刈
り
上
げ
ら
れ
た
。
盗
ん
だ
物
の
価
値
は
二
の
次
で
、
盗
む
と
い
う
行
為
が
憎
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
お
仕
置
き
の

あ
と
、
犯
人
は
代
官
や
マ
レ
シ
ョ
セ
に
引
き
渡
さ
れ
た
。[C

am
eron,p.179]

ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
、
ペ
リ
ゴ
ー
ル
管
区
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
、
流
民
や
乞
食
の
犯
罪
動
機
の
解
明
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
無
か
っ

た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
極
度
の
困
窮
が
彼
ら
を
窃
盗
や
強
盗
に
導
く
こ
と
は
、
自
明
の
理
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。[C

am
eron,p.

161]

例
え
ば
、
雨
露
を
凌
ぐ
だ
け
の
バ
ラ
ッ
ク
に
住
む
日
雇
農
は
、
食
べ
物
や
着
る
物
、
一
足
の
靴
が
欲
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
か

れ
は
上
着
二
着
、
チ
ョ
ッ
キ
、
シ
ャ
ツ
、
一
足
の
靴
を
盗
ん
だ
と
い
う
。
別
の
日
雇
農
は
妻
子
が
三
日
間
何
も
食
べ
て
い
な
か
っ
た
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で
彼
ら
は
他
所
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
手
間
賃
仕
事
を
す
る
こ
と
、
お
よ
び
二
台
以
上
の
織
機
を
も
つ
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
つ
ま

り
、
自
由
な
生
産
活
動
を
封
じ
ら
れ
、
蓄
え
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
不
況
を
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
一
七
二
九
年
の
厳
冬
で
ソ
ー
ヌ
河
が
凍
結
し
、
工
場
の
水
車
が
稼
働
停
止
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
工
場
は
操
業
停
止
に

追
い
込
ま
れ
、
職
人
は
仕
事
を
失
い
、
労
働
者
は
解
雇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。[G

utton,1973,p.173]

そ
れ
故
、
職
を
失
い
困
窮
の

あ
ま
り
街
道
筋
や
市
中
で
物
乞
い
す
る
貧
民
を
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
「
流
民
」
と
し
て
捕
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
央

政
府
の
財
務
総
監
オ
リ
ィ
は
、
一
七
三
〇
年
に
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
宛
て
に
、
巡
礼
者
や
乞
食
、
流
民
を
区
別
す
る
こ
と

な
く
捕
捉
す
べ
し
、
と
書
簡
で
命
じ
て
い
た
が[G

utton,1973,p.193]

、
こ
の
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
街
道
を
ゆ
く
出
稼
ぎ
者
や
行
商
人
も
「
流
民
」
と
し
て
捕
ら
え
た
が
、
前
述
し
た
通
り
、
王
令
第
一
二
条

で
は
ド
ー
フ
ィ
ネ
な
ど
貧
し
い
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
や
行
商
は
特
例
で
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
う
し
た
場
合
は
直
に
釈
放
さ
れ
た
。

小
間
物
行
商
人
は
、
都
会
で
雑
貨
類
（
レ
ー
ス
、
帽
子
、
編
み
物
、
人
形
、
オ
ー
ヌ
尺
、
鉄
の
お
ろ
し
金
、
ナ
イ
フ
、
髭
剃
り
、

鋏
、
鑢ヤ

ス
リ

、
食
器
や
陶
器
な
ど
）
を
た
ん
ま
り
仕
入
れ
て
町
か
ら
町
へ
、
村
か
ら
村
へ
売
り
歩
い
た
。

○
中
央
山
塊
東
側
の
寒
村
に
住
む
三
〇
歳
の
鋸
の
縦
引
き
職
人
は
、
マ
ル
ヌ
地
方
の
森
林
地
帯
に
木
Ṣ
き
の
仕
事
を
求
め
て
出
立

し
、
一
週
間
後
に
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
地
元
に
仕
事
は
な
い
上
に
両
親
が
病
気
だ
っ
た
と
弁
明
し
た
。
1729

か
れ
が
物
乞
い
を
し
た
か
ど
う
か
、
す
ぐ
に
釈
放
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
史
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
。

○
テ
ィ
エ
ー
ル
近
傍
の
二
八
歳
の
男
、
ア
リ
エ
川
や
ロ
ワ
ー
ル
河
な
ど
で
川
船
頭
を
し
て
、
金
物
類
や
紙
な
ど
を
河
口
の
町
に
運
ぶ

仕
事
を
し
て
い
た
。
河
口
で
船
を
壊
し
そ
の
材
木
を
売
り
払
い
、
徒
歩
で
故
郷
ま
で
戻
る
途
中
、
物
乞
い
を
し
、
盗
み
も
働
い
た

と
し
て
騎
馬
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
た
。1738.9

ど
の
よ
う
な
処
罰
を
受
け
た
か
は
不
明
。

○
二
六
歳
の
男
、
ド
ー
フ
ィ
ネ
を
一
年
半
前
に
出
立
し
、
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
地
方
で
小
間
物
の
行
商
を
し
た
。
サ
ン
・
モ
ー
リ

ス
の
大
市
で
騎
馬
憲
兵
隊
に
流
民
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
商
品
も
行
李
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
ジ
ュ
ラ
の
あ
る
場

所
に
商
品
倉
庫
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
の
で
、
流
民
で
は
な
い
と
し
て
放
免
さ
れ
た
。
年
月
日
不
明
。

流
民
の
犯
罪

マ
レ
シ
ョ
セ
の
多
く
は
、
王
令
発
布
後
の
数
年
間
は
、
そ
れ
な
り
に
熱
意
を
も
っ
て
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
に
努
め
た
が
、
暫
く
す

る
と
大
方
は
単
純
物
乞
い
や
流
浪
す
る
だ
け
の
貧
民
は
大
目
に
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
記
の
よ
う
に
マ
レ
シ
ョ
セ
は
多
種
多
様
な

任
務
を
帯
び
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
警
察
活
動
の
主
眼
は
犯
罪
捜
査
に
置
か
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
は
、
犯

罪
と
関
わ
る
場
合
に
限
ら
れ
た
。
彼
ら
が
犯
す
犯
罪
で
最
も
あ
り
ふ
れ
た
の
は
、
窃
盗
や
押
し
込
み
強
盗
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
イ
エ
ン

ヌ
や
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
住
民
が
も
っ
と
も
関
心
を
抱
き
許
容
し
な
か
っ
た
犯
罪
は
盗
み
だ
っ
た
。
住
民
が
見
つ
け
捕
ら
え
た
盗
人

は
、
自
ら
処
罰
す
る
慣
習
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
種
の
共
同
体
の
儀
式
で
、
犯
人
は
頭
の
片
方
を
棒
で
叩
か
れ
、
そ
の
後
残
り
の
片

方
の
頭
髪
を
刈
り
上
げ
ら
れ
た
。
盗
ん
だ
物
の
価
値
は
二
の
次
で
、
盗
む
と
い
う
行
為
が
憎
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
お
仕
置
き
の

あ
と
、
犯
人
は
代
官
や
マ
レ
シ
ョ
セ
に
引
き
渡
さ
れ
た
。[C

am
eron,p.179]

ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
、
ペ
リ
ゴ
ー
ル
管
区
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
、
流
民
や
乞
食
の
犯
罪
動
機
の
解
明
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
無
か
っ

た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
極
度
の
困
窮
が
彼
ら
を
窃
盗
や
強
盗
に
導
く
こ
と
は
、
自
明
の
理
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。[C

am
eron,p.

161]

例
え
ば
、
雨
露
を
凌
ぐ
だ
け
の
バ
ラ
ッ
ク
に
住
む
日
雇
農
は
、
食
べ
物
や
着
る
物
、
一
足
の
靴
が
欲
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
か

れ
は
上
着
二
着
、
チ
ョ
ッ
キ
、
シ
ャ
ツ
、
一
足
の
靴
を
盗
ん
だ
と
い
う
。
別
の
日
雇
農
は
妻
子
が
三
日
間
何
も
食
べ
て
い
な
か
っ
た
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の
で
、
領
主
の
館
に
穀
物
を
盗
み
に
入
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る
路
上
人
足
は
、
粉
Ṣ
小
屋
を
襲
っ
た
の
は
五
日
間
食
べ
て
お
ら

ず
、
パ
ン
や
小
麦
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
あ
る
悪
名
高
い
一
〇
歳
の
少
年
は
、
三
、
四
塊
の
パ
ン
を
真
夜
中
に
盗
ん
で

家
に
持
ち
帰
っ
た
、
母
親
も
兄
弟
姉
妹
も
叔
母
も
夕
食
に
食
べ
る
物
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
告
白
し
た
と
い
う
。[C

am
eron,p.

163]マ
レ
シ
ョ
セ
が
流
民
を
捕
捉
す
る
場
合
、
基
本
は
現
行
犯
で
あ
っ
た
。
盗
み
を
し
た
と
し
て
住
民
が
捕
ら
え
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
引

き
渡
さ
れ
た
流
民
は
、
有
徳
の
士
に
よ
る
人
物
保
証
が
あ
れ
ば
釈
放
さ
れ
た
が
、
な
い
場
合
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。
二
、
三
事
例

紹
介
す
る
と
、

○
ジ
ャ
ン
・
ナ
ダ
ル
と
い
う
若
者
、
一
七
八
〇
年
一
月
、
領
主
の
伯
舎
か
ら
鞍
を
盗
ん
だ
容
疑
で
、
分
益
小
作
人
宅
に
寝
泊
ま
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
家
も
な
く
、
生
年
月
日
も
生
地
も
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
以
前
領
主
に
馬
丁
や
ぶ
ど
う

栽
培
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
所
を
熟
知
し
て
い
た
。
か
れ
を
捕
ら
え
た
者
は
か
れ
の
肩
に
最
近
捺
さ
れ
た

〝
Ｖ
〟
の
マ
ー
ク
が
見
え
た
と
証
言
し
た
。
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
い
ろ
ん
な
面
か
ら
見
て
、
か
れ
が
窃
盗
犯
だ
ろ
う
と
考
え
た
が
、

そ
の
よ
う
な
外
観
で
有
罪
と
は
せ
ず
、
か
れ
を
釈
放
し
た
。[C

am
eron,p.147]

こ
の
若
者
は
、
住
所
不
定
で
無
職
、
し
か
も
〝
Ｖ
〟
の
マ
ー
ク
が
あ
る
前
科
者
で
あ
り
、
王
令
の
云
う
流
民
に
該
当
し
た
が
、
現

行
犯
で
も
な
く
、
物
証
も
な
い
の
で
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
有
罪
に
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
エ
リ
ィ
と
い
う
少
年
は
、
ペ
リ
ギ
ュ
ー
の
乞
食
収
容
所
で
育
て
ら
れ
た
。
一
四
歳
の
時
に
そ
こ
を
脱
走
し
、
二
年

間
、
市
場
な
ど
で
食
べ
物
を
盗
み
な
が
ら
放
浪
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
一
六
歳
の
と
き
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
。
本
来
な

ら
十
分
に
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
う
け
る
年
齢
だ
が
、
有
罪
判
決
を
う
け
ず
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
送
り
と
な
っ
た
。

[C
am

eron,p.160]

年
齢
や
か
れ
の
経
歴
（
捨
子
も
し
く
は
孤
児
）
な
ど
か
ら
情
状
酌
量
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
は
盗
み
を
し
た
流
民
に
も
概
し
て
寛
大
な
態
度
を
示
し
た
と
云
う
。
彼
ら

は
住
民
や
騎
馬
憲
兵
隊
に
簡
単
に
逮
捕
さ
れ
る
し
、
盗
ん
だ
物
も
価
値
の
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
云
う
。
彼
ら
の
盗
ん
だ

物
は
、
パ
ン
や
鶏
、
穀
物
粉
な
ど
の
食
べ
物
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ツ
、
毛
糸
の
帽
子
や
靴
下
な
ど
の
着
る
物
、
そ
し
て
サ
ン
ダ
ル

や
靴
な
ど
の
履
物
な
ど
だ
っ
た
。
空
腹
に
耐
え
か
ね
て
、
寒
さ
を
凌
ぐ
た
め
に
、
止
む
に
止
ま
れ
ず
盗
ん
だ
に
違
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
情
状
酌
量
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
北
部
の
ラ
ン
グ
ルLangres

の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
幾
分
事
情
が
違
う
。
一
七
二
〇
年
か
ら
八
九
年
ま
で
の
七

〇
年
間
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
が
下
し
た
判
決
は
七
八
件
と
少
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
上
座
裁
判
所
な
ど
と
裁
判
事
件
を
分
け
合
っ
て

い
た
か
ら
で
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
が
裁
く
の
は
、
専
ら
乞
食
と
流
民
が
街
道
や
村
落
で
犯
し
た
盗
み
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
盗
品
の
中
身
も
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
と
は
異
な
り
、
概
し
て
高
価
な
物
だ
っ
た
。
例
え
ば
牛
馬
な
ど
の
家
畜
、
寝
室
や

タ
ン
ス
の
中
の
綿
や
麻
の
シ
ャ
ツ
、
豪
華
な
着
物
、
引
き
出
し
の
金
貨
や
銀
貨
、
宝
石
、
時
計
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
、
銀
の
食

器
な
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

盗
み
に
入
る
の
は
日
曜
日
の
朝
、
住
民
が
ミ
サ
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き
で
、
家
の
裏
手
か
ら
庭
の
壁
伝
い
に
、
あ
る
い
は
窓
枠

を
破
っ
て
侵
入
す
る
手
口
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
よ
そ
者
の
乞
食
や
流
民
を
見
つ
け
る
と
、
村
人
は
掠
奪
や
盗
み
を
警
戒
し

て
、
ミ
サ
に
行
く
の
を
止
め
た
と
い
う
。

犯
人
は
証
拠
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
大
概
は
罪
を
認
め
な
か
っ
た
。
裁
判
官
は
盗
品
や
盗
み
の
道
具
─
鳥
も
ち
や
鳥
も
ち
の
つ
い

た
羊
皮
紙
、
鯨
の
髭
（
こ
れ
で
狭
い
と
こ
ろ
を
ま
さ
ぐ
る
ら
し
い
）、
石
切
用
の
鋏
、
南
京
錠
の
伴
な
ど
─
の
証
拠
品
を
突
き
つ
け
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の
で
、
領
主
の
館
に
穀
物
を
盗
み
に
入
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る
路
上
人
足
は
、
粉
Ṣ
小
屋
を
襲
っ
た
の
は
五
日
間
食
べ
て
お
ら

ず
、
パ
ン
や
小
麦
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
た
。
あ
る
悪
名
高
い
一
〇
歳
の
少
年
は
、
三
、
四
塊
の
パ
ン
を
真
夜
中
に
盗
ん
で

家
に
持
ち
帰
っ
た
、
母
親
も
兄
弟
姉
妹
も
叔
母
も
夕
食
に
食
べ
る
物
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
告
白
し
た
と
い
う
。[C

am
eron,p.

163]マ
レ
シ
ョ
セ
が
流
民
を
捕
捉
す
る
場
合
、
基
本
は
現
行
犯
で
あ
っ
た
。
盗
み
を
し
た
と
し
て
住
民
が
捕
ら
え
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
引

き
渡
さ
れ
た
流
民
は
、
有
徳
の
士
に
よ
る
人
物
保
証
が
あ
れ
ば
釈
放
さ
れ
た
が
、
な
い
場
合
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。
二
、
三
事
例

紹
介
す
る
と
、

○
ジ
ャ
ン
・
ナ
ダ
ル
と
い
う
若
者
、
一
七
八
〇
年
一
月
、
領
主
の
伯
舎
か
ら
鞍
を
盗
ん
だ
容
疑
で
、
分
益
小
作
人
宅
に
寝
泊
ま
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。
か
れ
は
家
も
な
く
、
生
年
月
日
も
生
地
も
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
以
前
領
主
に
馬
丁
や
ぶ
ど
う

栽
培
人
と
し
て
雇
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
所
を
熟
知
し
て
い
た
。
か
れ
を
捕
ら
え
た
者
は
か
れ
の
肩
に
最
近
捺
さ
れ
た

〝
Ｖ
〟
の
マ
ー
ク
が
見
え
た
と
証
言
し
た
。
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
い
ろ
ん
な
面
か
ら
見
て
、
か
れ
が
窃
盗
犯
だ
ろ
う
と
考
え
た
が
、

そ
の
よ
う
な
外
観
で
有
罪
と
は
せ
ず
、
か
れ
を
釈
放
し
た
。[C

am
eron,p.147]

こ
の
若
者
は
、
住
所
不
定
で
無
職
、
し
か
も
〝
Ｖ
〟
の
マ
ー
ク
が
あ
る
前
科
者
で
あ
り
、
王
令
の
云
う
流
民
に
該
当
し
た
が
、
現

行
犯
で
も
な
く
、
物
証
も
な
い
の
で
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
は
有
罪
に
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
エ
リ
ィ
と
い
う
少
年
は
、
ペ
リ
ギ
ュ
ー
の
乞
食
収
容
所
で
育
て
ら
れ
た
。
一
四
歳
の
時
に
そ
こ
を
脱
走
し
、
二
年

間
、
市
場
な
ど
で
食
べ
物
を
盗
み
な
が
ら
放
浪
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
一
六
歳
の
と
き
騎
馬
憲
兵
隊
に
捕
捉
さ
れ
た
。
本
来
な

ら
十
分
に
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
を
う
け
る
年
齢
だ
が
、
有
罪
判
決
を
う
け
ず
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
送
り
と
な
っ
た
。

[C
am

eron,p.160]

年
齢
や
か
れ
の
経
歴
（
捨
子
も
し
く
は
孤
児
）
な
ど
か
ら
情
状
酌
量
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
裁
判
は
盗
み
を
し
た
流
民
に
も
概
し
て
寛
大
な
態
度
を
示
し
た
と
云
う
。
彼
ら

は
住
民
や
騎
馬
憲
兵
隊
に
簡
単
に
逮
捕
さ
れ
る
し
、
盗
ん
だ
物
も
価
値
の
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
云
う
。
彼
ら
の
盗
ん
だ

物
は
、
パ
ン
や
鶏
、
穀
物
粉
な
ど
の
食
べ
物
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ツ
、
毛
糸
の
帽
子
や
靴
下
な
ど
の
着
る
物
、
そ
し
て
サ
ン
ダ
ル

や
靴
な
ど
の
履
物
な
ど
だ
っ
た
。
空
腹
に
耐
え
か
ね
て
、
寒
さ
を
凌
ぐ
た
め
に
、
止
む
に
止
ま
れ
ず
盗
ん
だ
に
違
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
情
状
酌
量
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
北
部
の
ラ
ン
グ
ルLangres

の
マ
レ
シ
ョ
セ
は
幾
分
事
情
が
違
う
。
一
七
二
〇
年
か
ら
八
九
年
ま
で
の
七

〇
年
間
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
が
下
し
た
判
決
は
七
八
件
と
少
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
上
座
裁
判
所
な
ど
と
裁
判
事
件
を
分
け
合
っ
て

い
た
か
ら
で
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
官
が
裁
く
の
は
、
専
ら
乞
食
と
流
民
が
街
道
や
村
落
で
犯
し
た
盗
み
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
盗
品
の
中
身
も
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
と
は
異
な
り
、
概
し
て
高
価
な
物
だ
っ
た
。
例
え
ば
牛
馬
な
ど
の
家
畜
、
寝
室
や

タ
ン
ス
の
中
の
綿
や
麻
の
シ
ャ
ツ
、
豪
華
な
着
物
、
引
き
出
し
の
金
貨
や
銀
貨
、
宝
石
、
時
計
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
、
銀
の
食

器
な
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

盗
み
に
入
る
の
は
日
曜
日
の
朝
、
住
民
が
ミ
サ
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き
で
、
家
の
裏
手
か
ら
庭
の
壁
伝
い
に
、
あ
る
い
は
窓
枠

を
破
っ
て
侵
入
す
る
手
口
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
よ
そ
者
の
乞
食
や
流
民
を
見
つ
け
る
と
、
村
人
は
掠
奪
や
盗
み
を
警
戒
し

て
、
ミ
サ
に
行
く
の
を
止
め
た
と
い
う
。

犯
人
は
証
拠
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
大
概
は
罪
を
認
め
な
か
っ
た
。
裁
判
官
は
盗
品
や
盗
み
の
道
具
─
鳥
も
ち
や
鳥
も
ち
の
つ
い

た
羊
皮
紙
、
鯨
の
髭
（
こ
れ
で
狭
い
と
こ
ろ
を
ま
さ
ぐ
る
ら
し
い
）、
石
切
用
の
鋏
、
南
京
錠
の
伴
な
ど
─
の
証
拠
品
を
突
き
つ
け

一七二四年王令と乞食・流民の処遇

─øø5(30)─

成城・経済研究 第 ù40 号（ù0ù3 年 3 月）

─øø4(3ø)─



て
有
罪
判
決
を
申
し
渡
し
た
。
教
会
に
入
っ
て
祭
壇
の
聖
な
る
布
や
聖
具
を
盗
む
と
、「
加
重
情
状
の
窃
盗vols

qualifiés

」
と
し

て
、
絞
首
刑
か
終
身
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
な
ど
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。[G
arnier,pp.250-252]

危
険
な
流
民

大
部
分
の
乞
食
や
流
民
は
当
時
の
封
建
社
会
の
ど
ん
底
で
呻
吟
し
、
自
力
で
は
社
会
的
上
昇
は
お
ろ
か
人
間
ら
し
い
質
素
な
生
活

す
ら
で
き
な
い
人
々
だ
っ
た
が
、
こ
の
大
群
か
ら
さ
ら
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
ア
ウ
ト
・
ロ
ー
に
な
る
人
々
も
い
た
。
彼
ら
は
も
は
や
人

に
施
し
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
暴
力
で
欲
し
い
も
の
を
奪
う
犯
罪
者
で
あ
っ
た
。
一
七
二
一
年
に
山
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
は
処
刑

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
残
党
は
再
び
一
党
を
結
成
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
た
。
一
八
世
紀
半
ば
に
は
オ
ル
レ
ア
ン
地
方
の
森
に
、
別

の
山
賊
の
一
味
が
う
ご
め
い
て
い
た
。
同
じ
頃
東
部
の
サ
ヴ
ォ
ワ
か
ら
ス
イ
ス
国
境
に
か
け
て
密
輸
な
ど
で
稼
い
だ
カ
ネ
を
貧
民
に

配
り
、
義
賊
と
云
わ
れ
た
マ
ン
ド
ラ
ン
が
逮
捕
処
刑
さ
れ
た(ø5)。

一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
社
会
的
紐
帯
か
ら
完
全
に
外
れ
た
「
危
険
な
流
民
」
が
数
を
増
し
て
ゆ
く
。
ハ
フ
ト
ン
は
、
パ
リ
の

南
西
部
ボ
ー
ス
地
方
か
ら
東
に
向
け
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
北
部
ま
で
が
、
と
く
に
危
険
な
流
民
が
跋
扈
す
る
一
帯
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
は
フ
ラ
ン
ス
の
穀
倉
地
帯
や
ぶ
ど
う
栽
培
地
帯
が
連
な
る
と
こ
ろ
で
、
豊
か
な
大
農
園
が
彼
ら
の
標
的
と
な
っ
た
。

最
も
規
模
の
大
き
い
「
盗
賊
一
団bande

」
は
、
ユ
ラ
ンH

ulin

一
党
で
ボ
ー
ス
か
ら
オ
ル
レ
ア
ネ
一
帯
で
掠
奪
や
強
盗
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
年
齢
は
は
っ
き
り
と
は
掴
め
な
い
が
、
四
〇
歳
ま
で
の
壮
年
男
子
が
主
力
で
、
規
模
は
凡
そ
二
〇
〇
人
、
そ
の
三
分

の
二
は
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
な
ど
犯
罪
歴
が
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
捕
ま
っ
た
ら
死
刑
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
、
非
道
を
繰

り
返
し
た
。
一
七
八
三
年
に
ユ
ラ
ン
一
党
の
主
力
メ
ン
バ
ー
は
、
ポ
リ
ス
の
尽
力
で
捕
縛
さ
れ
裁
判
に
付
さ
れ
た
が
、
殺
人
刑
が
六

人
、
強
盗
刑
が
八
人
だ
っ
た(ø6)。
カ
ネ
を
含
む
盗
品
の
価
値
は
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
も
達
し
た
と
い
う
。[H

ufton,1972,p.122]

こ

の
他
、
ポ
ワ
ト
ゥ
に
は
カ
テ
ィ
ネ
一
党
、
ラ
ン
グ
ル
近
く
に
は
ブ
リ
ダ
、
ス
ワ
ソ
ネ
に
は
ブ
リ
ゥ
の
徒
党
が
活
動
し
て
い
た
。
盗
賊

団
は
み
な
綽
名
を
つ
け
て
呼
び
合
っ
た
。
誰
か
が
捕
ま
っ
て
拷
問
さ
れ
て
も
、
首
領
や
仲
間
の
情
報
が
警
察
に
伝
え
ら
れ
な
い
よ
う

に
警
戒
し
た
た
め
で
あ
る
。

地
方
長
官
を
務
め
た
ト
ゥ
ロ
ー
ヌ
は
、
こ
う
し
た
類
の
流
民
は
社
会
に
と
っ
て
「
無
用
」
で
あ
る
ば
か
り
か
、「
社
会
的
災
厄
」

だ
と
主
張
し
た
。
か
れ
が
一
七
六
四
年
に
著
わ
し
た
小
冊
子
『
流
民
・
乞
食
論
』
の
な
か
に
は
、
危
険
な
流
民
の
生
態
や
犯
罪
行
為

が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

危
険
な
流
民
は
村
に
入
る
と
村
人
に
パ
ン
や
ワ
イ
ン
、
着
物
類
な
ど
を
ね
だ
る
。
素
朴
な
村
人
は
彼
ら
が
魔
術
を
つ
か
っ
て
家
畜

を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
、
ま
た
仕
返
し
を
恐
れ
て
大
抵
は
そ
の
要
求
を
呑
む
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
欲
し
い
物
を
手
に

入
れ
る
が
、
要
求
を
断
ら
れ
る
と
本
当
に
穀
物
倉
に
火
を
放
つ
こ
と
も
あ
る
。
手
に
入
れ
た
パ
ン
が
相
当
量
に
の
ぼ
る
と
居
酒
屋
に

い
っ
て
売
っ
た
り
も
す
る
。
獲
得
し
た
獲
物
を
森
の
ね
ぐ
ら
に
持
ち
帰
り
、
焚
火
を
し
て
料
理
を
し
た
り
、
暖
を
と
り
な
が
ら
宴
会

(ø5
)
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
に
つ
い
て
は
［
蔵
持
不
三
也
、2011

］
を
、
ま
た
マ
ン
ド
ラ
ン
に
関
し
て
は
［
千
葉
治
男
、1987

］
を
参
照
せ
よ
。

当
時
の
民
衆
は
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
業
者
を
か
れ
に
因
ん
で
「
マ
ン
ド
ラ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
。[Lefbvre,p.41]

(ø6
)
こ
れ
ら
の
盗
賊
団
の
逮
捕
と
裁
判
に
は
密
偵
─
フ
ラ
ン
ス
語
で
はm

ouchard

も
し
く
は
「m

ouche

佇
」
と
呼
ば
れ
た
─
の
情
報

が
役
立
っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
手
先
と
な
っ
た
密
偵
は
、
安
食
堂
や
居
酒
屋
に
出
入
り
し
て
、
カ
ネ
使
い
の
荒
い
泥
酔
し
た
男
に
近
づ

き
、
彼
ら
が
軽
率
に
も
漏
ら
す
カ
ネ
の
出
ど
こ
ろ
な
ど
の
情
報
を
聞
き
出
し
た
。
こ
れ
は
ペ
リ
ゴ
ー
ル
な
ど
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
も
使
用

し
た
フ
ラ
ン
ス
警
察
の
十
八
番

オ

ハ

コ

の
手
段
で
あ
っ
た
。[C

am
eron,p.59]
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て
有
罪
判
決
を
申
し
渡
し
た
。
教
会
に
入
っ
て
祭
壇
の
聖
な
る
布
や
聖
具
を
盗
む
と
、「
加
重
情
状
の
窃
盗vols

qualifiés

」
と
し

て
、
絞
首
刑
か
終
身
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
な
ど
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。[G

arnier,pp.250-252]

危
険
な
流
民

大
部
分
の
乞
食
や
流
民
は
当
時
の
封
建
社
会
の
ど
ん
底
で
呻
吟
し
、
自
力
で
は
社
会
的
上
昇
は
お
ろ
か
人
間
ら
し
い
質
素
な
生
活

す
ら
で
き
な
い
人
々
だ
っ
た
が
、
こ
の
大
群
か
ら
さ
ら
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
ア
ウ
ト
・
ロ
ー
に
な
る
人
々
も
い
た
。
彼
ら
は
も
は
や
人

に
施
し
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
暴
力
で
欲
し
い
も
の
を
奪
う
犯
罪
者
で
あ
っ
た
。
一
七
二
一
年
に
山
賊
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
は
処
刑

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
残
党
は
再
び
一
党
を
結
成
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
た
。
一
八
世
紀
半
ば
に
は
オ
ル
レ
ア
ン
地
方
の
森
に
、
別

の
山
賊
の
一
味
が
う
ご
め
い
て
い
た
。
同
じ
頃
東
部
の
サ
ヴ
ォ
ワ
か
ら
ス
イ
ス
国
境
に
か
け
て
密
輸
な
ど
で
稼
い
だ
カ
ネ
を
貧
民
に

配
り
、
義
賊
と
云
わ
れ
た
マ
ン
ド
ラ
ン
が
逮
捕
処
刑
さ
れ
た(ø5)。

一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
社
会
的
紐
帯
か
ら
完
全
に
外
れ
た
「
危
険
な
流
民
」
が
数
を
増
し
て
ゆ
く
。
ハ
フ
ト
ン
は
、
パ
リ
の

南
西
部
ボ
ー
ス
地
方
か
ら
東
に
向
け
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
北
部
ま
で
が
、
と
く
に
危
険
な
流
民
が
跋
扈
す
る
一
帯
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
は
フ
ラ
ン
ス
の
穀
倉
地
帯
や
ぶ
ど
う
栽
培
地
帯
が
連
な
る
と
こ
ろ
で
、
豊
か
な
大
農
園
が
彼
ら
の
標
的
と
な
っ
た
。

最
も
規
模
の
大
き
い
「
盗
賊
一
団bande

」
は
、
ユ
ラ
ンH

ulin

一
党
で
ボ
ー
ス
か
ら
オ
ル
レ
ア
ネ
一
帯
で
掠
奪
や
強
盗
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
年
齢
は
は
っ
き
り
と
は
掴
め
な
い
が
、
四
〇
歳
ま
で
の
壮
年
男
子
が
主
力
で
、
規
模
は
凡
そ
二
〇
〇
人
、
そ
の
三
分

の
二
は
ガ
レ
ー
船
漕
役
刑
な
ど
犯
罪
歴
が
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
捕
ま
っ
た
ら
死
刑
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
、
非
道
を
繰

り
返
し
た
。
一
七
八
三
年
に
ユ
ラ
ン
一
党
の
主
力
メ
ン
バ
ー
は
、
ポ
リ
ス
の
尽
力
で
捕
縛
さ
れ
裁
判
に
付
さ
れ
た
が
、
殺
人
刑
が
六

人
、
強
盗
刑
が
八
人
だ
っ
た(ø6)。
カ
ネ
を
含
む
盗
品
の
価
値
は
二
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
に
も
達
し
た
と
い
う
。[H

ufton,1972,p.122]

こ

の
他
、
ポ
ワ
ト
ゥ
に
は
カ
テ
ィ
ネ
一
党
、
ラ
ン
グ
ル
近
く
に
は
ブ
リ
ダ
、
ス
ワ
ソ
ネ
に
は
ブ
リ
ゥ
の
徒
党
が
活
動
し
て
い
た
。
盗
賊

団
は
み
な
綽
名
を
つ
け
て
呼
び
合
っ
た
。
誰
か
が
捕
ま
っ
て
拷
問
さ
れ
て
も
、
首
領
や
仲
間
の
情
報
が
警
察
に
伝
え
ら
れ
な
い
よ
う

に
警
戒
し
た
た
め
で
あ
る
。

地
方
長
官
を
務
め
た
ト
ゥ
ロ
ー
ヌ
は
、
こ
う
し
た
類
の
流
民
は
社
会
に
と
っ
て
「
無
用
」
で
あ
る
ば
か
り
か
、「
社
会
的
災
厄
」

だ
と
主
張
し
た
。
か
れ
が
一
七
六
四
年
に
著
わ
し
た
小
冊
子
『
流
民
・
乞
食
論
』
の
な
か
に
は
、
危
険
な
流
民
の
生
態
や
犯
罪
行
為

が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

危
険
な
流
民
は
村
に
入
る
と
村
人
に
パ
ン
や
ワ
イ
ン
、
着
物
類
な
ど
を
ね
だ
る
。
素
朴
な
村
人
は
彼
ら
が
魔
術
を
つ
か
っ
て
家
畜

を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
、
ま
た
仕
返
し
を
恐
れ
て
大
抵
は
そ
の
要
求
を
呑
む
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
欲
し
い
物
を
手
に

入
れ
る
が
、
要
求
を
断
ら
れ
る
と
本
当
に
穀
物
倉
に
火
を
放
つ
こ
と
も
あ
る
。
手
に
入
れ
た
パ
ン
が
相
当
量
に
の
ぼ
る
と
居
酒
屋
に

い
っ
て
売
っ
た
り
も
す
る
。
獲
得
し
た
獲
物
を
森
の
ね
ぐ
ら
に
持
ち
帰
り
、
焚
火
を
し
て
料
理
を
し
た
り
、
暖
を
と
り
な
が
ら
宴
会

(ø5
)
カ
ル
ト
ゥ
ー
シ
ュ
に
つ
い
て
は
［
蔵
持
不
三
也
、2011
］
を
、
ま
た
マ
ン
ド
ラ
ン
に
関
し
て
は
［
千
葉
治
男
、1987

］
を
参
照
せ
よ
。

当
時
の
民
衆
は
塩
や
タ
バ
コ
の
密
輸
業
者
を
か
れ
に
因
ん
で
「
マ
ン
ド
ラ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
。[Lefbvre,p.41]

(ø6
)
こ
れ
ら
の
盗
賊
団
の
逮
捕
と
裁
判
に
は
密
偵
─
フ
ラ
ン
ス
語
で
はm

ouchard

も
し
く
は
「m

ouche

佇
」
と
呼
ば
れ
た
─
の
情
報

が
役
立
っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
手
先
と
な
っ
た
密
偵
は
、
安
食
堂
や
居
酒
屋
に
出
入
り
し
て
、
カ
ネ
使
い
の
荒
い
泥
酔
し
た
男
に
近
づ

き
、
彼
ら
が
軽
率
に
も
漏
ら
す
カ
ネ
の
出
ど
こ
ろ
な
ど
の
情
報
を
聞
き
出
し
た
。
こ
れ
は
ペ
リ
ゴ
ー
ル
な
ど
地
方
の
マ
レ
シ
ョ
セ
も
使
用

し
た
フ
ラ
ン
ス
警
察
の
十
八
番

オ

ハ

コ

の
手
段
で
あ
っ
た
。[C

am
eron,p.59]
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を
催
す
、
と
い
う
。[Trosne,p.6]

ト
ゥ
ロ
ー
ヌ
は
、
一
七
五
五
年
以
降
数
年
間
に
パ
リ
徴
税
管
区
で
起
き
た
、
二
五
件
の
強
盗
・
殺
人
事
件
の
概
要
を
述
べ
て
い

る
。
強
盗
の
典
型
的
な
手
口
は
、
ま
ず
仲
間
の
誰
か
が
村
を
下
見
す
る
。
住
民
数
や
金
持
ち
の
家
な
ど
を
㘤
き
だ
す
。
そ
う
し
て
目

星
を
つ
け
た
家
に
、
農
場
に
あ
る
犂
の
刃
な
ど
を
武
器
に
し
て
ド
ア
を
打
ち
破
っ
て
侵
入
す
る
。
家
人
を
縛
り
上
げ
、
足
に
火
を
つ

け
て
カ
ネ
の
在
り
か
を
㘤
き
だ
す
。
カ
ネ
や
め
ぼ
し
い
物
を
奪
っ
た
後
に
、
家
人
を
鉄
の
棒
で
撲
殺
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
よ
り
周
到
な
「
謀
り
ご
とcom

plot

」
で
は
首
謀
者
は
、
内
縁
関
係
に
あ
る
女
=情
婦
で
あ
る
。
彼
女
は
独
り
で
裕
福
そ

う
な
農
家
を
訪
ね
言
葉
巧
み
に
一
夜
の
宿
を
乞
う
。
そ
う
し
て
部
屋
の
位
置
や
家
人
の
数
、
入
口
や
出
口
の
逃
走
経
路
、
カ
ネ
の
在

り
そ
う
な
所
な
ど
を
頭
に
叩
き
込
ん
で
、
翌
日
森
に
戻
っ
て
こ
の
情
報
を
男
た
ち
に
伝
え
る
。
数
日
後
の
夜
、
男
た
ち
が
こ
の
家
に

押
し
込
む
。
家
人
た
ち
を
縛
り
上
げ
、
夜
具
に
押
し
込
め
、
拷
問
を
加
え
て
カ
ネ
の
在
り
か
を
㘤
き
だ
し
、
奪
っ
た
後
に
殺
害
す

る
。
カ
ネ
と
盗
品
は
森
の
ね
ぐ
ら
に
持
ち
帰
り
、
盗
品
は
仲
間
の
女
た
ち
が
元
の
品
が
判
ら
な
い
よ
う
に
加
工
し
て
販
売
す
る
、
と

い
う
段
取
り
で
あ
る(ø7)。
こ
の
よ
う
な
手
口
で
押
し
込
み
強
盗
・
殺
人
を
犯
し
た
流
民
は
、
当
管
区
で
は
四
〇
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
い

ず
れ
も
逮
捕
さ
れ
裁
判
の
結
果
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
。[Trosne,pp.10-12]

革
命
前
夜
に
は
「
危
険
な
流
民
」
の
隊
列
は
ま
す
ま
す
そ
の
数
を
増
し
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
悪
事
を
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時

の
人
々
は
彼
ら
を
「
山
賊
・
追
剥
ぎbrigands

ブ
リ
ガ
ン

」
と
呼
ん
で
恐
れ
た
。
こ
の
呼
び
名
は
革
命
初
期
に
各
地
に
起
こ
っ
た
「
農
民
暴
動

ém
eute,révolte

paysanne

」
に
加
わ
っ
た
民
衆
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、『
大
恐
怖
』
を
著
し
た
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
、

「
当
時
の
用
語
法
に
従
え
ば
『
山
賊
』
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
都
市
追
放
さ
れ
た
者
や
烙
印
を
捺
さ
れ
た
者
が
い

た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
大
多
数
は
悪
人m

alfaiteurs

で
は
な
か
っ
た
し
、
山
賊
行
為
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
語
る
。
マ

コ
ネ
地
方
で
逮
捕
さ
れ
た
「
暴
徒
」
ら
の
職
業
は
、
農
業
で
は
自
営
農
、
定
期
借
地
農
、
分
益
小
作
農
、
日
雇
農
、
農
家
下
僕
な
ど

で
あ
り
、
他
に
は
各
種
の
職
人
、
小
売
商
人
、
粉
Ṣ
、
地
主
、
領
主
護
衛
、
城
館
の
管
理
人
、
学
校
教
師
、
都
市
住
民
総
代
、
バ
イ

イ
裁
判
所
の
代
議
員
な
ど
、
実
に
多
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。[Lefebvre,p.147]

し
た
が
っ
て
、
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
「
危
険
な
流
民
」
と
、
圧
政
下
に
苦
し
み
怒
り
に
燃
え
て
蹶
起
し
た
農
民
暴
動
の
参
加

者
た
ち
を
、
た
と
い
当
時
の
人
々
が
同
じ
よ
う
に
「
山
賊
」
と
呼
ん
で
恐
れ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
思
う
。

以
上
眺
め
た
よ
う
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
概
し
て
云
え
ば
、「
単
純
物
乞
い
」
は
元
よ
り
、
物
乞
い
す
る
流
民
を
も
直
ち
に
捕
捉
す

る
こ
と
に
は
慎
重
だ
っ
た
。
彼
ら
が
他
人
の
物
を
盗
む
な
ど
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
を
犯
し
た
と
き
や
、
前
科
者
と
判
明
し
た
と
き
に

は
捕
捉
・
連
行
し
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
に
か
け
る
程
度
だ
っ
た
。
一
七
二
四
年
王
令
で
は
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
乞
食
や
流
民
」

を
捕
捉
し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
る
か
、
懲
罰
を
与
え
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
現
実
に
は
王
権
の
狙
い
通
り
に
は
ゆ

か
な
か
っ
た
。
こ
の
王
令
の
不
首
尾
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
考
え
る
が
、
結
論
を
先
取
り
し
て
云
う
な
ら
、
不
首
尾
の
最
大
の
要

因
は
統
治
の
側
に
お
け
る
民
衆
文
化
へ
の
理
解
欠
如
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
地
元
民
の
生
活
慣
習
や
風
俗
を
熟

知
し
て
い
た
の
で
、
王
権
の
指
示
や
命
令
を
取
捨
選
択
し
て
適
宜
、
実
行
す
る
賢
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
飢
饉
や
食
糧

(ø7
)
ハ
フ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
あ
る
盗
賊
の
一
党
は
盗
ん
だ
貴
金
属
を
熔
か
し
て
加
工
す
る
職
人
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
一
党
は

商
宅
に
押
し
入
っ
て
も
現
金
は
探
さ
ず
に
上
等
な
衣
類
や
布
地
を
専
門
に
盗
ん
だ
と
い
う
。
当
時
は
機
械
製
綿
布
が
出
回
る
前
だ
っ
た
の

で
、
布
地
は
と
く
に
貴
重
だ
っ
た
。
ま
た
古
着
で
も
少
し
修
繕
し
て
盗
品
を
捌
く
業
者
に
売
っ
た
と
い
う
。[H

ufton,p.119]
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を
催
す
、
と
い
う
。[Trosne,p.6]

ト
ゥ
ロ
ー
ヌ
は
、
一
七
五
五
年
以
降
数
年
間
に
パ
リ
徴
税
管
区
で
起
き
た
、
二
五
件
の
強
盗
・
殺
人
事
件
の
概
要
を
述
べ
て
い

る
。
強
盗
の
典
型
的
な
手
口
は
、
ま
ず
仲
間
の
誰
か
が
村
を
下
見
す
る
。
住
民
数
や
金
持
ち
の
家
な
ど
を
㘤
き
だ
す
。
そ
う
し
て
目

星
を
つ
け
た
家
に
、
農
場
に
あ
る
犂
の
刃
な
ど
を
武
器
に
し
て
ド
ア
を
打
ち
破
っ
て
侵
入
す
る
。
家
人
を
縛
り
上
げ
、
足
に
火
を
つ

け
て
カ
ネ
の
在
り
か
を
㘤
き
だ
す
。
カ
ネ
や
め
ぼ
し
い
物
を
奪
っ
た
後
に
、
家
人
を
鉄
の
棒
で
撲
殺
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
よ
り
周
到
な
「
謀
り
ご
とcom

plot

」
で
は
首
謀
者
は
、
内
縁
関
係
に
あ
る
女
=情
婦
で
あ
る
。
彼
女
は
独
り
で
裕
福
そ

う
な
農
家
を
訪
ね
言
葉
巧
み
に
一
夜
の
宿
を
乞
う
。
そ
う
し
て
部
屋
の
位
置
や
家
人
の
数
、
入
口
や
出
口
の
逃
走
経
路
、
カ
ネ
の
在

り
そ
う
な
所
な
ど
を
頭
に
叩
き
込
ん
で
、
翌
日
森
に
戻
っ
て
こ
の
情
報
を
男
た
ち
に
伝
え
る
。
数
日
後
の
夜
、
男
た
ち
が
こ
の
家
に

押
し
込
む
。
家
人
た
ち
を
縛
り
上
げ
、
夜
具
に
押
し
込
め
、
拷
問
を
加
え
て
カ
ネ
の
在
り
か
を
㘤
き
だ
し
、
奪
っ
た
後
に
殺
害
す

る
。
カ
ネ
と
盗
品
は
森
の
ね
ぐ
ら
に
持
ち
帰
り
、
盗
品
は
仲
間
の
女
た
ち
が
元
の
品
が
判
ら
な
い
よ
う
に
加
工
し
て
販
売
す
る
、
と

い
う
段
取
り
で
あ
る(ø7)。
こ
の
よ
う
な
手
口
で
押
し
込
み
強
盗
・
殺
人
を
犯
し
た
流
民
は
、
当
管
区
で
は
四
〇
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
い

ず
れ
も
逮
捕
さ
れ
裁
判
の
結
果
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
。[Trosne,pp.10-12]

革
命
前
夜
に
は
「
危
険
な
流
民
」
の
隊
列
は
ま
す
ま
す
そ
の
数
を
増
し
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
悪
事
を
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時

の
人
々
は
彼
ら
を
「
山
賊
・
追
剥
ぎbrigands

ブ
リ
ガ
ン

」
と
呼
ん
で
恐
れ
た
。
こ
の
呼
び
名
は
革
命
初
期
に
各
地
に
起
こ
っ
た
「
農
民
暴
動

ém
eute,révolte

paysanne

」
に
加
わ
っ
た
民
衆
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、『
大
恐
怖
』
を
著
し
た
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
、

「
当
時
の
用
語
法
に
従
え
ば
『
山
賊
』
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
都
市
追
放
さ
れ
た
者
や
烙
印
を
捺
さ
れ
た
者
が
い

た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
大
多
数
は
悪
人m

alfaiteurs

で
は
な
か
っ
た
し
、
山
賊
行
為
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
語
る
。
マ

コ
ネ
地
方
で
逮
捕
さ
れ
た
「
暴
徒
」
ら
の
職
業
は
、
農
業
で
は
自
営
農
、
定
期
借
地
農
、
分
益
小
作
農
、
日
雇
農
、
農
家
下
僕
な
ど

で
あ
り
、
他
に
は
各
種
の
職
人
、
小
売
商
人
、
粉
Ṣ
、
地
主
、
領
主
護
衛
、
城
館
の
管
理
人
、
学
校
教
師
、
都
市
住
民
総
代
、
バ
イ

イ
裁
判
所
の
代
議
員
な
ど
、
実
に
多
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。[Lefebvre,p.147]

し
た
が
っ
て
、
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
「
危
険
な
流
民
」
と
、
圧
政
下
に
苦
し
み
怒
り
に
燃
え
て
蹶
起
し
た
農
民
暴
動
の
参
加

者
た
ち
を
、
た
と
い
当
時
の
人
々
が
同
じ
よ
う
に
「
山
賊
」
と
呼
ん
で
恐
れ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
思
う
。

以
上
眺
め
た
よ
う
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
概
し
て
云
え
ば
、「
単
純
物
乞
い
」
は
元
よ
り
、
物
乞
い
す
る
流
民
を
も
直
ち
に
捕
捉
す

る
こ
と
に
は
慎
重
だ
っ
た
。
彼
ら
が
他
人
の
物
を
盗
む
な
ど
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
を
犯
し
た
と
き
や
、
前
科
者
と
判
明
し
た
と
き
に

は
捕
捉
・
連
行
し
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
に
か
け
る
程
度
だ
っ
た
。
一
七
二
四
年
王
令
で
は
「
身
体
壮
健
で
労
働
可
能
な
乞
食
や
流
民
」

を
捕
捉
し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
す
る
か
、
懲
罰
を
与
え
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
現
実
に
は
王
権
の
狙
い
通
り
に
は
ゆ

か
な
か
っ
た
。
こ
の
王
令
の
不
首
尾
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
考
え
る
が
、
結
論
を
先
取
り
し
て
云
う
な
ら
、
不
首
尾
の
最
大
の
要

因
は
統
治
の
側
に
お
け
る
民
衆
文
化
へ
の
理
解
欠
如
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
地
元
民
の
生
活
慣
習
や
風
俗
を
熟

知
し
て
い
た
の
で
、
王
権
の
指
示
や
命
令
を
取
捨
選
択
し
て
適
宜
、
実
行
す
る
賢
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
飢
饉
や
食
糧

(ø7
)
ハ
フ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
あ
る
盗
賊
の
一
党
は
盗
ん
だ
貴
金
属
を
熔
か
し
て
加
工
す
る
職
人
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
一
党
は

商
宅
に
押
し
入
っ
て
も
現
金
は
探
さ
ず
に
上
等
な
衣
類
や
布
地
を
専
門
に
盗
ん
だ
と
い
う
。
当
時
は
機
械
製
綿
布
が
出
回
る
前
だ
っ
た
の

で
、
布
地
は
と
く
に
貴
重
だ
っ
た
。
ま
た
古
着
で
も
少
し
修
繕
し
て
盗
品
を
捌
く
業
者
に
売
っ
た
と
い
う
。[H

ufton,p.119]
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危
機
に
際
し
て
は
、
管
轄
住
民
の
た
め
に
食
料
輸
送
馬
車
の
エ
ス
コ
ー
ト
や
穀
物
商
人
に
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
の
販
売
を
促
す

な
ど
に
努
め
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
各
地
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
の
活
動
実
態
の
研
究
が
ま
だ
す
す
ん
で
い
な
い
の
で
断
定
は
で

き
な
い
が
、
治
安
維
持
や
犯
罪
抑
止
に
つ
い
て
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
う
ち
ἧ
っ
て
の
「
大
騎
行
」
な
ど

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
狙
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章

一
七
二
四
年
王
令
へ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
対
応

巡
邏マ

レ
シ
ョ
セ
分
遣
隊
が
主
に
王
国
街
道
や
大
市
な
ど
で
、
乞
食
・
流
民
を
取
り
締
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
街
中
で
物
乞
い
す
る
貧
民

を
捕
捉
す
る
役
目
を
担
っ
た
の
は
、「
巡
邏archer

ア
ル
シ
ェ

」
で
あ
っ
た(ø8)。
ほ
と
ん
ど
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
国
王
特
認
状
で
巡
邏

を
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
私
的
警
察
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
民
衆
と
の

間
に
軋
轢
が
生
ず
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

巡
邏
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
特
筆
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
一
つ
は
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
ど
こ
も
巡
邏
を
保
持
し

て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
に
は
七
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
開
設
さ
れ
た
が
、
巡
邏

を
も
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
雇
え
て
も
精
々
二
人
で
あ
っ
た
。
大
都
市
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
─
正
式

名
称
は
「
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ルH

ôpitalG
énéralde

la
C
harité

de
Saint-Etienne

」）
で

も
、
開
設
後
し
ば
ら
く
は
巡
邏
を
も
て
ず
、
漸
く
一
七
二
四
年
王
令
後
に
、
自
薦
し
て
き
た
者
を
巡
邏
に
雇
い
入
れ
た
程
で
あ
る
。

リ
ヨ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
正
式
名
称
は
「
リ
ヨ
ン
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
」）
は
特
別
で
、
一
六

九
二
年
に
は
巡
邏
の
銃
火
器
携
行
も
許
さ
れ
た
。
名
前
も
「
ス
イ
ス
」
に
変
更
さ
れ
、
四
人
一
組
の
班
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
当
た
っ

た
。
さ
ら
に
一
八
世
紀
初
め
に
は
一
五
人
の
規
模
に
な
っ
た
。
大
都
市
リ
ヨ
ン
に
は
近
隣
農
村
か
ら
多
く
の
貧
民
が
流
れ
込
み
、
物

乞
い
が
ᷓ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
例
外
で
、
小
規
模
な
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
巡
邏
を
も
て
な
い
か
、
精
々

二
人
を
雇
う
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
恒
常
的
に
赤
字
運
営
だ
っ
た
か
ら
そ
の
賃
銀
を
惜
し
ん
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
の
特
筆
事
項
が
そ
れ
で
、
巡
邏
の
調
達
が
難
し
か
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
巡
邏
に
は
な
り
手
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
側
に
す
れ
ば
、
巡
邏
は
市
民
の
中
か
ら
素
行
や
体
格
の
良
い
者
を
選
び
た
い
が
、
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
自
薦
し
て
き
た
者
を
雇
う
他
な
か
っ
た
。
俸
給
が
安
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

巡
邏
と
い
う
職
業
が
市
民
か
ら
軽
㚽
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
巡
邏
が
物
乞
い
す
る
貧
民
を
市
中
で
捕
ら
え
る
こ
と
、
つ
ま
り

「
乞
食
狩
り
」
が
庶
民
に
は
許
し
が
た
い
「
蛮
行
」
に
思
え
た
の
で
あ
る
。
乞
食
狩
り
は
民
衆
と
の
間
に
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
を

惹
き
起
こ
し
た
。
尋
問
さ
れ
捕
捉
連
行
さ
れ
る
物
乞
い
貧
民
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
連
行
さ
れ
る
の
を
拒
み
抵
抗
す
る
と
、
こ
れ
を
見
て

い
た
民
衆
が
加
勢
し
巡
邏
と
揉
み
合
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
た
。
幾
つ
か
事
例
を
紹
介
す
る
。

レ
ン
ヌ
管
区
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
二
人
の
巡
邏
が
、
年
俸
二
六
リ
ー
ヴ
ル
と
い
う
信
じ
が
た
い
薄
給
で
雇

(ø8
)
だ
が
、
一
七
三
一
年
二
月
五
日
の
王
令
は
、
こ
の
管
轄
分
担
を
変
更
し
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
市
中
で
の
乞
食
・
流
民
の
逮
捕
を
認
め
た
。

こ
の
た
め
巡
邏
と
マ
レ
シ
ョ
セ
の
間
に
軋
轢
が
生
ず
る
こ
と
が
間
々
あ
っ
た
。
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危
機
に
際
し
て
は
、
管
轄
住
民
の
た
め
に
食
料
輸
送
馬
車
の
エ
ス
コ
ー
ト
や
穀
物
商
人
に
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
の
販
売
を
促
す

な
ど
に
努
め
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
各
地
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
の
活
動
実
態
の
研
究
が
ま
だ
す
す
ん
で
い
な
い
の
で
断
定
は
で

き
な
い
が
、
治
安
維
持
や
犯
罪
抑
止
に
つ
い
て
は
、
騎
馬
憲
兵
隊
に
よ
る
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
う
ち
ἧ
っ
て
の
「
大
騎
行
」
な
ど

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
狙
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章

一
七
二
四
年
王
令
へ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
対
応

巡
邏マ

レ
シ
ョ
セ
分
遣
隊
が
主
に
王
国
街
道
や
大
市
な
ど
で
、
乞
食
・
流
民
を
取
り
締
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
街
中
で
物
乞
い
す
る
貧
民

を
捕
捉
す
る
役
目
を
担
っ
た
の
は
、「
巡
邏archer

ア
ル
シ
ェ

」
で
あ
っ
た(ø8)。
ほ
と
ん
ど
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
国
王
特
認
状
で
巡
邏

を
も
つ
こ
と
を
許
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
私
的
警
察
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
民
衆
と
の

間
に
軋
轢
が
生
ず
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

巡
邏
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
特
筆
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
一
つ
は
、
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
ど
こ
も
巡
邏
を
保
持
し

て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
に
は
七
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
開
設
さ
れ
た
が
、
巡
邏

を
も
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
雇
え
て
も
精
々
二
人
で
あ
っ
た
。
大
都
市
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
─
正
式

名
称
は
「
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ルH

ôpitalG
énéralde

la
C
harité

de
Saint-Etienne

」）
で

も
、
開
設
後
し
ば
ら
く
は
巡
邏
を
も
て
ず
、
漸
く
一
七
二
四
年
王
令
後
に
、
自
薦
し
て
き
た
者
を
巡
邏
に
雇
い
入
れ
た
程
で
あ
る
。

リ
ヨ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
正
式
名
称
は
「
リ
ヨ
ン
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
」）
は
特
別
で
、
一
六

九
二
年
に
は
巡
邏
の
銃
火
器
携
行
も
許
さ
れ
た
。
名
前
も
「
ス
イ
ス
」
に
変
更
さ
れ
、
四
人
一
組
の
班
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
当
た
っ

た
。
さ
ら
に
一
八
世
紀
初
め
に
は
一
五
人
の
規
模
に
な
っ
た
。
大
都
市
リ
ヨ
ン
に
は
近
隣
農
村
か
ら
多
く
の
貧
民
が
流
れ
込
み
、
物

乞
い
が
ᷓ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
例
外
で
、
小
規
模
な
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
巡
邏
を
も
て
な
い
か
、
精
々

二
人
を
雇
う
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
恒
常
的
に
赤
字
運
営
だ
っ
た
か
ら
そ
の
賃
銀
を
惜
し
ん
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
の
特
筆
事
項
が
そ
れ
で
、
巡
邏
の
調
達
が
難
し
か
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
巡
邏
に
は
な
り
手
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
。
オ
ピ
タ
ル
側
に
す
れ
ば
、
巡
邏
は
市
民
の
中
か
ら
素
行
や
体
格
の
良
い
者
を
選
び
た
い
が
、
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
自
薦
し
て
き
た
者
を
雇
う
他
な
か
っ
た
。
俸
給
が
安
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

巡
邏
と
い
う
職
業
が
市
民
か
ら
軽
㚽
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
巡
邏
が
物
乞
い
す
る
貧
民
を
市
中
で
捕
ら
え
る
こ
と
、
つ
ま
り

「
乞
食
狩
り
」
が
庶
民
に
は
許
し
が
た
い
「
蛮
行
」
に
思
え
た
の
で
あ
る
。
乞
食
狩
り
は
民
衆
と
の
間
に
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
を

惹
き
起
こ
し
た
。
尋
問
さ
れ
捕
捉
連
行
さ
れ
る
物
乞
い
貧
民
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
連
行
さ
れ
る
の
を
拒
み
抵
抗
す
る
と
、
こ
れ
を
見
て

い
た
民
衆
が
加
勢
し
巡
邏
と
揉
み
合
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
た
。
幾
つ
か
事
例
を
紹
介
す
る
。

レ
ン
ヌ
管
区
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
二
人
の
巡
邏
が
、
年
俸
二
六
リ
ー
ヴ
ル
と
い
う
信
じ
が
た
い
薄
給
で
雇

(ø8
)
だ
が
、
一
七
三
一
年
二
月
五
日
の
王
令
は
、
こ
の
管
轄
分
担
を
変
更
し
、
マ
レ
シ
ョ
セ
に
市
中
で
の
乞
食
・
流
民
の
逮
捕
を
認
め
た
。

こ
の
た
め
巡
邏
と
マ
レ
シ
ョ
セ
の
間
に
軋
轢
が
生
ず
る
こ
と
が
間
々
あ
っ
た
。
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わ
れ
て
い
た
が(ø9)、
彼
ら
は
一
七
三
一
年
三
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
の
間
に
二
度
も
酷
い
目
に
遭
っ
た
。
一
度
は
街
中
の
路
上
で
物
乞

い
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
住
民
に
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
し
、
二
度
目
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
逃
げ
た
娘
を
連
れ
戻

そ
う
と
彼
女
の
家
に
出
か
け
て
暴
行
を
受
け
た
と
い
う
。[N

ougaret,p.209]
次
は
パ
リ
の
事
例
で
あ
る
。
一
七
二
四
年
七
月
、
あ
る
女
が
巡
邏
に
連
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
友
だ
ち
の
家
事
使
用
人
が
、

こ
の
人
は
乞
食
で
は
な
く
皿
洗
い
人
だ
か
ら
連
行
し
な
い
で
く
れ
と
頼
ん
だ
。
そ
の
う
ち
大
勢
の
家
僕
や
召
使
ら
が
手
に
棒
切
れ
や

箒
、
石
を
も
っ
て
集
ま
り
、
こ
の
女
を
連
行
す
る
な
と
騒
ぎ
立
て
た
。[Farge,p.320]

逮
捕
さ
れ
る
者
が
顔
見
知
り
の
場
合
、
そ

の
解
放
を
求
め
る
庶
民
は
、
き
っ
と
「
明
日
は
我
が
身
」
と
い
う
気
持
ち
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
自
己
同
一
化

identification

」
は
、
連
帯
感
と
い
う
よ
り
も
っ
と
強
い
感
情
だ
ろ
う
と
、
フ
ァ
ル
ジ
ュ
は
云
う
。[Farge,p.319]

一
七
四
九
年
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
ブ
通
り
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
乞
食
を
、
家
僕
や
召
使
が
逃
が
し
て
や
っ
た
。
こ
の
間
、
彼
ら
の
主
人

た
ち
も
二
階
の
窓
か
ら
、
巡
邏
に
お
湯
や
コ
ー
ヒ
ー
の
一
杯
入
っ
た
ポ
ッ
ト
を
投
げ
つ
け
て
加
勢
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
家
の
す
べ

て
の
階
か
ら
水
や
屎
尿
の
入
っ
た
ポ
ッ
ト
、
陶
器
な
ど
が
次
々
と
落
と
さ
れ
た
。
住
民
た
ち
は
大
喜
び
で
こ
の
助
勢
に
打
ち
興
じ

た
。
巡
邏
は
大
怪
我
を
負
っ
た
と
い
う
。[Farge,p.324]

パ
リ
ジ
ャ
ン
は
反
権
力
の
意
識
が
地
方
よ
り
も
強
い
。
と
り
わ
け
権
力
に
反
抗
的
な
の
は
右
の
例
に
見
た
よ
う
に
、
家
僕
、
召
使

な
ど
の
家
事
使
用
人
、
肉
屋
な
ど
小
商
人
の
見
習
い
、
セ
ー
ヌ
河
岸
で
働
く
船
頭
や
荷
担
ぎ
人
足
、
洗
濯
船
の
女
た
ち
、
小
売
人
な

ど
い
わ
ゆ
る
都
市
雑
業
に
従
事
す
る
者
だ
っ
た
。
ま
た
ギ
ル
ド
の
結
束
の
強
い
石
工
な
ど
も
、
仲
間
や
顔
見
知
り
が
巡
邏
に
捕
捉
さ

れ
そ
う
に
な
る
と
、
そ
の
声
を
聞
き
つ
け
た
仲
間
が
道
具
な
ど
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
、
巡
邏
か
ら
仲
間
を
奪
い
返
そ
う
と
し
た(ù0)。

こ
の
よ
う
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
私
的
警
察
」
た
る
巡
邏
は
危
険
な
仕
事
で
あ
り
、
下
層
都
市
民
衆
か
ら
は
卑
し
い
職

業
と
見
ら
れ
て
い
た
上
に
、
安
い
俸
給
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
。
民
衆
は
、
喜
捨
は
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛

の
実
践
で
あ
り
、
物
乞
い
は
貧
者
の
慣
習
的
権
利
で
あ
っ
て
犯
罪
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
民
衆
の
感
情
を
「
逆
撫
で
」
す

る
存
在
が
、
巡
邏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
身
体
壮
健
の
乞
食
・
流
民
」
の
受
け
容
れ

一
七
二
四
年
の
王
令
の
新
機
軸
は
「
身
体
壮
健
な
乞
食
・
流
民
」
を
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
受
け
容
れ
、
そ
の
能
力
に
応

じ
た
仕
事
を
与
え
、
怠
惰
の
矯
正
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
王
権
の
こ
の
方
針
を
ど
の
程
度

実
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
書
か
れ
た
幾
つ
か
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
眺
め
て
み
よ
う
。

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
州
都
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
七
八
年
開
設
）
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
労
働

(ø9
)
年
俸
二
〇
リ
ー
ヴ
ル
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
薄
給
は
、
巡
邏
は
貧
民
の
葬
儀
の
際
、
柩
担
ぎ
を
し
て
謝
礼
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
巡
邏
の
年
俸
は
二
〇
八
リ
ー
ヴ
ル
だ
っ
た
。
こ
れ
と
て
決
し
て

標
準
と
は
云
え
な
い
額
で
あ
る
。[N

ougaret,p.209]

(ù0
)
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
で
も
事
態
は
同
じ
だ
っ
た
。
最
下
層
の
民
衆
は
乞
食
狩
り
を
す
る
巡
邏
を
侮
辱
し
、
手
ひ
ど
い
扱
い
を
し
た
。
巡

邏
が
教
会
の
入
口
や
路
上
で
捕
ら
え
た
乞
食
や
流
民
を
、
傍
で
見
て
い
た
民
衆
が
力
づ
く
で
解
放
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
民
衆
の
素

朴
で
伝
統
的
な
心
性
が
作
用
し
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
閉
じ
込
め
が
始
ま
っ
て
一
世
紀
経
っ
て
も
、
民
衆
の
こ
こ
ろ
の
う
ち
で
は

物
乞
い
は
犯
罪
で
は
な
か
っ
た
。
物
乞
い
を
す
る
本
人
も
自
分
で
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
。」[G

utton,1971,pp.

441,448]
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わ
れ
て
い
た
が(ø9)、
彼
ら
は
一
七
三
一
年
三
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
の
間
に
二
度
も
酷
い
目
に
遭
っ
た
。
一
度
は
街
中
の
路
上
で
物
乞

い
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
住
民
に
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
し
、
二
度
目
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
か
ら
逃
げ
た
娘
を
連
れ
戻

そ
う
と
彼
女
の
家
に
出
か
け
て
暴
行
を
受
け
た
と
い
う
。[N

ougaret,p.209]

次
は
パ
リ
の
事
例
で
あ
る
。
一
七
二
四
年
七
月
、
あ
る
女
が
巡
邏
に
連
行
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
友
だ
ち
の
家
事
使
用
人
が
、

こ
の
人
は
乞
食
で
は
な
く
皿
洗
い
人
だ
か
ら
連
行
し
な
い
で
く
れ
と
頼
ん
だ
。
そ
の
う
ち
大
勢
の
家
僕
や
召
使
ら
が
手
に
棒
切
れ
や

箒
、
石
を
も
っ
て
集
ま
り
、
こ
の
女
を
連
行
す
る
な
と
騒
ぎ
立
て
た
。[Farge,p.320]

逮
捕
さ
れ
る
者
が
顔
見
知
り
の
場
合
、
そ

の
解
放
を
求
め
る
庶
民
は
、
き
っ
と
「
明
日
は
我
が
身
」
と
い
う
気
持
ち
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
自
己
同
一
化

identification

」
は
、
連
帯
感
と
い
う
よ
り
も
っ
と
強
い
感
情
だ
ろ
う
と
、
フ
ァ
ル
ジ
ュ
は
云
う
。[Farge,p.319]

一
七
四
九
年
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
ブ
通
り
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
乞
食
を
、
家
僕
や
召
使
が
逃
が
し
て
や
っ
た
。
こ
の
間
、
彼
ら
の
主
人

た
ち
も
二
階
の
窓
か
ら
、
巡
邏
に
お
湯
や
コ
ー
ヒ
ー
の
一
杯
入
っ
た
ポ
ッ
ト
を
投
げ
つ
け
て
加
勢
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
家
の
す
べ

て
の
階
か
ら
水
や
屎
尿
の
入
っ
た
ポ
ッ
ト
、
陶
器
な
ど
が
次
々
と
落
と
さ
れ
た
。
住
民
た
ち
は
大
喜
び
で
こ
の
助
勢
に
打
ち
興
じ

た
。
巡
邏
は
大
怪
我
を
負
っ
た
と
い
う
。[Farge,p.324]

パ
リ
ジ
ャ
ン
は
反
権
力
の
意
識
が
地
方
よ
り
も
強
い
。
と
り
わ
け
権
力
に
反
抗
的
な
の
は
右
の
例
に
見
た
よ
う
に
、
家
僕
、
召
使

な
ど
の
家
事
使
用
人
、
肉
屋
な
ど
小
商
人
の
見
習
い
、
セ
ー
ヌ
河
岸
で
働
く
船
頭
や
荷
担
ぎ
人
足
、
洗
濯
船
の
女
た
ち
、
小
売
人
な

ど
い
わ
ゆ
る
都
市
雑
業
に
従
事
す
る
者
だ
っ
た
。
ま
た
ギ
ル
ド
の
結
束
の
強
い
石
工
な
ど
も
、
仲
間
や
顔
見
知
り
が
巡
邏
に
捕
捉
さ

れ
そ
う
に
な
る
と
、
そ
の
声
を
聞
き
つ
け
た
仲
間
が
道
具
な
ど
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
、
巡
邏
か
ら
仲
間
を
奪
い
返
そ
う
と
し
た(ù0)。

こ
の
よ
う
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
「
私
的
警
察
」
た
る
巡
邏
は
危
険
な
仕
事
で
あ
り
、
下
層
都
市
民
衆
か
ら
は
卑
し
い
職

業
と
見
ら
れ
て
い
た
上
に
、
安
い
俸
給
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
。
民
衆
は
、
喜
捨
は
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛

の
実
践
で
あ
り
、
物
乞
い
は
貧
者
の
慣
習
的
権
利
で
あ
っ
て
犯
罪
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
民
衆
の
感
情
を
「
逆
撫
で
」
す

る
存
在
が
、
巡
邏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
身
体
壮
健
の
乞
食
・
流
民
」
の
受
け
容
れ

一
七
二
四
年
の
王
令
の
新
機
軸
は
「
身
体
壮
健
な
乞
食
・
流
民
」
を
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
受
け
容
れ
、
そ
の
能
力
に
応

じ
た
仕
事
を
与
え
、
怠
惰
の
矯
正
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
王
権
の
こ
の
方
針
を
ど
の
程
度

実
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
書
か
れ
た
幾
つ
か
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
眺
め
て
み
よ
う
。

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
州
都
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
七
八
年
開
設
）
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
労
働

(ø9
)
年
俸
二
〇
リ
ー
ヴ
ル
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
薄
給
は
、
巡
邏
は
貧
民
の
葬
儀
の
際
、
柩
担
ぎ
を
し
て
謝
礼
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
巡
邏
の
年
俸
は
二
〇
八
リ
ー
ヴ
ル
だ
っ
た
。
こ
れ
と
て
決
し
て

標
準
と
は
云
え
な
い
額
で
あ
る
。[N

ougaret,p.209]

(ù0
)
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
で
も
事
態
は
同
じ
だ
っ
た
。
最
下
層
の
民
衆
は
乞
食
狩
り
を
す
る
巡
邏
を
侮
辱
し
、
手
ひ
ど
い
扱
い
を
し
た
。
巡

邏
が
教
会
の
入
口
や
路
上
で
捕
ら
え
た
乞
食
や
流
民
を
、
傍
で
見
て
い
た
民
衆
が
力
づ
く
で
解
放
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
民
衆
の
素

朴
で
伝
統
的
な
心
性
が
作
用
し
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
閉
じ
込
め
が
始
ま
っ
て
一
世
紀
経
っ
て
も
、
民
衆
の
こ
こ
ろ
の
う
ち
で
は

物
乞
い
は
犯
罪
で
は
な
か
っ
た
。
物
乞
い
を
す
る
本
人
も
自
分
で
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
。」[G

utton,1971,pp.

441,448]
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不
能
貧
民
と
子
ど
も
ら
の
避
難
所asile

で
あ
っ
た
。
記
録
が
残
っ
て
い
る
一
七
二
八
年
か
ら
三
一
年
ま
で
の
年
間
入
所
者
は
五
〇

〇
人
を
超
え
る
の
だ
が
、
そ
の
八
二
～
八
九
％
が
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
と
子
ど
も
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
残
り
の
一
〇
数
％
、

五
〇
～
六
〇
人
が
労
働
可
能
な
貧
民
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
志
願
入
所
者engagés

」
で
あ
っ
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡

邏
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
者
は
ご
く
ᷮ
か
だ
っ
た
よ
う
だ(ùø)。
更
に
注
目
さ
る
べ
き
は
志
願
者
の
六
分
の
五
は
女
性
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
彼
女
た
ち
は
何
の
生
活
支
援
も
な
く
困
窮
極
ま
っ
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
パ
ン
と
寝
床
を
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
彼
女
ら
は
掃
除
・
洗
濯
な
ど
所
内
の
雑
務
的
な
仕
事
に
汗
を
流
し
た
。

巡
邏
が
捕
捉
・
連
行
し
た
な
か
に
「
壮
健
な
乞
食
・
流
民
」
が
い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
こ
れ
を
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
せ
ず
、
レ
ン
ヌ
で
は
ト
ゥ
サ
ン
塔
に
あ
る
監
獄
に
、
ヴ
ィ
ト
レ
で
は
市
の
監
獄
に
ぶ

ち
込
ん
だ
。
こ
の
二
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
地
方
長
官
の
一
七
二
四
年
王
令
を
忠
実
に
実
行
せ
よ
と
の
強
い
要
請
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
だ
け
を
受
け
容
れ
て
世
話
し
た
の
で
あ
る(ùù)。
こ
こ

の
理
事
た
ち
は
地
方
の
自
律
性
を
誇
り
に
し
て
い
た
か
ら
、
王
権
が
求
め
た
壮
健
な
貧
民
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
「
閉
じ
込

め
」、
半
ば
強
制
的
に
労
働
さ
せ
る
と
い
う
方
針
に
強
い
忌
避
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
は
、
コ
ル
ベ
ー
ル
や
地
方
長
官
の
強
い
介
入
が
あ
っ
た
こ
と

は
前
述
し
た
が
、
こ
こ
で
も
入
所
者
の
主
流
は
労
働
不
能
貧
民
で
あ
っ
た
。
一
七
二
四
年
王
令
が
で
る
と
再
び
地
方
長
官
が
介
入

し
、
壮
健
な
る
乞
食
・
流
民
の
受
け
容
れ
を
強
く
求
め
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
旧
サ
ン
・
テ
ス
プ
リ
病
院
の
数
部
屋
を
借

り
上
げ
、
六
〇
床
（
後
に
一
二
〇
床
）
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
書
記
や
介
護
と
警
備
要
員
を
九
名
配
置
し
、
受
け
容
れ
態
勢
を
整

え
た
。
資
料
が
あ
る
一
七
二
九
年
の
入
所
者
の
構
成
を
見
る
と
、
計
一
一
八
人
の
う
ち
、
労
働
不
能
貧
民
は
八
七
人
、
労
働
可
能
貧

民
は
三
一
人
で
あ
っ
た
。
労
働
不
能
貧
民
を
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
男
一
四
人
、
女
一
九
人
、
子
ど
も
五
四
人
で
あ
り
、
労
働
可

(ùø
)
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
も
あ
っ
て
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
シ
ャ
パ
ラ
ン
・
ヌ
ガ
レ
女
史
に
よ
れ

ば
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
絶
対
的
な
人
員
不
足
の
た
め
、
乞
食
や
流
民
の
監
視
活
動
は
左
程
活
発
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の

住
民
二
〇
〇
万
人
に
対
し
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
当
初
二
七
分
遣
隊
、
憲
兵
一
五
〇
人
と
い
う
少
な
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の

活
動
は
塩
の
密
輸
取
り
締
ま
り
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
は
塩
税
が
ミ
ノm

inot

（
約
三
九
リ
ッ
ト

ル
）
当
り
二
リ
ー
ヴ
ル
で
し
か
な
い
の
に
、
隣
接
す
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
同
一
三
リ
ー
ヴ
ル
、
ア
ン
ジ
ュ
や
メ
ー
ヌ
で
は
五
九
リ
ー
ヴ

ル
も
し
た
か
ら
、
当
然
密
輸
が
は
び
こ
っ
て
お
り
、
住
民
の
中
に
は
そ
の
運
び
屋
と
し
て
賃
銀
を
稼
ぐ
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
高
等
法
院
も
、
隣
接
す
る
他
州
の
人
間
が
こ
の
地
に
来
て
居
を
構
え
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
た

が
、
同
胞
た
ち
が
塩
の
密
輸
を
す
る
こ
と
は
大
目
に
見
て
い
た
と
い
う
。[N

ougaret,p.157]

話
を
乞
食
や
流
民
の
取
り
締
ま
り
に
戻
す
と
、
一
七
二
六
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
が
残
し
た
調
書
は
四
九

件
と
少
な
い
。
マ
レ
シ
ョ
セ
は
職
務
質
問
し
て
も
逮
捕
・
拘
留
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
も
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
も
、「
追
放
、
生

国
送
還
、
流
浪
・
物
乞
い
の
禁
止
」
と
い
う
軽
い
裁
決
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
財
務
総
監
オ
リ
ィ
は
、
一
七
三
〇
年
四
月
に
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
地
方
長
官
宛
て
に
、
当
地
方
に
は
乞
食
や
流
民
が
横
ᷓ
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
許
可
な
く
流
民
を
釈
放
し
な
い
よ
う
に
周

知
せ
よ
と
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
地
方
長
官
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
で
き
る
だ
け
流
民
を
捕
捉

し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
よ
う
に
と
指
示
を
与
え
た
。[N

ougaret,p.215]

(ùù
)
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
七
八
年
開
設
）
は
小
規
模
で
、
専
ら
労
働
不
能
貧
民
と
子
ど
も
を
収
容
し
た
。
一
七
二

八
年
に
は
労
働
不
能
貧
民
三
二
人
、
子
ど
も
五
二
人
、
二
九
年
は
各
三
三
人
と
七
二
人
、
三
〇
年
は
三
七
人
と
七
二
人
、
三
一
年
は
三
九

人
と
九
二
人
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
志
願
入
所
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。[N

ougaret,p.218]
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不
能
貧
民
と
子
ど
も
ら
の
避
難
所asile

で
あ
っ
た
。
記
録
が
残
っ
て
い
る
一
七
二
八
年
か
ら
三
一
年
ま
で
の
年
間
入
所
者
は
五
〇

〇
人
を
超
え
る
の
だ
が
、
そ
の
八
二
～
八
九
％
が
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
と
子
ど
も
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
残
り
の
一
〇
数
％
、

五
〇
～
六
〇
人
が
労
働
可
能
な
貧
民
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
志
願
入
所
者engagés

」
で
あ
っ
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡

邏
に
捕
捉
連
行
さ
れ
た
者
は
ご
く
ᷮ
か
だ
っ
た
よ
う
だ(ùø)。
更
に
注
目
さ
る
べ
き
は
志
願
者
の
六
分
の
五
は
女
性
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
彼
女
た
ち
は
何
の
生
活
支
援
も
な
く
困
窮
極
ま
っ
て
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
パ
ン
と
寝
床
を
求
め
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
彼
女
ら
は
掃
除
・
洗
濯
な
ど
所
内
の
雑
務
的
な
仕
事
に
汗
を
流
し
た
。

巡
邏
が
捕
捉
・
連
行
し
た
な
か
に
「
壮
健
な
乞
食
・
流
民
」
が
い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
こ
れ
を
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
せ
ず
、
レ
ン
ヌ
で
は
ト
ゥ
サ
ン
塔
に
あ
る
監
獄
に
、
ヴ
ィ
ト
レ
で
は
市
の
監
獄
に
ぶ

ち
込
ん
だ
。
こ
の
二
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
地
方
長
官
の
一
七
二
四
年
王
令
を
忠
実
に
実
行
せ
よ
と
の
強
い
要
請
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
だ
け
を
受
け
容
れ
て
世
話
し
た
の
で
あ
る(ùù)。
こ
こ

の
理
事
た
ち
は
地
方
の
自
律
性
を
誇
り
に
し
て
い
た
か
ら
、
王
権
が
求
め
た
壮
健
な
貧
民
を
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
「
閉
じ
込

め
」、
半
ば
強
制
的
に
労
働
さ
せ
る
と
い
う
方
針
に
強
い
忌
避
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
は
、
コ
ル
ベ
ー
ル
や
地
方
長
官
の
強
い
介
入
が
あ
っ
た
こ
と

は
前
述
し
た
が
、
こ
こ
で
も
入
所
者
の
主
流
は
労
働
不
能
貧
民
で
あ
っ
た
。
一
七
二
四
年
王
令
が
で
る
と
再
び
地
方
長
官
が
介
入

し
、
壮
健
な
る
乞
食
・
流
民
の
受
け
容
れ
を
強
く
求
め
た
。
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
旧
サ
ン
・
テ
ス
プ
リ
病
院
の
数
部
屋
を
借

り
上
げ
、
六
〇
床
（
後
に
一
二
〇
床
）
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
書
記
や
介
護
と
警
備
要
員
を
九
名
配
置
し
、
受
け
容
れ
態
勢
を
整

え
た
。
資
料
が
あ
る
一
七
二
九
年
の
入
所
者
の
構
成
を
見
る
と
、
計
一
一
八
人
の
う
ち
、
労
働
不
能
貧
民
は
八
七
人
、
労
働
可
能
貧

民
は
三
一
人
で
あ
っ
た
。
労
働
不
能
貧
民
を
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
男
一
四
人
、
女
一
九
人
、
子
ど
も
五
四
人
で
あ
り
、
労
働
可

(ùø
)
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
も
あ
っ
て
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
シ
ャ
パ
ラ
ン
・
ヌ
ガ
レ
女
史
に
よ
れ

ば
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
絶
対
的
な
人
員
不
足
の
た
め
、
乞
食
や
流
民
の
監
視
活
動
は
左
程
活
発
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の

住
民
二
〇
〇
万
人
に
対
し
、
マ
レ
シ
ョ
セ
は
当
初
二
七
分
遣
隊
、
憲
兵
一
五
〇
人
と
い
う
少
な
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
マ
レ
シ
ョ
セ
の

活
動
は
塩
の
密
輸
取
り
締
ま
り
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
で
は
塩
税
が
ミ
ノm

inot

（
約
三
九
リ
ッ
ト

ル
）
当
り
二
リ
ー
ヴ
ル
で
し
か
な
い
の
に
、
隣
接
す
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
同
一
三
リ
ー
ヴ
ル
、
ア
ン
ジ
ュ
や
メ
ー
ヌ
で
は
五
九
リ
ー
ヴ

ル
も
し
た
か
ら
、
当
然
密
輸
が
は
び
こ
っ
て
お
り
、
住
民
の
中
に
は
そ
の
運
び
屋
と
し
て
賃
銀
を
稼
ぐ
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
高
等
法
院
も
、
隣
接
す
る
他
州
の
人
間
が
こ
の
地
に
来
て
居
を
構
え
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
た

が
、
同
胞
た
ち
が
塩
の
密
輸
を
す
る
こ
と
は
大
目
に
見
て
い
た
と
い
う
。[N

ougaret,p.157]

話
を
乞
食
や
流
民
の
取
り
締
ま
り
に
戻
す
と
、
一
七
二
六
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
一
二
年
間
に
、
マ
レ
シ
ョ
セ
が
残
し
た
調
書
は
四
九

件
と
少
な
い
。
マ
レ
シ
ョ
セ
は
職
務
質
問
し
て
も
逮
捕
・
拘
留
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
も
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
も
、「
追
放
、
生

国
送
還
、
流
浪
・
物
乞
い
の
禁
止
」
と
い
う
軽
い
裁
決
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
財
務
総
監
オ
リ
ィ
は
、
一
七
三
〇
年
四
月
に
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
地
方
長
官
宛
て
に
、
当
地
方
に
は
乞
食
や
流
民
が
横
ᷓ
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
許
可
な
く
流
民
を
釈
放
し
な
い
よ
う
に
周

知
せ
よ
と
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
地
方
長
官
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
で
き
る
だ
け
流
民
を
捕
捉

し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
よ
う
に
と
指
示
を
与
え
た
。[N

ougaret,p.215]

(ùù
)
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
七
八
年
開
設
）
は
小
規
模
で
、
専
ら
労
働
不
能
貧
民
と
子
ど
も
を
収
容
し
た
。
一
七
二

八
年
に
は
労
働
不
能
貧
民
三
二
人
、
子
ど
も
五
二
人
、
二
九
年
は
各
三
三
人
と
七
二
人
、
三
〇
年
は
三
七
人
と
七
二
人
、
三
一
年
は
三
九

人
と
九
二
人
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
志
願
入
所
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。[N

ougaret,p.218]
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能
貧
民
は
男
二
一
人
、
女
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
後
者
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
よ
り
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
の

か
、
あ
る
い
は
自
ら
志
願
し
て
入
所
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
当
オ
ピ
タ
ル
が
王
令
の
趣
旨
を

ん
で
、
壮
健

な
乞
食
・
流
民
を
そ
れ
な
り
に
受
け
容
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
王
権
の
要
請
に
す
ん
な
り
と
従
っ
た
訳
で
は

な
か
っ
た
。「
彼
ら
は
労
働
を
拒
ん
で
い
る
の
で
、
お
仕
置
き
と
し
て
パ
ン
と
水
だ
け
の
食
事
し
か
与
え
な
か
っ
た
」
と
あ
る
か
ら

で
あ
る
。[B

olotte,p.15]

こ
う
し
た
な
か
一
七
三
一
年
に
こ
の
町
に
流
民
が
押
し
寄
せ
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
く
事
件
が
起
き
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
う

ち
三
〇
人
ほ
ど
を
捕
ら
え
当
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
し
た
。
す
る
と
前
か
ら
入
所
し
て
い
た
貧
民
の
中
に
は
こ
れ
を
嫌
っ
て
逃
げ
出
す
者

が
続
出
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
国
王
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
補
助
金
交
付
を
中
止
し
た
。
こ
れ

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
の
勃
発
に
よ
る
戦
費
確
保
の
た
め
に
、
全
国
一
律
に
採
ら
れ
た
措
置
な
の
だ
が
、
当
オ
ピ
タ
ル
は
当
然
運

営
困
難
に
陥
り
、
業
務
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
地
方
長
官
と
協
議
し
、
そ
の
合
意
の
下
に
当
オ
ピ
タ
ル
は
、
収
容
し
て
い
た

乞
食
や
流
民
の
大
部
分
を
釈
放
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
よ
そ
者
貧
民
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
方
長
官
は
彼
ら
に
生
国
に
戻
り
、
そ
こ
の

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
出
頭
し
て
世
話
を
受
け
る
よ
う
に
と
訓
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
示
に
唯
々
諾
々
と
従
う
流

民
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
、
大
い
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
後
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
は
身
障
者
や
老
齢
貧
民
、
子
ど
も
な
ど
労
働
不
能
貧
民
だ
け
を
収
容
す
る
ホ
ス
ピ
ス
に
戻
っ
た
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
は
も
う
一
つ
、
マ
コ
ン
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
七
二
四
年
王
令
に
従
っ
て
、
積

極
的
に
労
働
可
能
貧
民
を
受
け
容
れ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
一
七
二
九
年
の
入
所
者
の
構
成
は
、
労
働
不
能
貧
民
は
、
男
女
が
各

九
人
、
子
ど
も
九
四
人
の
計
一
一
二
人
に
対
し
、
労
働
可
能
貧
民
は
男
八
二
人
、
女
六
人
の
計
八
八
人
に
昇
る
。
全
体
の
四
四
％
が

労
働
可
能
貧
民
だ
っ
た
こ
と
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
彼
ら
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
も
の
か
、「
志
願
者
」
か
は
、
判

然
と
し
な
い
が
、
彼
ら
は
オ
ピ
タ
ル
が
用
意
し
た
「
安
価
な
毛
織
物

ド

ロ

ゲ

」
製
造
に
は
意
欲
を
示
さ
ず
、
働
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
四

年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
王
権
か
ら
年
間
一
六
千
リ
ー
ヴ
ル
も
の
補
助
金
が
こ
の
オ
ピ
タ
ル
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
に
及
び
、
壮
健
貧
民
の
受
け
容
れ
も
停
止
し
た
よ
う
で
あ
る
。[B

olotte,p.175]

そ
の
後
、
当
オ
ピ
タ
ル

は
子
ど
も
ら
の
綿
紡
績
と
織
布
の
技
能
研
修
に
力
を
注
ぎ
、
成
功
を
収
め
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
ホ
ス
ピ
ス
兼
孤
児
院
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
中
部
ベ
リ
ィ
の
州
都
ブ
ー
ル
ジ
ュ
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
二
四
年
の
王
令
に
忠
実
に
、

か
つ
素
早
く
対
応
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
四
年
八
月
二
三
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
に
、
当
オ
ピ
タ
ル
に
入
所
し
た
者
は
四

九
人
、
う
ち
二
一
人
は
マ
レ
シ
ョ
セ
か
巡
邏
に
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
だ
っ
た
。
翌
一
〇
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
期
間
で
は
、
入
所

者
五
〇
人
の
う
ち
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
は
二
六
人
に
昇
っ
た
。
さ
ら
に
一
二
月
二
五
日
か
ら
翌
年
二
月
末
ま
で
の
期
間
で
は
、
延

べ
三
二
〇
人
が
入
所
し
た
が
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
者
一
二
五
人
、
自
発
的
入
所
者
一
九
五
人
だ
っ
た
。

[Paultre,p.346]

こ
の
半
年
余
の
間
に
入
所
し
た
者
の
凡
そ
半
分
が
、「
乞
食
狩
り
」
で
捕
ら
え
ら
れ
収
容
さ
れ
た
貧
民
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
推
移
や
、
こ
れ
ら
壮
健
な
貧
民
が
所
内
で
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
の
か
は
不
明
な
の
だ
が
、
二
四
年
以
後
数
年
間
は
王

令
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
っ
た
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
二
四
年
王
令
を
う
け
て
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
ほ
か
、
ク
レ
ル
モ
ン
、
テ
ィ
エ
ー

ル
、
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
、
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
な
ど
管
轄
区
の
七
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
流
浪
す
る
乞
食
や
流
民
の
受
け
入

れ
を
要
請
し
た
。

イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
前
述
の
よ
う
に
ベ
ッ
ド
数
三
〇
床
の
小コ

体テ
イ

な
施
設
だ
が
、
こ
の
要
請
に
応
え
て
マ
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能
貧
民
は
男
二
一
人
、
女
一
〇
人
で
あ
っ
た
。
後
者
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
よ
り
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
の

か
、
あ
る
い
は
自
ら
志
願
し
て
入
所
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
当
オ
ピ
タ
ル
が
王
令
の
趣
旨
を

ん
で
、
壮
健

な
乞
食
・
流
民
を
そ
れ
な
り
に
受
け
容
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
王
権
の
要
請
に
す
ん
な
り
と
従
っ
た
訳
で
は

な
か
っ
た
。「
彼
ら
は
労
働
を
拒
ん
で
い
る
の
で
、
お
仕
置
き
と
し
て
パ
ン
と
水
だ
け
の
食
事
し
か
与
え
な
か
っ
た
」
と
あ
る
か
ら

で
あ
る
。[B

olotte,p.15]

こ
う
し
た
な
か
一
七
三
一
年
に
こ
の
町
に
流
民
が
押
し
寄
せ
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
く
事
件
が
起
き
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
う

ち
三
〇
人
ほ
ど
を
捕
ら
え
当
オ
ピ
タ
ル
に
収
容
し
た
。
す
る
と
前
か
ら
入
所
し
て
い
た
貧
民
の
中
に
は
こ
れ
を
嫌
っ
て
逃
げ
出
す
者

が
続
出
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
国
王
は
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
補
助
金
交
付
を
中
止
し
た
。
こ
れ

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
の
勃
発
に
よ
る
戦
費
確
保
の
た
め
に
、
全
国
一
律
に
採
ら
れ
た
措
置
な
の
だ
が
、
当
オ
ピ
タ
ル
は
当
然
運

営
困
難
に
陥
り
、
業
務
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
地
方
長
官
と
協
議
し
、
そ
の
合
意
の
下
に
当
オ
ピ
タ
ル
は
、
収
容
し
て
い
た

乞
食
や
流
民
の
大
部
分
を
釈
放
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
よ
そ
者
貧
民
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
方
長
官
は
彼
ら
に
生
国
に
戻
り
、
そ
こ
の

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
出
頭
し
て
世
話
を
受
け
る
よ
う
に
と
訓
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
示
に
唯
々
諾
々
と
従
う
流

民
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
、
大
い
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
後
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
は
身
障
者
や
老
齢
貧
民
、
子
ど
も
な
ど
労
働
不
能
貧
民
だ
け
を
収
容
す
る
ホ
ス
ピ
ス
に
戻
っ
た
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
は
も
う
一
つ
、
マ
コ
ン
に
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
七
二
四
年
王
令
に
従
っ
て
、
積

極
的
に
労
働
可
能
貧
民
を
受
け
容
れ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
一
七
二
九
年
の
入
所
者
の
構
成
は
、
労
働
不
能
貧
民
は
、
男
女
が
各

九
人
、
子
ど
も
九
四
人
の
計
一
一
二
人
に
対
し
、
労
働
可
能
貧
民
は
男
八
二
人
、
女
六
人
の
計
八
八
人
に
昇
る
。
全
体
の
四
四
％
が

労
働
可
能
貧
民
だ
っ
た
こ
と
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
彼
ら
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
も
の
か
、「
志
願
者
」
か
は
、
判

然
と
し
な
い
が
、
彼
ら
は
オ
ピ
タ
ル
が
用
意
し
た
「
安
価
な
毛
織
物

ド

ロ

ゲ

」
製
造
に
は
意
欲
を
示
さ
ず
、
働
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
四

年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
王
権
か
ら
年
間
一
六
千
リ
ー
ヴ
ル
も
の
補
助
金
が
こ
の
オ
ピ
タ
ル
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
に
及
び
、
壮
健
貧
民
の
受
け
容
れ
も
停
止
し
た
よ
う
で
あ
る
。[B

olotte,p.175]

そ
の
後
、
当
オ
ピ
タ
ル

は
子
ど
も
ら
の
綿
紡
績
と
織
布
の
技
能
研
修
に
力
を
注
ぎ
、
成
功
を
収
め
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
ホ
ス
ピ
ス
兼
孤
児
院
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
中
部
ベ
リ
ィ
の
州
都
ブ
ー
ル
ジ
ュ
で
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
も
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
二
四
年
の
王
令
に
忠
実
に
、

か
つ
素
早
く
対
応
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
四
年
八
月
二
三
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
に
、
当
オ
ピ
タ
ル
に
入
所
し
た
者
は
四

九
人
、
う
ち
二
一
人
は
マ
レ
シ
ョ
セ
か
巡
邏
に
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
だ
っ
た
。
翌
一
〇
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
期
間
で
は
、
入
所

者
五
〇
人
の
う
ち
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
は
二
六
人
に
昇
っ
た
。
さ
ら
に
一
二
月
二
五
日
か
ら
翌
年
二
月
末
ま
で
の
期
間
で
は
、
延

べ
三
二
〇
人
が
入
所
し
た
が
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
者
一
二
五
人
、
自
発
的
入
所
者
一
九
五
人
だ
っ
た
。

[Paultre,p.346]

こ
の
半
年
余
の
間
に
入
所
し
た
者
の
凡
そ
半
分
が
、「
乞
食
狩
り
」
で
捕
ら
え
ら
れ
収
容
さ
れ
た
貧
民
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
推
移
や
、
こ
れ
ら
壮
健
な
貧
民
が
所
内
で
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
の
か
は
不
明
な
の
だ
が
、
二
四
年
以
後
数
年
間
は
王

令
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
っ
た
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
地
方
長
官
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
二
四
年
王
令
を
う
け
て
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
ほ
か
、
ク
レ
ル
モ
ン
、
テ
ィ
エ
ー

ル
、
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
、
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
な
ど
管
轄
区
の
七
つ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
流
浪
す
る
乞
食
や
流
民
の
受
け
入

れ
を
要
請
し
た
。

イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
前
述
の
よ
う
に
ベ
ッ
ド
数
三
〇
床
の
小コ

体テ
イ

な
施
設
だ
が
、
こ
の
要
請
に
応
え
て
マ
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レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
捕
捉
・
連
行
し
た
乞
食
・
流
民
を
収
容
し
た
。
入
所
記
録
簿
に
よ
れ
ば
、
二
四
年
の
入
所
者
計
二
二
人
の
う
ち

男
は
九
名
、
そ
の
う
ち
壮
健
な
乞
食
は
八
人
、
そ
の
う
ち
六
人
は
マ
レ
シ
ョ
セ
に
逮
捕
さ
れ
た
者
だ
っ
た
。
翌
二
五
年
は
二
五
人
の

入
所
者
の
う
ち
一
〇
名
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
者
、
う
ち
三
人
が
壮
健
な
乞
食
だ
っ
た
と
い
う
。[B

ellande,p.

139 (ù3
)]

だ
が
翌
年
以
降
、
こ
の
手
の
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
・
連
行
は
目
立
っ
て
減
少
す
る
。
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
も
早
く
も
一
七
三
〇
年
前
に
、
王
令
施
行
の
意
欲
が
衰
え
て
、
旧
来
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
伝
統
を
引
く
老
齢
病
者
や
孤
児
な
ど
労

働
不
能
貧
民
を
世
話
す
る
施
設
に
戻
っ
た
。

そ
の
他
の
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
と
似
た
よ
う
な
軌
跡
を
ḷ
っ
た
よ
う
だ
。
オ
ー
リ
ャ

ッ
ク
の
オ
ピ
タ
ル
は
二
四
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
男
一
四
人
、
女
一
一
人
、
計
二
五
人
の
浮
浪
乞
食
を
収
容
し
た
。
ク

レ
ル
モ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
二
四
年
一
二
月
に
男
八
人
、
女
七
人
、
計
一
五
人
の
浮
浪
乞
食
が
収
容
さ
れ
た
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
そ

れ
に
は
、
二
四
年
に
は
男
二
六
人
、
女
二
四
人
の
計
五
〇
人
が
、
翌
二
五
年
に
は
男
五
九
人
、
女
四
六
人
の
計
一
〇
五
人
の
浮
浪
乞

食
が
収
容
さ
れ
た
。[G

utton,1973,p.202]
テ
ィ
エ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
抜
き
ん
で
て
収
容
者
が
多
い
の
は
、
こ
の
地
は
製
紙
業

が
盛
ん
で
労
働
者
住
民
が
多
い
こ
と
、
加
え
て
ク
レ
ル
モ
ン
か
ら
リ
ヨ
ン
ま
た
は
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
に
至
る
幹
線
道
路
の
中
ほ
ど

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。

地
方
長
官
の
強
い
要
請
を
う
け
て
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
、「
乞
食
狩
り
」
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
そ
の

結
果
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
小
教
区
か
ら
は
乞
食
の
姿
が
消
え
た
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
面
的
な
成
果
は
、
決
し
て
貧
窮
問

題
の
根
本
的
な
解
決
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
一
七
二
九
年
に
地
方
長
官
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
財
務
総
監
宛
て
に
、「
貧
窮
が
再
び

起
こ
り
、
こ
の
地
方
の
村
々
に
は
人ヒ

ト

気ケ

が
な
い
。
皆
町
に
物
乞
い
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。[Paultre,p.347]

一
七
三
〇
年
に
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
の
後
任
地
方
長
官
と
な
っ
た
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌTrudaine

も
、
熱
心
に
貧
民
救
済
に
取
り
組
み
、

と
く
に
ク
レ
ル
モ
ン
と
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
事
業
に
力
を
注
い
だ
。
ク
レ

ル
モ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
に
毛
織
物
製
造
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
を
造
り
、
ベ
リ
ィ
や
ブ
ー
ル
ジ
ュ
な
ど
か
ら
職
人
や
労
働
者
を
招
き
、
入
所

者
に
技
術
を
伝
授
さ
せ
た
。
そ
の
製
品
は
ド
ロ
ゲ
や
ラ
チ
ネ
な
ど
左
程
上
等
で
は
な
い
毛
織
物
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ル
ド
ー
な
ど
の
大

市
で
売
ら
れ
た
。
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
は
こ
の
た
め
に
院
内
規
則
を
逸
脱
し
て
起
床
時
間
を
早
め
、
祈
り
と
ミ
サ
の
時
間
を
削
り
、
院

内
労
働
を
充
実
さ
せ
た
と
い
う
。
ど
れ
ほ
ど
の
入
所
者
、
と
り
わ
け
「
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
が
、
か
れ
の
指
示
に
従
っ
て
労
働
に

勤
し
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
が
三
四
年
に
別
の
任
地
に
転
出
す
る
と
教
師
役
の
職
人
も
辞
め
る
者
が
出
て
、
在

庫
は
山
積
し
マ
ニ
ュ
も
沈
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
マ
ニ
ュ
の
活
況
は
ᷮ
か
二
年
足
ら
ず
だ
っ
た
。[G

utton,1973,p.150]

も
う
一
つ
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
も
、
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
は
三
二
年
に
織
機
二
〇
台
を
購
入
さ
せ
、
原
毛
を
紡
績
し
織

布
に
仕
上
げ
る
作
業
を
開
始
し
た
。
入
所
者
の
凡
そ
半
分
四
七
人
が
労
働
可
能
で
あ
り
、
─
う
ち
何
名
か
は
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ

っ
た
─
少
年
少
女
ら
と
共
に
羊
毛
の
経
糸
と
緯
糸
、
梳
毛
、
カ
セ
上
げ
な
ど
の
作
業
に
従
事
し
た
。
こ
こ
で
も
他
所
か
ら
織
布
工
な

ど
の
職
人
を
招
き
技
能
を
学
ん
だ
と
い
う
。
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
が
離
任
し
た
後
も
、
こ
こ
で
は
一
七
五
二
年
頃
ま
で
事
業
が
細
々
と

続
い
た
と
い
う
。[G

utton,1973,p.152]

(ù3
)
ギ
ュ
ト
ン
の
研
究
で
は
収
容
さ
れ
た
乞
食
の
数
が
幾
分
異
な
る
が
大
き
な
差
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
記
す
と
、
二
四
年
が
男
一
二
人
、

女
五
人
の
計
一
七
人
、
二
五
年
は
男
一
四
人
、
女
一
一
人
の
計
二
五
人
、
二
七
年
は
男
一
七
人
、
女
六
人
の
計
二
三
人
で
あ
る
。

[G
utton,1973,p.202]

但
し
か
れ
の
研
究
で
は
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
捕
捉
・
連
行
し
た
乞
食
・
流
民
を
収
容
し
た
。
入
所
記
録
簿
に
よ
れ
ば
、
二
四
年
の
入
所
者
計
二
二
人
の
う
ち

男
は
九
名
、
そ
の
う
ち
壮
健
な
乞
食
は
八
人
、
そ
の
う
ち
六
人
は
マ
レ
シ
ョ
セ
に
逮
捕
さ
れ
た
者
だ
っ
た
。
翌
二
五
年
は
二
五
人
の

入
所
者
の
う
ち
一
〇
名
が
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
者
、
う
ち
三
人
が
壮
健
な
乞
食
だ
っ
た
と
い
う
。[B

ellande,p.

139 (ù3
)]

だ
が
翌
年
以
降
、
こ
の
手
の
乞
食
や
流
民
の
捕
捉
・
連
行
は
目
立
っ
て
減
少
す
る
。
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
も
早
く
も
一
七
三
〇
年
前
に
、
王
令
施
行
の
意
欲
が
衰
え
て
、
旧
来
の
オ
テ
ル
・
デ
ュ
の
伝
統
を
引
く
老
齢
病
者
や
孤
児
な
ど
労

働
不
能
貧
民
を
世
話
す
る
施
設
に
戻
っ
た
。

そ
の
他
の
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
と
似
た
よ
う
な
軌
跡
を
ḷ
っ
た
よ
う
だ
。
オ
ー
リ
ャ

ッ
ク
の
オ
ピ
タ
ル
は
二
四
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
男
一
四
人
、
女
一
一
人
、
計
二
五
人
の
浮
浪
乞
食
を
収
容
し
た
。
ク

レ
ル
モ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
二
四
年
一
二
月
に
男
八
人
、
女
七
人
、
計
一
五
人
の
浮
浪
乞
食
が
収
容
さ
れ
た
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
そ

れ
に
は
、
二
四
年
に
は
男
二
六
人
、
女
二
四
人
の
計
五
〇
人
が
、
翌
二
五
年
に
は
男
五
九
人
、
女
四
六
人
の
計
一
〇
五
人
の
浮
浪
乞

食
が
収
容
さ
れ
た
。[G

utton,1973,p.202]

テ
ィ
エ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
抜
き
ん
で
て
収
容
者
が
多
い
の
は
、
こ
の
地
は
製
紙
業

が
盛
ん
で
労
働
者
住
民
が
多
い
こ
と
、
加
え
て
ク
レ
ル
モ
ン
か
ら
リ
ヨ
ン
ま
た
は
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
に
至
る
幹
線
道
路
の
中
ほ
ど

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。

地
方
長
官
の
強
い
要
請
を
う
け
て
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
、「
乞
食
狩
り
」
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
そ
の

結
果
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
小
教
区
か
ら
は
乞
食
の
姿
が
消
え
た
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
面
的
な
成
果
は
、
決
し
て
貧
窮
問

題
の
根
本
的
な
解
決
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
一
七
二
九
年
に
地
方
長
官
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
財
務
総
監
宛
て
に
、「
貧
窮
が
再
び

起
こ
り
、
こ
の
地
方
の
村
々
に
は
人ヒ

ト

気ケ

が
な
い
。
皆
町
に
物
乞
い
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。[Paultre,p.347]

一
七
三
〇
年
に
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
の
後
任
地
方
長
官
と
な
っ
た
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌTrudaine

も
、
熱
心
に
貧
民
救
済
に
取
り
組
み
、

と
く
に
ク
レ
ル
モ
ン
と
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
事
業
に
力
を
注
い
だ
。
ク
レ

ル
モ
ン
の
オ
ピ
タ
ル
に
毛
織
物
製
造
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
を
造
り
、
ベ
リ
ィ
や
ブ
ー
ル
ジ
ュ
な
ど
か
ら
職
人
や
労
働
者
を
招
き
、
入
所

者
に
技
術
を
伝
授
さ
せ
た
。
そ
の
製
品
は
ド
ロ
ゲ
や
ラ
チ
ネ
な
ど
左
程
上
等
で
は
な
い
毛
織
物
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ル
ド
ー
な
ど
の
大

市
で
売
ら
れ
た
。
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
は
こ
の
た
め
に
院
内
規
則
を
逸
脱
し
て
起
床
時
間
を
早
め
、
祈
り
と
ミ
サ
の
時
間
を
削
り
、
院

内
労
働
を
充
実
さ
せ
た
と
い
う
。
ど
れ
ほ
ど
の
入
所
者
、
と
り
わ
け
「
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
が
、
か
れ
の
指
示
に
従
っ
て
労
働
に

勤
し
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
が
三
四
年
に
別
の
任
地
に
転
出
す
る
と
教
師
役
の
職
人
も
辞
め
る
者
が
出
て
、
在

庫
は
山
積
し
マ
ニ
ュ
も
沈
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
マ
ニ
ュ
の
活
況
は
ᷮ
か
二
年
足
ら
ず
だ
っ
た
。[G

utton,1973,p.150]

も
う
一
つ
サ
ン
・
フ
ル
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
も
、
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
は
三
二
年
に
織
機
二
〇
台
を
購
入
さ
せ
、
原
毛
を
紡
績
し
織

布
に
仕
上
げ
る
作
業
を
開
始
し
た
。
入
所
者
の
凡
そ
半
分
四
七
人
が
労
働
可
能
で
あ
り
、
─
う
ち
何
名
か
は
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ

っ
た
─
少
年
少
女
ら
と
共
に
羊
毛
の
経
糸
と
緯
糸
、
梳
毛
、
カ
セ
上
げ
な
ど
の
作
業
に
従
事
し
た
。
こ
こ
で
も
他
所
か
ら
織
布
工
な

ど
の
職
人
を
招
き
技
能
を
学
ん
だ
と
い
う
。
ト
ゥ
リ
ュ
デ
ー
ヌ
が
離
任
し
た
後
も
、
こ
こ
で
は
一
七
五
二
年
頃
ま
で
事
業
が
細
々
と

続
い
た
と
い
う
。[G

utton,1973,p.152]

(ù3
)
ギ
ュ
ト
ン
の
研
究
で
は
収
容
さ
れ
た
乞
食
の
数
が
幾
分
異
な
る
が
大
き
な
差
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
記
す
と
、
二
四
年
が
男
一
二
人
、

女
五
人
の
計
一
七
人
、
二
五
年
は
男
一
四
人
、
女
一
一
人
の
計
二
五
人
、
二
七
年
は
男
一
七
人
、
女
六
人
の
計
二
三
人
で
あ
る
。

[G
utton,1973,p.202]

但
し
か
れ
の
研
究
で
は
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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南
仏
マ
ル
セ
イ
ユ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
八
七
年
開
設
）
に
も
、
こ
の
時
期
多
く
の
乞
食
・
流
民
が
収
容
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
王
令
に
則
り
熱
心
に
「
乞
食
狩
り
」
を
し
た
「
成
果
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
こ
の
地
方
一
帯
の

住
民
が
困
窮
し
て
い
る
証
で
も
あ
っ
た
。
当
オ
ピ
タ
ル
は
、
入
所
者
を
「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
と
「
拘
留
さ
れ
た
乞
食
」
に
大
別

し
て
記
録
し
て
い
る
。「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
は
さ
ら
に
、
老
齢
や
身
体
障
碍
で
働
け
な
い
貧
民
と
子
ど
も
に
分
け
ら
れ
る
。
労

働
不
能
貧
民
は
一
七
二
四
年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
一
時
期
を
除
い
て
五
〇
人
前
後
で
安
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
子
ど
も
は
変
動

が
激
し
く
、
二
四
年
に
は
六
三
人
だ
っ
た
の
に
年
々
増
加
し
、
二
九
年
に
は
一
九
二
人
に
昇
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
事
情
で
我
が
子

を
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
親
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
「
捨
て
た
」
の
か
、
あ
る
い
は
後
述
の
ペ
ス
ト
で
親
を
亡
く
し
て
保
護
さ
れ
た
孤
児

た
ち
か
、
史
料
が
少
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
の
多
く
は
マ
ル
セ
イ
ユ
の

住
民
で
あ
っ
て
、
巡
邏
な
ど
に
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
は
ご
く
少
数
だ
っ
た(ù4)。（
表
ø
・
表
ù
参
照
）

こ
れ
に
対
し
、「
拘
留
さ
れ
た
乞
食
」
は
、
街
道
筋
や
街
中
で
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
数
は
二
四
年
に
は
一
三
〇
人
程
度
だ
っ
た
が
、
二
七
年
に
は
二
倍
の
二
六
四
人
に
も
達
し
、
そ
の
後
急
減
す
る
。
こ
の
人
々
の

特
徴
と
社
会
的
属
性
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
拘
留
乞
食
の
三
分
の
二
は
男
だ
が
、
女
の
乞
食
も
無
視
で
き
な
い
程
い
る
。
第
二
に
、
年
齢
別
で
は
青
少
年
と
壮
年
層

扶助を受けた乞食 抑留された乞食
子供 労働不能者 小計 男 女 小計 総計

ø7ù4 63 5ù øø5 ø07 ù4 ø3ø ù46
ù5 99 66 ø65 ø3ø 57 ø88 353
ù6 49 ù6 75 ø6ø 69 ù30 305
ù7 ø0ø 96 ø97 ø75 89 ù64 46ø
ù8 ø48 74 ùùù ø36 47 ø83 405
ù9 ø9ù 5ù ù44 67 ùø 88 33ù
30 ø34 39 ø73 66 øø 77 ù50
3ø ø39 43 ø8ù ù5 ù8 53 ù35
3ù ø54 63 ùø7 48 ø 49 ù66
33 ø30 50 ø80 øù7 øø ø38 3ø8
平均 øùø 56 ø77 ø04 36 ø40 3ø7

出典 {F. -P. Blanc, 1970, p. 119}

表 ø マルセイユのオピタル・ジュネラルの入所者 (1724-1733)

マルセイユ住民 よそ者 総 計
男 女 男 女 男 女

ø7ù4 ø5 3 9ù ùø ø07 ù4
ù5 6 3 øùø 47 øù7 50
ù6 5 6 ø39 50 ø44 56
ù7 8 9 øù8 59 ø36 68
ù8 6 ù ø0ø 36 ø07 3ù
ù9 ù - 6ø ùø 63 ùø
30 ø - 53 ø0 54 ø0
3ø ø 3 ùø ù3 ùù ù6
3ù ø - 47 ø 48 ø
33 5 - øøù ø øø7 øø

出典 {F. -P. Blanc, 1970, 112]
引用者Ḽ これは初犯の捕捉乞食だけである。

表 ù マルセイユで捕捉された乞食の出身地 (1724-1733)

(ù4
)
｢扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
の
数
が
都
市
住
民
に
比
し
て
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
れ
に
は
、
南
欧
の
都
市
に
は
「
貧
苦
を
羞
じ
る

貧
民pauvres

honteux

」
を
救
済
す
る
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ドm

iséricorde
」
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
わ
る
。「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
＝

慈
悲
の
心
」
と
い
う
組
織
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
貧
窮
の
渕
に
立
た
さ
れ
た
商
人
、
弁
護
士
、
芸
術
家
、
職
人
、
紳
士
、
不
治
の
病
者
な

ど
に
、
在
宅
救
済
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。[V

alrin,p.5]
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南
仏
マ
ル
セ
イ
ユ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
（
一
六
八
七
年
開
設
）
に
も
、
こ
の
時
期
多
く
の
乞
食
・
流
民
が
収
容
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
王
令
に
則
り
熱
心
に
「
乞
食
狩
り
」
を
し
た
「
成
果
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
こ
の
地
方
一
帯
の

住
民
が
困
窮
し
て
い
る
証
で
も
あ
っ
た
。
当
オ
ピ
タ
ル
は
、
入
所
者
を
「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
と
「
拘
留
さ
れ
た
乞
食
」
に
大
別

し
て
記
録
し
て
い
る
。「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
は
さ
ら
に
、
老
齢
や
身
体
障
碍
で
働
け
な
い
貧
民
と
子
ど
も
に
分
け
ら
れ
る
。
労

働
不
能
貧
民
は
一
七
二
四
年
か
ら
三
三
年
ま
で
、
一
時
期
を
除
い
て
五
〇
人
前
後
で
安
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
子
ど
も
は
変
動

が
激
し
く
、
二
四
年
に
は
六
三
人
だ
っ
た
の
に
年
々
増
加
し
、
二
九
年
に
は
一
九
二
人
に
昇
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
事
情
で
我
が
子

を
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
親
が
、
オ
ピ
タ
ル
に
「
捨
て
た
」
の
か
、
あ
る
い
は
後
述
の
ペ
ス
ト
で
親
を
亡
く
し
て
保
護
さ
れ
た
孤
児

た
ち
か
、
史
料
が
少
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
「
扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
の
多
く
は
マ
ル
セ
イ
ユ
の

住
民
で
あ
っ
て
、
巡
邏
な
ど
に
逮
捕
・
連
行
さ
れ
た
者
は
ご
く
少
数
だ
っ
た(ù4)。（
表
ø
・
表
ù
参
照
）

こ
れ
に
対
し
、「
拘
留
さ
れ
た
乞
食
」
は
、
街
道
筋
や
街
中
で
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
数
は
二
四
年
に
は
一
三
〇
人
程
度
だ
っ
た
が
、
二
七
年
に
は
二
倍
の
二
六
四
人
に
も
達
し
、
そ
の
後
急
減
す
る
。
こ
の
人
々
の

特
徴
と
社
会
的
属
性
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
拘
留
乞
食
の
三
分
の
二
は
男
だ
が
、
女
の
乞
食
も
無
視
で
き
な
い
程
い
る
。
第
二
に
、
年
齢
別
で
は
青
少
年
と
壮
年
層

扶助を受けた乞食 抑留された乞食
子供 労働不能者 小計 男 女 小計 総計

ø7ù4 63 5ù øø5 ø07 ù4 ø3ø ù46
ù5 99 66 ø65 ø3ø 57 ø88 353
ù6 49 ù6 75 ø6ø 69 ù30 305
ù7 ø0ø 96 ø97 ø75 89 ù64 46ø
ù8 ø48 74 ùùù ø36 47 ø83 405
ù9 ø9ù 5ù ù44 67 ùø 88 33ù
30 ø34 39 ø73 66 øø 77 ù50
3ø ø39 43 ø8ù ù5 ù8 53 ù35
3ù ø54 63 ùø7 48 ø 49 ù66
33 ø30 50 ø80 øù7 øø ø38 3ø8
平均 øùø 56 ø77 ø04 36 ø40 3ø7

出典 {F. -P. Blanc, 1970, p. 119}

表 ø マルセイユのオピタル・ジュネラルの入所者 (1724-1733)

マルセイユ住民 よそ者 総 計
男 女 男 女 男 女

ø7ù4 ø5 3 9ù ùø ø07 ù4
ù5 6 3 øùø 47 øù7 50
ù6 5 6 ø39 50 ø44 56
ù7 8 9 øù8 59 ø36 68
ù8 6 ù ø0ø 36 ø07 3ù
ù9 ù - 6ø ùø 63 ùø
30 ø - 53 ø0 54 ø0
3ø ø 3 ùø ù3 ùù ù6
3ù ø - 47 ø 48 ø
33 5 - øøù ø øø7 øø

出典 {F. -P. Blanc, 1970, 112]
引用者Ḽ これは初犯の捕捉乞食だけである。

表 ù マルセイユで捕捉された乞食の出身地 (1724-1733)

(ù4
)
｢扶
助
を
受
け
た
乞
食
」
の
数
が
都
市
住
民
に
比
し
て
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
れ
に
は
、
南
欧
の
都
市
に
は
「
貧
苦
を
羞
じ
る

貧
民pauvres

honteux

」
を
救
済
す
る
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ドm

iséricorde

」
と
い
う
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
わ
る
。「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ド
＝

慈
悲
の
心
」
と
い
う
組
織
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
貧
窮
の
渕
に
立
た
さ
れ
た
商
人
、
弁
護
士
、
芸
術
家
、
職
人
、
紳
士
、
不
治
の
病
者
な

ど
に
、
在
宅
救
済
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。[V

alrin,p.5]
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に
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
お
り
、
六
〇
歳
以
上
の
老
年
層
は
少

な
い
。（
表
ú
）
第
三
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
住
民
は
ご
く
少
数
で
あ

っ
て
、
大
部
分
が
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ
る
。
そ
の
出
身
地
を

調
べ
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
低
地
か
ら
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
地
へ
、
さ
ら
に
遠
く
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
一
帯
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
地
の
村
々
、
例
え
ば
フ

ォ
ル
カ
ル
キ
エ
、
シ
ス
テ
ロ
ン
、
デ
ィ
ー
ニ
ュ
、
カ
ス
テ
ラ
ン

ス
、
バ
ル
ス
ロ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
。
最
後
の
バ
ル
ス
ロ
ネ
ッ

ト
村
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
は
険
し
い
山
岳
路
で
二
〇
〇
㎞
の

距
離
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
々
か
ら
、
彼
ら
は
道
々
物
乞
い
し

な
が
ら
、
と
き
に
畑
の
作
物
を
盗
み
食
い
し
な
が
ら
、
何
日
も

か
け
て
歩
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
長
い
旅
程
に
は
老
齢
者

や
幼
児
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
前
職
を
見

る
と
、
当
然
な
が
ら
農
業
関
係
が
多
い
。
自
営
農
、
日
雇
農
、

羊
飼
い
、
ぶ
ど
う
栽
培
農
民
、
果
樹
栽
培
農
民
、
桑
の
葉
を
集

め
る
労
働
者
（
フ
ラ
ン
ス
で
も
こ
の
地
帯
は
養
蚕
業
が
盛
ん
だ

っ
た
）
な
ど
で
あ
る
。

マ
ル
セ
イ
ユ
の
後
背
地

ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
滔
々
と
流
れ
込
む
貧
民
を
生
み
出
し
た
の
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
一
帯
が
こ
の
時
期
、
戦
争
と
疫
病
、

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
七
〇
一
年
の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
で
は
サ
ヴ
ォ
ワ
軍
に
よ
る
侵
攻
を
う
け
て
、
住
民

は
戦
費
の
醵
出
、
秣
や
食
糧
の
徴
発
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
=オ
ラ
ン
ダ
軍
に
よ
り
、
ニ
ー
ス
南
西
部
カ
ー
ニ
ュ
の

オ
リ
ー
ヴ
樹
は
根
こ
そ
ぎ
抜
か
れ
た
と
い
う
。[B

lanc,p.97] (ù5
)

ま
た
疫
病
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
ペ
ス
ト
流
行
が
、
一
七
二
〇
年
に
こ
の
地
方
を
襲
い
、
甚
大
な
犠
牲
を
生
ん
だ
。
マ
ル
セ
イ

ユ
だ
け
で
人
口
の
半
分
が
死
亡
し
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
低
地
だ
け
で
も
一
〇
万
人
が
命
を
落
と
し
た
。［V

alrin,p.15:

西
迫
大
祐
、p.

56

］自
然
災
害
で
は
一
七
〇
九
年
の
厳
冬
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
関
わ
る
が
、
こ
の
地
で
は
右
の
サ
ヴ
ォ
ワ
軍
の
侵
攻
と
重
な
り
、
小
麦

の
種
ま
き
機
会
が
奪
わ
れ
、
翌
年
の
飢
餓
状
態
を
惹
き
起
こ
し
た
。
そ
の
後
も
厳
冬
は
断
続
的
に
起
こ
り
、
そ
の
都
度
オ
リ
ー
ヴ
や

ぶ
ど
う
の
樹
が
枯
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
夏
の
降
雹
も
、
一
七
一
〇
年
か
ら
の
三
年
間
と
一
七
年
、
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
と

断
続
的
に
起
こ
り
、
果
樹
栽
培
だ
け
で
な
く
、
そ
の
加
工
産
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。[V

alrin,p.16]

マ
ル
セ
イ
ユ
北

西
の
小
都
市
ラ
・
フ
ァ
ー
ル
の
参
事
会
は
、
一
七
三
二
年
に
地
方
長
官
補
佐
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
穀
物
の
収
穫
は
恐

ら
く
播
種
量
を
上
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ー
モ
ン
ド
の
収
穫
も
平
年
の
五
分
の
一
に
も
満
た
な
い
だ
ろ
う
。
オ
リ
ー
ヴ
も
頼
り

男性 合計 女姓 合計
年齢

年 ø5-ù0 ～30 ～40 ～50 ～60 60～ ø5-ù0 ～30 ～40 ～50 ～60 60～

ø7ù4 ø6 ù6 ùù ù7 ø5 ø ø07 4 9 9 ù - - ù4
ù5 ù0 37 ø9 ù7 ù5 3 ø3ø 6 ùù 8 7 ø4 - 57
ù6 3ù 36 ù8 ù3 3ø øø ø6ø 5 øù ø5 ø5 ø6 6 69
ù7 30 4ù ù4 ù3 ù8 ù8 ø75 ø4 ø8 ø9 ø7 ø7 4 89
ù8 38 37 ùø ø8 ø3 9 ø36 9 ø0 øø ø4 3 - 47
ù9 8 ùù øø ø3 9 4 67 ù 5 ù 6 5 ø ùø
30 ø3 ù3 8 8 ø3 ø 66 4 ù ù 3 - - øø
3ø øø 6 ù ø 3 ù ù5 7 6 8 5 ù - ù8
3ù 7 ùø 9 5 3 3 48 - - - ø - - ø
33 ø7 ø7 ù3 ø9 ùù ù9 øù7 - - ù ù - 6 øø

出典 [F. P. Blanc, 1970, p. 112]
引用者Ḽ ø 原表には ø5 歳以下のデータは記載がない。

Ḽ ù 60 歳以上は引用者が一括掲示した。

表 ú マルセイユで捕捉・拘留された乞食の年齢 (1724-1733)

(ù5
)
そ
の
後
一
七
四
〇
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
で
も
こ
こ
は
被
害
を
蒙
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
軍
港
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
近
く
に
大
艦

隊
を
集
結
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
を
討
伐
し
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
ヴ
ァ
ー
ル
河
を
Ḫ
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
軍
を
討
伐
す
る
か
た
わ
ら
、

近
隣
住
民
か
ら
多
額
の
軍
資
金
と
食
糧
を
徴
発
し
、
掠
奪
を
繰
り
広
げ
た
。[V

alrin,p.11]

一七二四年王令と乞食・流民の処遇

─ 97 (48)─

成城・経済研究 第 ù40 号（ù0ù3 年 3 月）

─ 96 (49)─



に
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
お
り
、
六
〇
歳
以
上
の
老
年
層
は
少

な
い
。（
表
ú
）
第
三
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
住
民
は
ご
く
少
数
で
あ

っ
て
、
大
部
分
が
「
よ
そ
者
貧
民
」
で
あ
る
。
そ
の
出
身
地
を

調
べ
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
低
地
か
ら
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
地
へ
、
さ
ら
に
遠
く
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
一
帯
に
ま

で
広
が
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
地
の
村
々
、
例
え
ば
フ

ォ
ル
カ
ル
キ
エ
、
シ
ス
テ
ロ
ン
、
デ
ィ
ー
ニ
ュ
、
カ
ス
テ
ラ
ン

ス
、
バ
ル
ス
ロ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
。
最
後
の
バ
ル
ス
ロ
ネ
ッ

ト
村
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
は
険
し
い
山
岳
路
で
二
〇
〇
㎞
の

距
離
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
々
か
ら
、
彼
ら
は
道
々
物
乞
い
し

な
が
ら
、
と
き
に
畑
の
作
物
を
盗
み
食
い
し
な
が
ら
、
何
日
も

か
け
て
歩
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
長
い
旅
程
に
は
老
齢
者

や
幼
児
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
前
職
を
見

る
と
、
当
然
な
が
ら
農
業
関
係
が
多
い
。
自
営
農
、
日
雇
農
、

羊
飼
い
、
ぶ
ど
う
栽
培
農
民
、
果
樹
栽
培
農
民
、
桑
の
葉
を
集

め
る
労
働
者
（
フ
ラ
ン
ス
で
も
こ
の
地
帯
は
養
蚕
業
が
盛
ん
だ

っ
た
）
な
ど
で
あ
る
。

マ
ル
セ
イ
ユ
の
後
背
地

ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
滔
々
と
流
れ
込
む
貧
民
を
生
み
出
し
た
の
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
一
帯
が
こ
の
時
期
、
戦
争
と
疫
病
、

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
七
〇
一
年
の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
で
は
サ
ヴ
ォ
ワ
軍
に
よ
る
侵
攻
を
う
け
て
、
住
民

は
戦
費
の
醵
出
、
秣
や
食
糧
の
徴
発
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
=オ
ラ
ン
ダ
軍
に
よ
り
、
ニ
ー
ス
南
西
部
カ
ー
ニ
ュ
の

オ
リ
ー
ヴ
樹
は
根
こ
そ
ぎ
抜
か
れ
た
と
い
う
。[B

lanc,p.97] (ù5
)

ま
た
疫
病
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
ペ
ス
ト
流
行
が
、
一
七
二
〇
年
に
こ
の
地
方
を
襲
い
、
甚
大
な
犠
牲
を
生
ん
だ
。
マ
ル
セ
イ

ユ
だ
け
で
人
口
の
半
分
が
死
亡
し
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
低
地
だ
け
で
も
一
〇
万
人
が
命
を
落
と
し
た
。［V

alrin,p.15:

西
迫
大
祐
、p.

56

］自
然
災
害
で
は
一
七
〇
九
年
の
厳
冬
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
関
わ
る
が
、
こ
の
地
で
は
右
の
サ
ヴ
ォ
ワ
軍
の
侵
攻
と
重
な
り
、
小
麦

の
種
ま
き
機
会
が
奪
わ
れ
、
翌
年
の
飢
餓
状
態
を
惹
き
起
こ
し
た
。
そ
の
後
も
厳
冬
は
断
続
的
に
起
こ
り
、
そ
の
都
度
オ
リ
ー
ヴ
や

ぶ
ど
う
の
樹
が
枯
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
夏
の
降
雹
も
、
一
七
一
〇
年
か
ら
の
三
年
間
と
一
七
年
、
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
と

断
続
的
に
起
こ
り
、
果
樹
栽
培
だ
け
で
な
く
、
そ
の
加
工
産
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。[V

alrin,p.16]

マ
ル
セ
イ
ユ
北

西
の
小
都
市
ラ
・
フ
ァ
ー
ル
の
参
事
会
は
、
一
七
三
二
年
に
地
方
長
官
補
佐
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
穀
物
の
収
穫
は
恐

ら
く
播
種
量
を
上
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ー
モ
ン
ド
の
収
穫
も
平
年
の
五
分
の
一
に
も
満
た
な
い
だ
ろ
う
。
オ
リ
ー
ヴ
も
頼
り

男性 合計 女姓 合計
年齢

年 ø5-ù0 ～30 ～40 ～50 ～60 60～ ø5-ù0 ～30 ～40 ～50 ～60 60～

ø7ù4 ø6 ù6 ùù ù7 ø5 ø ø07 4 9 9 ù - - ù4
ù5 ù0 37 ø9 ù7 ù5 3 ø3ø 6 ùù 8 7 ø4 - 57
ù6 3ù 36 ù8 ù3 3ø øø ø6ø 5 øù ø5 ø5 ø6 6 69
ù7 30 4ù ù4 ù3 ù8 ù8 ø75 ø4 ø8 ø9 ø7 ø7 4 89
ù8 38 37 ùø ø8 ø3 9 ø36 9 ø0 øø ø4 3 - 47
ù9 8 ùù øø ø3 9 4 67 ù 5 ù 6 5 ø ùø
30 ø3 ù3 8 8 ø3 ø 66 4 ù ù 3 - - øø
3ø øø 6 ù ø 3 ù ù5 7 6 8 5 ù - ù8
3ù 7 ùø 9 5 3 3 48 - - - ø - - ø
33 ø7 ø7 ù3 ø9 ùù ù9 øù7 - - ù ù - 6 øø

出典 [F. P. Blanc, 1970, p. 112]
引用者Ḽ ø 原表には ø5 歳以下のデータは記載がない。

Ḽ ù 60 歳以上は引用者が一括掲示した。

表 ú マルセイユで捕捉・拘留された乞食の年齢 (1724-1733)

(ù5
)
そ
の
後
一
七
四
〇
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
で
も
こ
こ
は
被
害
を
蒙
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
軍
港
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
近
く
に
大
艦

隊
を
集
結
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
を
討
伐
し
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
ヴ
ァ
ー
ル
河
を
Ḫ
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
軍
を
討
伐
す
る
か
た
わ
ら
、

近
隣
住
民
か
ら
多
額
の
軍
資
金
と
食
糧
を
徴
発
し
、
掠
奪
を
繰
り
広
げ
た
。[V

alrin,p.11]
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に
は
な
ら
な
い
。
秣
も
全
く
と
れ
な
い
。
住
民
は
昨
年
来
、
極
度
の
貧
民
に
喘
い
で
い
る
。」
と
。[V

alrin,p.17]

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
さ
れ
た
多
く
の
「
拘
留
乞
食
」
は
、
オ
ピ
タ
ル
の
規
則
で
は
二
カ
月
間
拘
留
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
脱
走
す
る
も
の
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。[B
lanc,p.114]

果
樹
栽
培
な
ど
農
業
に
従
事
し
て
い
た
農
民
に

と
っ
て
、
早
朝
か
ら
就
寝
ま
で
の
一
時
間
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
息
が
詰
ま
る
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
作
業
所
で

の
私
語
は
一
切
禁
止
、
休
憩
時
に
も
讃
美
歌
と
祈
り
な
ど
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
の
実
践
、
外
出
禁
止
、
禁
煙
、
制
服
着
用
な
ど
、

規
制
に
縛
ら
れ
た
生
活
は
き
つ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
彼
ら
に
用
意
さ
れ
た
仕
事
は
、
パ
ン
焼
き
、
靴
修
理
、
紡
績
や
織
布
な
ど
織
物

関
係
の
仕
事
、
そ
し
て
港
町
特
有
の
「
コ
ー
キ
ン
グ
」（
船
の
側
板
の
伱
間
に
詰
物
を
す
る
仕
事
）
な
ど
で
あ
っ
た
。［
府
中
望
、p.

33

］
節
く
れ
だ
っ
た
手
の
農
民
に
こ
れ
ら
の
仕
事
が
う
ま
く
で
き
た
か
ど
う
か
、
か
な
り
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
二
四
年
王
令
を
そ
れ
な
り
に
実
施
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
断
片
的
な
の
で
注
記
す

る
に
留
め
る(ù6)。

結
び
に
か
え
て
─
一
七
二
四
年
王
令
の
「
不
首
尾
」
を
考
え
る

一
七
二
四
年
王
令
が
掲
げ
た
乞
食
と
流
民
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
「
閉
じ
込
め
」
と
、
そ
こ
で
の
労
働
を
通
し
て
の
怠

惰
の
矯
正
と
い
う
目
標
は
、
以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
一
七
二
〇
年
改
革
で
全
国
的
に
治
安
網
が

確
立
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
王
令
発
布
直
後
は
報
奨
金
も
あ
っ
た
た
め
か
、
熱
心
に
乞
食
と
流
民
の
捕
捉
に
当
た
っ
た
。
ま
た
オ

ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
側
も
そ
れ
ら
の
貧
民
を
そ
れ
な
り
に
、
受
け
容
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
の
熱
意
と
精
勤
も
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
中
に
は
隔
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
え
も
行
わ
な
い
も
の
や
、
放
浪
す
る
乞
食
を
見
つ
け
て
も
、「
単
純
乞
食
」

や
仕
事
を
求
め
て
流
浪
す
る
貧
民
は
見
の
が
し
た
。
捕
捉
す
る
の
は
「
許
さ
れ
ざ
る
物
乞
い
」
と
犯
罪
を
起
こ
し
か
ね
な
い
「
危
険

な
流
民
」
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
元
民
の
生
活
に
通
じ
た
騎
馬
分
遣
隊
は
、
物
乞

い
は
貧
民
の
「
生
存
の
技
法
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
王
権
中
枢
は
長
い
間
こ
れ
に
想
到
せ
ず
、
一
八

世
紀
後
半
に
な
っ
て
漸
く
、
自
宅
か
ら
半
径
二
里
以
内
の
教
区
内
で
の
物
乞
い
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の

(ù6
)
例
え
ば
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ナ
ン
ト
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
は
、
二
四
年
以
降
に
は
「
閉
じ
込
め
貧
民
」
数
が
、
三
二
〇
人
か
ら

四
七
〇
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
恐
ら
く
王
令
遵
守
の
賜
物
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
当
オ
ピ
タ
ル
理
事
会
は
増
え
す
ぎ
た
入
所
者
を
維
持
で

き
な
い
と
し
て
、
名
簿
に
あ
る
貧
民
の
う
ち
二
〇
〇
人
に
は
街
頭
で
の
「
物
乞
い
許
可
証
」
を
交
付
し
て
、
お
引
き
取
り
願
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
慣
行
は
そ
の
後
暫
く
続
い
た
と
い
う
。[Paultre,p.349]

ま
た
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民

は
、
二
四
年
に
は
三
六
人
、
二
五
年
に
は
七
二
人
、
二
六
年
に
四
〇
人
と
推
移
し
、
以
後
漸
減
す
る
。[G

utton,p.202]

工
業
都
市
の
割

に
収
容
者
数
が
少
な
い
の
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
「
院
外
救
済
」、
つ
ま
り
入
所
し
て
い
な
い
貧
民
家
族
に
パ
ン
を
支
給
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
今
後
は
物
乞
い
し
な
い
と
の
言
質
を
と
っ
た
と
い
う
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
守
ら
れ
る
筈
も
な
か
っ
た
。

救
済
家
族
数
は
、
二
三
年
に
は
三
一
六
世
帯
、
三
三
年
に
は
五
六
七
世
帯
に
も
昇
っ
た
。
こ
の
町
に
も
「
困
窮
」
が
し
っ
か
り
と
根
を
張

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
構
成
す
る
三
つ
の
館
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
、
ピ
テ
ィ
エ
館
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
二
四
年
か

ら
二
五
年
に
か
け
て
、
収
容
者
が
一
七
六
三
人
も
増
え
た
と
い
う
。[Paultre,p.343]

こ
れ
も
恐
ら
く
は
こ
の
管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
が
捕

ら
え
た
乞
食
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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に
は
な
ら
な
い
。
秣
も
全
く
と
れ
な
い
。
住
民
は
昨
年
来
、
極
度
の
貧
民
に
喘
い
で
い
る
。」
と
。[V

alrin,p.17]

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
収
容
さ
れ
た
多
く
の
「
拘
留
乞
食
」
は
、
オ
ピ
タ
ル
の
規
則
で
は
二
カ
月
間
拘
留
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
脱
走
す
る
も
の
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。[B

lanc,p.114]

果
樹
栽
培
な
ど
農
業
に
従
事
し
て
い
た
農
民
に

と
っ
て
、
早
朝
か
ら
就
寝
ま
で
の
一
時
間
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
息
が
詰
ま
る
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
作
業
所
で

の
私
語
は
一
切
禁
止
、
休
憩
時
に
も
讃
美
歌
と
祈
り
な
ど
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
の
実
践
、
外
出
禁
止
、
禁
煙
、
制
服
着
用
な
ど
、

規
制
に
縛
ら
れ
た
生
活
は
き
つ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
彼
ら
に
用
意
さ
れ
た
仕
事
は
、
パ
ン
焼
き
、
靴
修
理
、
紡
績
や
織
布
な
ど
織
物

関
係
の
仕
事
、
そ
し
て
港
町
特
有
の
「
コ
ー
キ
ン
グ
」（
船
の
側
板
の
伱
間
に
詰
物
を
す
る
仕
事
）
な
ど
で
あ
っ
た
。［
府
中
望
、p.

33

］
節
く
れ
だ
っ
た
手
の
農
民
に
こ
れ
ら
の
仕
事
が
う
ま
く
で
き
た
か
ど
う
か
、
か
な
り
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
、
二
四
年
王
令
を
そ
れ
な
り
に
実
施
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
断
片
的
な
の
で
注
記
す

る
に
留
め
る(ù6)。

結
び
に
か
え
て
─
一
七
二
四
年
王
令
の
「
不
首
尾
」
を
考
え
る

一
七
二
四
年
王
令
が
掲
げ
た
乞
食
と
流
民
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
へ
の
「
閉
じ
込
め
」
と
、
そ
こ
で
の
労
働
を
通
し
て
の
怠

惰
の
矯
正
と
い
う
目
標
は
、
以
上
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
確
か
に
一
七
二
〇
年
改
革
で
全
国
的
に
治
安
網
が

確
立
さ
れ
た
マ
レ
シ
ョ
セ
は
、
王
令
発
布
直
後
は
報
奨
金
も
あ
っ
た
た
め
か
、
熱
心
に
乞
食
と
流
民
の
捕
捉
に
当
た
っ
た
。
ま
た
オ

ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
側
も
そ
れ
ら
の
貧
民
を
そ
れ
な
り
に
、
受
け
容
れ
た
。
し
か
し
、
両
者
の
熱
意
と
精
勤
も
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
。
マ
レ
シ
ョ
セ
の
中
に
は
隔
日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
え
も
行
わ
な
い
も
の
や
、
放
浪
す
る
乞
食
を
見
つ
け
て
も
、「
単
純
乞
食
」

や
仕
事
を
求
め
て
流
浪
す
る
貧
民
は
見
の
が
し
た
。
捕
捉
す
る
の
は
「
許
さ
れ
ざ
る
物
乞
い
」
と
犯
罪
を
起
こ
し
か
ね
な
い
「
危
険

な
流
民
」
で
あ
っ
た
。
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
の
マ
レ
シ
ョ
セ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
元
民
の
生
活
に
通
じ
た
騎
馬
分
遣
隊
は
、
物
乞

い
は
貧
民
の
「
生
存
の
技
法
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
王
権
中
枢
は
長
い
間
こ
れ
に
想
到
せ
ず
、
一
八

世
紀
後
半
に
な
っ
て
漸
く
、
自
宅
か
ら
半
径
二
里
以
内
の
教
区
内
で
の
物
乞
い
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
マ
レ
シ
ョ
セ
の

(ù6
)
例
え
ば
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ナ
ン
ト
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
で
は
、
二
四
年
以
降
に
は
「
閉
じ
込
め
貧
民
」
数
が
、
三
二
〇
人
か
ら

四
七
〇
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
恐
ら
く
王
令
遵
守
の
賜
物
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
当
オ
ピ
タ
ル
理
事
会
は
増
え
す
ぎ
た
入
所
者
を
維
持
で

き
な
い
と
し
て
、
名
簿
に
あ
る
貧
民
の
う
ち
二
〇
〇
人
に
は
街
頭
で
の
「
物
乞
い
許
可
証
」
を
交
付
し
て
、
お
引
き
取
り
願
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
慣
行
は
そ
の
後
暫
く
続
い
た
と
い
う
。[Paultre,p.349]

ま
た
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
・
シ
ャ
リ
テ
・
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
は
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
・
連
行
さ
れ
た
乞
食
や
流
民

は
、
二
四
年
に
は
三
六
人
、
二
五
年
に
は
七
二
人
、
二
六
年
に
四
〇
人
と
推
移
し
、
以
後
漸
減
す
る
。[G

utton,p.202]

工
業
都
市
の
割

に
収
容
者
数
が
少
な
い
の
は
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
「
院
外
救
済
」、
つ
ま
り
入
所
し
て
い
な
い
貧
民
家
族
に
パ
ン
を
支
給
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
今
後
は
物
乞
い
し
な
い
と
の
言
質
を
と
っ
た
と
い
う
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
守
ら
れ
る
筈
も
な
か
っ
た
。

救
済
家
族
数
は
、
二
三
年
に
は
三
一
六
世
帯
、
三
三
年
に
は
五
六
七
世
帯
に
も
昇
っ
た
。
こ
の
町
に
も
「
困
窮
」
が
し
っ
か
り
と
根
を
張

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
を
構
成
す
る
三
つ
の
館
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
館
、
ピ
テ
ィ
エ
館
、
ビ
セ
ー
ト
ル
館
に
も
二
四
年
か

ら
二
五
年
に
か
け
て
、
収
容
者
が
一
七
六
三
人
も
増
え
た
と
い
う
。[Paultre,p.343]

こ
れ
も
恐
ら
く
は
こ
の
管
区
の
マ
レ
シ
ョ
セ
が
捕

ら
え
た
乞
食
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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方
が
現
実
に
よ
く
対
応
し
て
い
た
と
云
え
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
王
権
や
地
方
長
官
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
捕
捉
し
た
乞
食
や
流
民
を
受
け

容
れ
た
。
そ
し
て
王
令
が
標
的
と
し
た
「
壮
健
な
乞
食
」
に
仕
事
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
王
令
が
想
定
し
た
仕
事
は
、
男
に
は
橋

梁
・
道
路
の
整
備
や
城
壁
の
補
修
な
ど
い
わ
ゆ
る
土
木
事
業
で
あ
っ
た
が
、
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
で
も
こ
う
い
っ
た
仕
事
が
あ
る
訳
で

は
な
い
。
ま
た
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
統
率
し
監
督
で
き
る
職
員
は
オ
ピ
タ
ル
に
は
い
な
か
っ
た
。
巡
邏
に
や
ら
せ
よ
う
と
し

て
も
彼
ら
は
拒
否
し
た
。

そ
こ
で
大
概
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
、
紡
績
や
織
布
な
ど
織
物
関
連
の
仕
事
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
ほ
ん
の
短
期
間
、
上
手
く
い
っ
た

オ
ピ
タ
ル
も
あ
っ
た
が
、
大
概
は
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、
マ
コ
ン
、
オ
セ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
労
働
意
欲
を

引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
収
容
者
個
々
人
の
適
性
と
能
力
に
見
合
う
仕
事
を
用
意
せ
よ
」
と
の
統
治
権
力
の
要
請
は
、

と
て
も
出
来
な
い
相
談
で
あ
っ
た
。
現
代
に
お
い
て
も
、
労
働
可
能
な
失
業
者
に
適
職
を
斡
旋
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
の
に
、

一
八
世
紀
の
統
治
権
力
が
、
パ
ン
と
ベ
ッ
ド
と
引
き
換
え
に
貧
民
は
ど
ん
な
仕
事
で
も
や
る
に
違
い
な
い
と
考
え
た
の
は
、
い
か
に

も
浅
慮
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
・
オ
ピ
タ
ル
の
コ
ー
キ
ン
グ
材
造
り
な
ど
、
地
元
固
有
の
仕
事
が
あ
る
所
は
例
外
で

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
労
働
可
能
な
乞
食
や
流
民
を
も
て
あ
ま
し
、
労
働
に
よ
る
怠
惰
の
矯
正
と
い
う
崇
高
な
目
標
を

早
々
と
放
棄
し
た
。

そ
も
そ
も
、
王
権
が
想
定
す
る
乞
食
と
流
民
像
に
誤
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
貧
民
は
「
物
乞
い
の
甘
味
を
覚
え
、
放
埓
で
堕

落
し
た
生
活
に
馴
染
ん
だ
」
と
い
う
そ
の
認
識
は
、
高
踏
的
で
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
た
。
下
層
農
民
が
流
民
化
す
る
可
能
性
は
時

代
と
と
も
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
平
時
で
す
ら
生
存
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
で
生
活
し
て
い
る
下
層
農
民
は
、

些
細
な
出
来
事
で
も
生
活
が
破
綻
し
て
、
家
族
が
解
体
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
男
親
は
故
郷
と
家
庭
を
捨
て
流
浪
の
旅

に
出
る
。
決
し
て
「
放
埓
と
堕
落
し
た
生
活
」
の
末
で
は
な
く
、
困
窮
極
ま
っ
た
結
果
の
選
択
で
あ
っ
た
。

他
方
、
都
市
労
働
者
や
職
人
に
つ
い
て
は
、
リ
ヨ
ン
の
流
民
に
つ
い
て
眺
め
た
よ
う
に
、「
流
民
」
と
目
さ
れ
た
者
は
、
実
は
多

種
多
様
な
職
業
に
就
い
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
生
活
の
資
を
稼
げ
な
く
な
っ
て
、
街
道
筋
や
街
中
で
物
乞
い
し
つ
つ
仕
事
を

探
す
貧
民
だ
っ
た
。
彼
ら
は
決
し
て
「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
者gens

sans
aveu

」
＝
真
の
流
民
で
は
な
い
し
、
怠
惰
を
好
む

「
無
為
無
宿
」
の
民
で
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
エ
リ
ー
ト
や
統
治
権
力
の
労
働
観
は
、
ギ
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
勤
勉
で
陶
冶
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
た
労
働
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
一
般
民
衆
、
こ
と
に
「
下
層
民
衆petits

gens

」
に
と
っ
て
、
仕
事
は
定
常
的
に
在
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
機
会
は

景
況
に
左
右
さ
れ
、
季
節
に
よ
り
変
動
す
る
類
の
も
の
だ
っ
た
。
農
作
業
は
更
に
間
歇
的
な
労
働
で
あ
っ
た
。
農
繁
期
の
播
種
、
耕

耘
、
獲
り
入
れ
、
打
穀
、
ぶ
ど
う
や
オ
リ
ー
ヴ
の
果
実
の
収
穫
と
樹
木
の
剪
定
な
ど
の
作
業
の
合
間
に
は
、
不
生
産
的
な
時
間
が
あ

り
、
冬
季
は
ほ
ぼ
完
全
に
農
作
業
が
な
く
な
っ
た
。
工
業
に
お
け
る
不
連
続
な
労
働
、
農
業
に
お
け
る
間
歇
的
な
労
働
と
不
生
産
的

な
時
間
を
、
統
治
の
側
は
誤
っ
て
「
怠
惰
な
時
間
」
と
見
な
し
た
。

大
局
的
に
云
う
な
ら
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
就
労
機
会
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
貧
民
の
群
れ
が
、
た
と
い

マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
な
く
と
も
、
己
の
適
性
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
至
難
の
業ワ

ザ

だ
っ
た
ろ
う
。
都
市
に
は
宣

誓
ギ
ル
ド
が
主
要
な
業
種
の
製
造
と
販
売
活
動
を
牛
耳
っ
て
お
り
、
自
由
な
営
業
を
阻
ん
で
い
た
か
ら
で
、
彼
ら
に
残
さ
れ
た
の
は

「
雑
業petitm

étier

」
─
さ
ま
ざ
ま
な
荷
運
び
人
足
、
屎
尿
処
理
、
ゴ
ミ
処
理
、
ド
ブ
浚
い
、
家
事
使
用
人
─
な
ど
周
辺
的
な
労
働

で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
的
障
碍
が
取
り
払
わ
れ
る
に
は
、
革
命
期
の
ル
・
シ
ャ
プ
リ
エ
法
の
制
定
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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方
が
現
実
に
よ
く
対
応
し
て
い
た
と
云
え
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
王
権
や
地
方
長
官
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
が
捕
捉
し
た
乞
食
や
流
民
を
受
け

容
れ
た
。
そ
し
て
王
令
が
標
的
と
し
た
「
壮
健
な
乞
食
」
に
仕
事
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
王
令
が
想
定
し
た
仕
事
は
、
男
に
は
橋

梁
・
道
路
の
整
備
や
城
壁
の
補
修
な
ど
い
わ
ゆ
る
土
木
事
業
で
あ
っ
た
が
、
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
で
も
こ
う
い
っ
た
仕
事
が
あ
る
訳
で

は
な
い
。
ま
た
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
統
率
し
監
督
で
き
る
職
員
は
オ
ピ
タ
ル
に
は
い
な
か
っ
た
。
巡
邏
に
や
ら
せ
よ
う
と
し

て
も
彼
ら
は
拒
否
し
た
。

そ
こ
で
大
概
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
、
紡
績
や
織
布
な
ど
織
物
関
連
の
仕
事
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
ほ
ん
の
短
期
間
、
上
手
く
い
っ
た

オ
ピ
タ
ル
も
あ
っ
た
が
、
大
概
は
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、
マ
コ
ン
、
オ
セ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
労
働
意
欲
を

引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
収
容
者
個
々
人
の
適
性
と
能
力
に
見
合
う
仕
事
を
用
意
せ
よ
」
と
の
統
治
権
力
の
要
請
は
、

と
て
も
出
来
な
い
相
談
で
あ
っ
た
。
現
代
に
お
い
て
も
、
労
働
可
能
な
失
業
者
に
適
職
を
斡
旋
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
の
に
、

一
八
世
紀
の
統
治
権
力
が
、
パ
ン
と
ベ
ッ
ド
と
引
き
換
え
に
貧
民
は
ど
ん
な
仕
事
で
も
や
る
に
違
い
な
い
と
考
え
た
の
は
、
い
か
に

も
浅
慮
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
・
オ
ピ
タ
ル
の
コ
ー
キ
ン
グ
材
造
り
な
ど
、
地
元
固
有
の
仕
事
が
あ
る
所
は
例
外
で

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
労
働
可
能
な
乞
食
や
流
民
を
も
て
あ
ま
し
、
労
働
に
よ
る
怠
惰
の
矯
正
と
い
う
崇
高
な
目
標
を

早
々
と
放
棄
し
た
。

そ
も
そ
も
、
王
権
が
想
定
す
る
乞
食
と
流
民
像
に
誤
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
貧
民
は
「
物
乞
い
の
甘
味
を
覚
え
、
放
埓
で
堕

落
し
た
生
活
に
馴
染
ん
だ
」
と
い
う
そ
の
認
識
は
、
高
踏
的
で
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
た
。
下
層
農
民
が
流
民
化
す
る
可
能
性
は
時

代
と
と
も
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
平
時
で
す
ら
生
存
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
で
生
活
し
て
い
る
下
層
農
民
は
、

些
細
な
出
来
事
で
も
生
活
が
破
綻
し
て
、
家
族
が
解
体
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
男
親
は
故
郷
と
家
庭
を
捨
て
流
浪
の
旅

に
出
る
。
決
し
て
「
放
埓
と
堕
落
し
た
生
活
」
の
末
で
は
な
く
、
困
窮
極
ま
っ
た
結
果
の
選
択
で
あ
っ
た
。

他
方
、
都
市
労
働
者
や
職
人
に
つ
い
て
は
、
リ
ヨ
ン
の
流
民
に
つ
い
て
眺
め
た
よ
う
に
、「
流
民
」
と
目
さ
れ
た
者
は
、
実
は
多

種
多
様
な
職
業
に
就
い
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
生
活
の
資
を
稼
げ
な
く
な
っ
て
、
街
道
筋
や
街
中
で
物
乞
い
し
つ
つ
仕
事
を

探
す
貧
民
だ
っ
た
。
彼
ら
は
決
し
て
「
社
会
的
紐
帯
か
ら
外
れ
た
者gens

sans
aveu

」
＝
真
の
流
民
で
は
な
い
し
、
怠
惰
を
好
む

「
無
為
無
宿
」
の
民
で
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
エ
リ
ー
ト
や
統
治
権
力
の
労
働
観
は
、
ギ
ル
ド
に
代
表
さ
れ
る
勤
勉
で
陶
冶
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
た
労
働
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
一
般
民
衆
、
こ
と
に
「
下
層
民
衆petits

gens

」
に
と
っ
て
、
仕
事
は
定
常
的
に
在
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
機
会
は

景
況
に
左
右
さ
れ
、
季
節
に
よ
り
変
動
す
る
類
の
も
の
だ
っ
た
。
農
作
業
は
更
に
間
歇
的
な
労
働
で
あ
っ
た
。
農
繁
期
の
播
種
、
耕

耘
、
獲
り
入
れ
、
打
穀
、
ぶ
ど
う
や
オ
リ
ー
ヴ
の
果
実
の
収
穫
と
樹
木
の
剪
定
な
ど
の
作
業
の
合
間
に
は
、
不
生
産
的
な
時
間
が
あ

り
、
冬
季
は
ほ
ぼ
完
全
に
農
作
業
が
な
く
な
っ
た
。
工
業
に
お
け
る
不
連
続
な
労
働
、
農
業
に
お
け
る
間
歇
的
な
労
働
と
不
生
産
的

な
時
間
を
、
統
治
の
側
は
誤
っ
て
「
怠
惰
な
時
間
」
と
見
な
し
た
。

大
局
的
に
云
う
な
ら
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
就
労
機
会
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
貧
民
の
群
れ
が
、
た
と
い

マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
な
く
と
も
、
己
の
適
性
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
至
難
の
業ワ

ザ

だ
っ
た
ろ
う
。
都
市
に
は
宣

誓
ギ
ル
ド
が
主
要
な
業
種
の
製
造
と
販
売
活
動
を
牛
耳
っ
て
お
り
、
自
由
な
営
業
を
阻
ん
で
い
た
か
ら
で
、
彼
ら
に
残
さ
れ
た
の
は

「
雑
業petitm

étier

」
─
さ
ま
ざ
ま
な
荷
運
び
人
足
、
屎
尿
処
理
、
ゴ
ミ
処
理
、
ド
ブ
浚
い
、
家
事
使
用
人
─
な
ど
周
辺
的
な
労
働

で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
的
障
碍
が
取
り
払
わ
れ
る
に
は
、
革
命
期
の
ル
・
シ
ャ
プ
リ
エ
法
の
制
定
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
法
は
、
既
存
ギ
ル
ド
の
解
散
を
命
じ
、
そ
の
結
成
を
禁
じ
て
、「
営
業
＝
労
働
の
自
由
」
を
保
障
す
る
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
尚
、
自
由
な
労
働
移
動
を
制
限
す
る
「
労
働
手
帳
制
度
」
や
、
苦
汗
制
度
な
ど
、
使
用
者
側
＝
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の

利
益
を
優
先
す
る
制
度
設
計
な
の
で
は
あ
る
が
…
。

他
方
、
乞
食
や
流
民
の
中
核
を
な
す
貧
農
層
─
分
益
小
作
農
、
日
雇
農
、
下
男
・
下
僕
な
ど
家
事
使
用
人
や
農
業
労
働
者
な
ど
─

に
は
絶
望
的
な
将
来
し
か
な
か
っ
た
。
教
会
十
分
の
一
税
や
二
十
分
の
一
税
、
カ
ピ
タ
シ
オ
ン
（
人
頭
税
）、
領
主
へ
の
現
物
地
代

と
労
働
地
代
が
農
民
の
生
き
る
糧
を
ほ
と
ん
ど
奪
い
去
り
、
零
落
の
道
を
掃
き
清
め
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
農
民
の
慣
習

的
権
利
で
あ
っ
た
「
入
会
地
放
牧
権vaine

pâture

」
す
ら
も
領
主
に
奪
わ
れ
た
。
入
会
地
は
大
家
畜
の
放
牧
だ
け
で
な
く
、
牧
草
、

山
野
草
、
木
材
、
薪
炭
、
ジ
ビ
エ
な
ど
の
採
集
に
不
可
欠
で
あ
り
、
と
り
わ
け
最
下
層
農
民
に
と
っ
て
は
最
後
の
命
綱
で
あ
っ
た

が
、
統
治
権
力
は
領
主
に
よ
る
そ
の
囲
い
込
み
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
七
八
九
年
に
全

国
各
地
で
燃
え
盛
っ
た
「
農
民
暴
動
」
に
蹶
起
し
た
農
民
た
ち
が
求
め
た
の
は
、
十
分
の
一
税
の
廃
止
や
現
物
地
代
の
廃
止
と
並
ん

で
、
入
会
権
の
奪
還
で
あ
っ
た(ù7)。

民
衆
の
極
度
の
困
窮
が
、
絶
対
王
政
の
存
立
基
盤
で
あ
る
都
市
の
宣
誓
ギ
ル
ド
と
、
農
村
に
お
け
る
鞏
固
な
領
主
制
に
由
来
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
、
乞
食
と
流
民
の
根
絶
は
、
こ
の
体
制
下
で
は
所
Ḩ
「
見
果
て
ぬ
夢
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
一
七
二

四
年
王
令
は
「
不
首
尾
」
に
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
云
え
る
。

し
か
し
歴
史
に
は
伶
智
が
あ
る
。
州
境
を
越
え
て
物
乞
い
し
な
が
ら
仕
事
や
救
済
を
求
め
る
乞
食
や
流
民
、
と
り
わ
け
身
体
壮
健

な
乞
食
や
流
民
を
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
受
け
容
れ
た
こ
と
は
、
意
味
が
な
か
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
風
俗
や
習
慣
、
言
葉

す
ら
も
異
な
る
（
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
方
言
を
解
す
る
職
員
を
雇
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
）「
よ
そ
者
貧
民
」
を
受
け
容

れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
狭
い
愛
郷
意
識
を
打
ち
破
る
一
契
機
に
も
な
り
得
た
。
確
か
に
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
の
よ
う
に
、
王

権
や
地
方
長
官
の
要
請
に
一
切
耳
を
貸
さ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
に
固
執
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
は
事
実
だ

が
、
そ
れ
で
も
尚
、
こ
の
王
令
は
狭
い
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
に
衝
撃
を
与
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
貧
民
の
処
遇
と
救
済
を
構
想

す
る
契
機
と
な
り
、
革
命
期
の
変
革
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。
国
家
が
こ
の
事
業
に
真
剣
に
か
つ
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
を
示
し

た
の
が
、
国
王
に
よ
る
補
助
金
交
付subvention

で
あ
っ
た
。

国
庫
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
額
が
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
交
付
さ
れ
た
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
ギ
ュ
ト

ン
に
よ
れ
ば
、
最
後
の
三
年
間
、
す
な
わ
ち
一
七
三
一
年
か
ら
三
三
年
一
〇
月
ま
で
に
つ
い
て
は
、
年
間
二
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
下
賜

さ
れ
た
と
云
う
か
ら[G

utton,1973,p.165]

、
二
四
年
か
ら
三
三
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
、
総
額
四
～
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
に
達

し
た
と
見
て
大
過
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
基
本
的
に
は
自
主
財
源
に
よ
る
運
営
だ
っ
た
。
ど
こ
も
史
料
が
断
片
的
に
し
か
残

っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が(ù8)、
主
財
源
は
地
元
名
望
家
や
聖
職
者
、
教
団
な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
寄
付
と
、
財
産
の

(ù7
)
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
現
オ
ル
ヌ
県
ラ
・
モ
ッ
ト
・
フ
ー
ケLa

M
otte-Fouquet

と
い
う
寒
村
で
は
、
一
七
八
九
年
七
月
二
八
日
に
領
民
が

領
主
の
館
を
襲
い
証
文
や
権
利
関
係
文
書
を
焼
却
し
た
だ
け
で
な
く
、
領
主
を
燃
え
盛
る
薪
の
傍
に
近
づ
け
て
火
傷
の
痛
み
を
覚
え
さ
せ

た
と
い
う
。
こ
れ
ほ
ど
の
恨
み
を
買
っ
た
の
は
、
領
主
が
数
年
前
に
地
籍
を
購
入
し
、
農
民
の
放
牧
地
を
奪
い
、
森
林
へ
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
東
部
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
で
は
、
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
高
等
法
院
が
貴
族
領
主
に
入
会
地
と
森
林
の
占
有
的

利
用
を
認
め
た
の
で
、
農
民
は
暴
力
的
な
反
抗
に
で
た
。
あ
る
寒
村
の
樵
た
ち
は
「
共
有
地
の
水
」
を
奪
っ
た
領
主
ら
の
追
放
を
市
長
に

迫
っ
た
と
い
う
。[Lefbvre,pp.132-134]
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こ
の
法
は
、
既
存
ギ
ル
ド
の
解
散
を
命
じ
、
そ
の
結
成
を
禁
じ
て
、「
営
業
＝
労
働
の
自
由
」
を
保
障
す
る
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
尚
、
自
由
な
労
働
移
動
を
制
限
す
る
「
労
働
手
帳
制
度
」
や
、
苦
汗
制
度
な
ど
、
使
用
者
側
＝
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の

利
益
を
優
先
す
る
制
度
設
計
な
の
で
は
あ
る
が
…
。

他
方
、
乞
食
や
流
民
の
中
核
を
な
す
貧
農
層
─
分
益
小
作
農
、
日
雇
農
、
下
男
・
下
僕
な
ど
家
事
使
用
人
や
農
業
労
働
者
な
ど
─

に
は
絶
望
的
な
将
来
し
か
な
か
っ
た
。
教
会
十
分
の
一
税
や
二
十
分
の
一
税
、
カ
ピ
タ
シ
オ
ン
（
人
頭
税
）、
領
主
へ
の
現
物
地
代

と
労
働
地
代
が
農
民
の
生
き
る
糧
を
ほ
と
ん
ど
奪
い
去
り
、
零
落
の
道
を
掃
き
清
め
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
農
民
の
慣
習

的
権
利
で
あ
っ
た
「
入
会
地
放
牧
権vaine

pâture

」
す
ら
も
領
主
に
奪
わ
れ
た
。
入
会
地
は
大
家
畜
の
放
牧
だ
け
で
な
く
、
牧
草
、

山
野
草
、
木
材
、
薪
炭
、
ジ
ビ
エ
な
ど
の
採
集
に
不
可
欠
で
あ
り
、
と
り
わ
け
最
下
層
農
民
に
と
っ
て
は
最
後
の
命
綱
で
あ
っ
た

が
、
統
治
権
力
は
領
主
に
よ
る
そ
の
囲
い
込
み
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
七
八
九
年
に
全

国
各
地
で
燃
え
盛
っ
た
「
農
民
暴
動
」
に
蹶
起
し
た
農
民
た
ち
が
求
め
た
の
は
、
十
分
の
一
税
の
廃
止
や
現
物
地
代
の
廃
止
と
並
ん

で
、
入
会
権
の
奪
還
で
あ
っ
た(ù7)。

民
衆
の
極
度
の
困
窮
が
、
絶
対
王
政
の
存
立
基
盤
で
あ
る
都
市
の
宣
誓
ギ
ル
ド
と
、
農
村
に
お
け
る
鞏
固
な
領
主
制
に
由
来
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
、
乞
食
と
流
民
の
根
絶
は
、
こ
の
体
制
下
で
は
所
Ḩ
「
見
果
て
ぬ
夢
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
一
七
二

四
年
王
令
は
「
不
首
尾
」
に
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
云
え
る
。

し
か
し
歴
史
に
は
伶
智
が
あ
る
。
州
境
を
越
え
て
物
乞
い
し
な
が
ら
仕
事
や
救
済
を
求
め
る
乞
食
や
流
民
、
と
り
わ
け
身
体
壮
健

な
乞
食
や
流
民
を
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
が
受
け
容
れ
た
こ
と
は
、
意
味
が
な
か
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
風
俗
や
習
慣
、
言
葉

す
ら
も
異
な
る
（
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
オ
ピ
タ
ル
で
は
方
言
を
解
す
る
職
員
を
雇
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
）「
よ
そ
者
貧
民
」
を
受
け
容

れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
狭
い
愛
郷
意
識
を
打
ち
破
る
一
契
機
に
も
な
り
得
た
。
確
か
に
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
の
よ
う
に
、
王

権
や
地
方
長
官
の
要
請
に
一
切
耳
を
貸
さ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
元
の
労
働
不
能
貧
民
に
固
執
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
は
事
実
だ

が
、
そ
れ
で
も
尚
、
こ
の
王
令
は
狭
い
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
に
衝
撃
を
与
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
貧
民
の
処
遇
と
救
済
を
構
想

す
る
契
機
と
な
り
、
革
命
期
の
変
革
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。
国
家
が
こ
の
事
業
に
真
剣
に
か
つ
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
を
示
し

た
の
が
、
国
王
に
よ
る
補
助
金
交
付subvention

で
あ
っ
た
。

国
庫
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
額
が
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
交
付
さ
れ
た
の
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
ギ
ュ
ト

ン
に
よ
れ
ば
、
最
後
の
三
年
間
、
す
な
わ
ち
一
七
三
一
年
か
ら
三
三
年
一
〇
月
ま
で
に
つ
い
て
は
、
年
間
二
〇
〇
万
リ
ー
ヴ
ル
下
賜

さ
れ
た
と
云
う
か
ら[G

utton,1973,p.165]

、
二
四
年
か
ら
三
三
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
、
総
額
四
～
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
に
達

し
た
と
見
て
大
過
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
基
本
的
に
は
自
主
財
源
に
よ
る
運
営
だ
っ
た
。
ど
こ
も
史
料
が
断
片
的
に
し
か
残

っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が(ù8)、
主
財
源
は
地
元
名
望
家
や
聖
職
者
、
教
団
な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
寄
付
と
、
財
産
の

(ù7
)
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
現
オ
ル
ヌ
県
ラ
・
モ
ッ
ト
・
フ
ー
ケLa

M
otte-Fouquet

と
い
う
寒
村
で
は
、
一
七
八
九
年
七
月
二
八
日
に
領
民
が

領
主
の
館
を
襲
い
証
文
や
権
利
関
係
文
書
を
焼
却
し
た
だ
け
で
な
く
、
領
主
を
燃
え
盛
る
薪
の
傍
に
近
づ
け
て
火
傷
の
痛
み
を
覚
え
さ
せ

た
と
い
う
。
こ
れ
ほ
ど
の
恨
み
を
買
っ
た
の
は
、
領
主
が
数
年
前
に
地
籍
を
購
入
し
、
農
民
の
放
牧
地
を
奪
い
、
森
林
へ
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
東
部
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
で
は
、
ブ
ザ
ン
ソ
ン
の
高
等
法
院
が
貴
族
領
主
に
入
会
地
と
森
林
の
占
有
的

利
用
を
認
め
た
の
で
、
農
民
は
暴
力
的
な
反
抗
に
で
た
。
あ
る
寒
村
の
樵
た
ち
は
「
共
有
地
の
水
」
を
奪
っ
た
領
主
ら
の
追
放
を
市
長
に

迫
っ
た
と
い
う
。[Lefbvre,pp.132-134]
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運
用
益
だ
っ
た
。
二
四
年
王
令
は
、
そ
れ
ま
で
修
道
院
な
ど
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
貧
民
へ
の
「
施
しaum

one

」
を
、
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
一
本
化
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
当
初
は
聖
職
者
か
ら
の
反
撥
が
あ
っ
た
が
、
輿
論
の
支
持
が
あ
り
次
第
に
定
着

し
た
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
と
リ
ヨ
ネ
を
例
に
引
け
ば
、
カ
ル
メ
ル
会
小
修
道
院
が
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
の
オ
ピ
タ
ル
に
、
一
〇
〇
ス
テ
ィ
エ
の

小
麦
と
二
五
リ
ー
ヴ
ル
の
地
代
を
寄
付
し
て
い
る
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道

院
長
か
ら
ラ
イ
麦
、
そ
ら
豆
、
油
な
ど
を
、
モ
ン
ベ
イ
ル
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
か
ら
ラ
イ
麦
三
〇
ス
テ
ィ
エ
を
、
ラ
・
シ
ェ
ー
ズ
・

デ
ュ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
か
ら
三
〇
ス
テ
ィ
エ
の
ラ
イ
麦
を
、
寄
付
さ
れ
た
。
リ
ヨ
ン
管
区
の
ロ
ア
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、

フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
教
団
が
「
聖
な
る
木
曜
日
」
に
配
る
施
し
金
と
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
が
出
産
し
た
母
親
に
配
る
小
麦
と
魚
な
ど
を
、

寄
付
さ
れ
た
。
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
あ
る
小
修
道
院
か
ら
小
麦
を
、
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
修
道
院
の
司
祭
か
ら
は
遺

言
で
一
二
千
リ
ー
ヴ
ル
の
遺
贈
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。[G

utton,1973,pp.75-77 (ù9
)]

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
金
の
寄
付
よ
り
も
食

料
な
ど
の
現
物
で
の
寄
付
が
目
に
つ
く
。
オ
ピ
タ
ル
は
市
民
一
般
か
ら
の
「
義
捐
金
」
も
募
ろ
う
と
募
金
箱
を
教
会
な
ど
に
置
い
た

が
、
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
住
民
は
乞
食
な
ど
に
「
手
ず
か
ら
の
施
し
」
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
必
要
と
す
る
現
金
を
、
主
に
所
有
す
る
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
を
運
用
し
て
得
た
よ
う
だ
。
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
当
り
、
既
に
廃
用
と
な
っ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
院
を
継
承
し
た
オ
ピ
タ
ル
は
、
そ
れ
を
賃
貸
に
供
し
て

借
地
料
や
家
賃
を
得
て
い
た(30)。
例
え
ば
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
一
七
二
五
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
、
町
の
住
戸
の
五
分
の
一

に
相
当
す
る
一
四
七
戸
を
所
有
し
、
こ
れ
を
賃
貸
さ
せ
て
、
年
間
一
二
〇
〇
～
一
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
収
入
を
得
て
い
た
。

[B
ellande,p.84]

こ
れ
に
関
連
し
て
注
意
を
要
す
る
の
は
、
資
産
家
が
そ
の
所
有
不
動
産
や
公
債
な
ど
を
オ
ピ
タ
ル
に
生
前
贈
与
す
る
場
合
で
あ

る
。
オ
ピ
タ
ル
は
そ
れ
を
運
用
し
家
賃
や
利
子
を
受
け
取
る
の
だ
が
、
寄
贈
者
に
は
「
年
金
」
を
払
う
と
い
う
約
定
が
つ
く
こ
と
が

あ
っ
た(3ø)。
他
の
財
源
と
し
て
は
、
入
所
者
が
院
内
労
働
や
マ
ニ
ュ
で
製
造
し
た
物
の
販
売
益
が
あ
る
が
、
一
部
の
オ
ピ
タ
ル
を
除
い

て
期
待
し
た
ほ
ど
の
額
に
は
な
ら
な
か
っ
た(3ù)。
ま
た
四
旬
節

カ
レ
ー
ムcarèm

e

の
間
、
オ
ピ
タ
ル
は
食
肉
販
売
を
特
別
に
許
さ
れ
て
何
が
し

か
の
収
入
を
得
て
い
た(33)。
さ
ら
に
入
市
税
収
入
の
一
部
を
市
か
ら
補
助
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た(34)。

(ù8
)
ギ
ュ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
や
会
計
係
は
杜
Ḥ
な
会
計
管
理
だ
っ
た
と
い
う
。「
イ

ソ
ワ
ー
ル
の
理
事
会
は
、
一
七
〇
九
年
以
来
現
在
ま
で
、
何
が
な
さ
れ
た
か
を
正
確
に
報
告
し
た
会
計
係
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
、
と
認

め
た
。」
結
論
と
し
て
、
か
れ
は
二
四
年
王
令
を
実
施
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ
、
と
云
う
。
[Gutton

,p

.65]
こ
う
し
た

状
態
は
何
も
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

(ù9
)
こ
の
遺
贈
金
は
、
遺
言
で
は
こ
の
オ
ピ
タ
ル
で
働
く
三
人
の
修
道
女
シ
ス
タ
ー
の
生
計
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
何
ら
か
の

事
情
で
実
施
さ
れ
ず
、
オ
ピ
タ
ル
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
尚
、「
ス
テ
ィ
エstier

」
は
容
積
の
単
位
で
、
一
ス
テ
ィ
エ
は

一
五
〇
～
三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
に
相
当
す
る
。

(30
)
ブ
リ
ウ
ー
ド
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
そ
の
賃
貸
料
収
入
を
年
間
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
得
て
い
た
が
、
こ
れ
は
総
収
入
の
四
分
の

一
に
相
当
し
た
。[G

utton,p.81]

だ
が
利
益
だ
け
を
継
承
し
た
訳
で
は
な
い
。
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
一
六
九
六
年
に
三
つ
の

ハ
ン
セ
ン
病
施
設
を
併
合
し
て
、
そ
れ
ら
が
も
っ
て
い
た
十
分
の
一
税
の
徴
収
権
を
継
承
し
た
が
、
同
時
に
そ
こ
に
付
属
す
る
司
祭
の
年

金
支
払
い
の
義
務
も
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
額
は
不
明
だ
が
、
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
理
事
会
は
十
分
の
一
税
と

い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
「
司
祭
年
金portion

congrue

」
の
放
棄
を
願
っ
て
い
る
と
い
う
。[B

ellande,p.113]
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運
用
益
だ
っ
た
。
二
四
年
王
令
は
、
そ
れ
ま
で
修
道
院
な
ど
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
貧
民
へ
の
「
施
しaum

one

」
を
、
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
一
本
化
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
当
初
は
聖
職
者
か
ら
の
反
撥
が
あ
っ
た
が
、
輿
論
の
支
持
が
あ
り
次
第
に
定
着

し
た
。

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
と
リ
ヨ
ネ
を
例
に
引
け
ば
、
カ
ル
メ
ル
会
小
修
道
院
が
オ
ー
リ
ャ
ッ
ク
の
オ
ピ
タ
ル
に
、
一
〇
〇
ス
テ
ィ
エ
の

小
麦
と
二
五
リ
ー
ヴ
ル
の
地
代
を
寄
付
し
て
い
る
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道

院
長
か
ら
ラ
イ
麦
、
そ
ら
豆
、
油
な
ど
を
、
モ
ン
ベ
イ
ル
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
か
ら
ラ
イ
麦
三
〇
ス
テ
ィ
エ
を
、
ラ
・
シ
ェ
ー
ズ
・

デ
ュ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
か
ら
三
〇
ス
テ
ィ
エ
の
ラ
イ
麦
を
、
寄
付
さ
れ
た
。
リ
ヨ
ン
管
区
の
ロ
ア
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、

フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
教
団
が
「
聖
な
る
木
曜
日
」
に
配
る
施
し
金
と
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
が
出
産
し
た
母
親
に
配
る
小
麦
と
魚
な
ど
を
、

寄
付
さ
れ
た
。
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
あ
る
小
修
道
院
か
ら
小
麦
を
、
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
修
道
院
の
司
祭
か
ら
は
遺

言
で
一
二
千
リ
ー
ヴ
ル
の
遺
贈
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。[G

utton,1973,pp.75-77 (ù9
)]

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
金
の
寄
付
よ
り
も
食

料
な
ど
の
現
物
で
の
寄
付
が
目
に
つ
く
。
オ
ピ
タ
ル
は
市
民
一
般
か
ら
の
「
義
捐
金
」
も
募
ろ
う
と
募
金
箱
を
教
会
な
ど
に
置
い
た

が
、
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
住
民
は
乞
食
な
ど
に
「
手
ず
か
ら
の
施
し
」
を
好
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
必
要
と
す
る
現
金
を
、
主
に
所
有
す
る
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
を
運
用
し
て
得
た
よ
う
だ
。
オ
ピ

タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
開
設
に
当
り
、
既
に
廃
用
と
な
っ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
院
を
継
承
し
た
オ
ピ
タ
ル
は
、
そ
れ
を
賃
貸
に
供
し
て

借
地
料
や
家
賃
を
得
て
い
た(30)。
例
え
ば
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
一
七
二
五
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
、
町
の
住
戸
の
五
分
の
一

に
相
当
す
る
一
四
七
戸
を
所
有
し
、
こ
れ
を
賃
貸
さ
せ
て
、
年
間
一
二
〇
〇
～
一
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
収
入
を
得
て
い
た
。

[B
ellande,p.84]

こ
れ
に
関
連
し
て
注
意
を
要
す
る
の
は
、
資
産
家
が
そ
の
所
有
不
動
産
や
公
債
な
ど
を
オ
ピ
タ
ル
に
生
前
贈
与
す
る
場
合
で
あ

る
。
オ
ピ
タ
ル
は
そ
れ
を
運
用
し
家
賃
や
利
子
を
受
け
取
る
の
だ
が
、
寄
贈
者
に
は
「
年
金
」
を
払
う
と
い
う
約
定
が
つ
く
こ
と
が

あ
っ
た(3ø)。
他
の
財
源
と
し
て
は
、
入
所
者
が
院
内
労
働
や
マ
ニ
ュ
で
製
造
し
た
物
の
販
売
益
が
あ
る
が
、
一
部
の
オ
ピ
タ
ル
を
除
い

て
期
待
し
た
ほ
ど
の
額
に
は
な
ら
な
か
っ
た(3ù)。
ま
た
四
旬
節

カ
レ
ー
ムcarèm
e

の
間
、
オ
ピ
タ
ル
は
食
肉
販
売
を
特
別
に
許
さ
れ
て
何
が
し

か
の
収
入
を
得
て
い
た(33)。
さ
ら
に
入
市
税
収
入
の
一
部
を
市
か
ら
補
助
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た(34)。

(ù8
)
ギ
ュ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
理
事
や
会
計
係
は
杜
Ḥ
な
会
計
管
理
だ
っ
た
と
い
う
。「
イ

ソ
ワ
ー
ル
の
理
事
会
は
、
一
七
〇
九
年
以
来
現
在
ま
で
、
何
が
な
さ
れ
た
か
を
正
確
に
報
告
し
た
会
計
係
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
、
と
認

め
た
。」
結
論
と
し
て
、
か
れ
は
二
四
年
王
令
を
実
施
す
る
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
だ
、
と
云
う
。
[Gutton

,p

.65]
こ
う
し
た

状
態
は
何
も
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

(ù9
)
こ
の
遺
贈
金
は
、
遺
言
で
は
こ
の
オ
ピ
タ
ル
で
働
く
三
人
の
修
道
女
シ
ス
タ
ー
の
生
計
費
に
充
て
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
何
ら
か
の

事
情
で
実
施
さ
れ
ず
、
オ
ピ
タ
ル
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
尚
、「
ス
テ
ィ
エstier

」
は
容
積
の
単
位
で
、
一
ス
テ
ィ
エ
は

一
五
〇
～
三
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
に
相
当
す
る
。

(30
)
ブ
リ
ウ
ー
ド
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
そ
の
賃
貸
料
収
入
を
年
間
六
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
得
て
い
た
が
、
こ
れ
は
総
収
入
の
四
分
の

一
に
相
当
し
た
。[G

utton,p.81]

だ
が
利
益
だ
け
を
継
承
し
た
訳
で
は
な
い
。
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
一
六
九
六
年
に
三
つ
の

ハ
ン
セ
ン
病
施
設
を
併
合
し
て
、
そ
れ
ら
が
も
っ
て
い
た
十
分
の
一
税
の
徴
収
権
を
継
承
し
た
が
、
同
時
に
そ
こ
に
付
属
す
る
司
祭
の
年

金
支
払
い
の
義
務
も
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
額
は
不
明
だ
が
、
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
理
事
会
は
十
分
の
一
税
と

い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
「
司
祭
年
金portion

congrue

」
の
放
棄
を
願
っ
て
い
る
と
い
う
。[B

ellande,p.113]
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こ
の
よ
う
に
実
に
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
収
入
確
保
に
努
め
た
が
、
一
部
を
除
い
て
、
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
慢
性
的

に
赤
字
経
営
だ
っ
た
。
だ
か
ら
王
権
に
よ
る
補
助
金
交
付
は
あ
る
意
味
で
「
天
祐
」
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
八
つ
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
一
七
二
八
年
か
ら
三
〇
年
の
三
年
間
に
、
総
額
三
〇
四
千
リ
ー
ヴ
ル
が
配
分
さ
れ
た
、
う
ち
大
規
模
な
レ
ン

ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
、
一
二
千
、
二
三
千
リ
ー
ヴ
ル
が
配
分
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
オ
ピ
タ
ル
の
総
収
入
の
三
〇

～
五
〇
％
に
も
相
当
す
る
大
き
な
金
額
で
あ
り
、
ま
さ
に
命
綱
で
あ
っ
た
。[N

ougaret,p.205]

し
か
し
残
念
な
が
ら
他
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
二
四
年
王
令
施
行
に
伴
う
補
助
金
が
ど
れ
ほ
ど
の
額
交
付
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る(35)。

と
は
い
え
、
王
権
が
オ
ピ
タ
ル
の
規
模
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
際
、
財
務
総
監
ド
ダ

ン
が
細
々
と
使
途
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
を
述
べ
て
い
た
。
補
助
金
は
オ
ピ
タ
ル
の
財
源
が
枯
渇
し
た
と
き
に
の
み
、
地
方
長
官
の

判
断
で
交
付
で
き
る
こ
と
、
オ
ピ
タ
ル
は
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
に
使
用
す
る
こ
と
、
建
物
の
建
築
や
補
修
に
は
使
用
し
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
財
務
総
監
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
オ
ピ
タ
ル
に
次
の
事
を
要
求
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
食
費
単
価
、
つ
ま
り
「
入

所
者
一
人
一
日
当
り
の
食
費
」
を
ど
の
位
に
設
定
し
て
い
る
か
回
答
せ
よ
、
と
い
う
要
求
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
幾
つ
か
の
回
答
か

ら
、
凡
そ
次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
。

①

パ
リ
が
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
高
い
設
定
で
、
病
者
は
一
〇
ス
ー
、
病
気
で
は
な
い
労
働
不
能
者
一
〇
ス
ー
、
壮
健
な
自
発
的

(3ø
)
例
え
ば
ル
ー
ア
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
一
七
一
九
年
に
三
八
千
リ
ー
ヴ
ル
も
の
「
終
身
年
金
」
を
支
払
っ
た
。
こ
れ
は
支

出
総
額
の
三
〇
％
弱
を
占
め
た
。
因
み
に
、
こ
の
年
の
入
所
者
の
「
維
持
費entretien

」
は
六
五
千
リ
ー
ヴ
ル
だ
っ
た[H

ue,p.68]

か

ら
、
終
身
年
金
の
支
払
い
が
い
か
に
重
い
負
担
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
王
権
は
オ
ピ
タ
ル
に
よ
る
不

動
産
の
取
得
を
制
限
し
よ
う
と
図
っ
た
。[B

ellande,p.80]

そ
の
狙
い
は
オ
ピ
タ
ル
の
理
事
な
ど
管
理
運
営
に
与
る
も
の
が
、
職
権
を

濫
用
し
不
正
行
為
を
働
く
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
だ
と
い
う
。[Im

bert,p.42]

こ
れ
は
、
一
七
世
紀
の
ハ
ン
セ
ン
病
院
に
お
け
る
経
験
を

踏
ま
え
た
措
置
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
務
ᷭ
や
大
商
人
な
ど
多
額
寄
贈
者
の
中
に
は
、
本
人
が
死
亡
し
た
後
に
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
死
者
の
た
め
の
祈
り
、

例
え
ば
「
処
女
の
連
禱la

V
ierge

」
を
、
皆
で
大
声
歌
唱
す
る
こ
と
等
を
指
定
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
執
り
行
う
チ
ャ
プ
レ
ン
に

オ
ピ
タ
ル
は
何
が
し
か
の
謝
礼
を
支
払
っ
た
と
い
う
。[B

ellande,p.112]

(3ù
)
ル
ー
ア
ン
の
オ
ピ
タ
ル
は
一
七
一
九
年
に
、
入
所
者
が
造
っ
た
靴
下
・
レ
ー
ス
・
綿
布
な
ど
を
販
売
し
て
一
万
リ
ー
ヴ
ル
の
収
入
を
得

た
。[H

ue,p.68]

ま
た
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
一
七
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
、
毎
年
二
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
製
造
物
の
売
り
上
げ

を
記
録
し
た
が
、
こ
れ
は
総
収
入
四
～
五
万
リ
ー
ヴ
ル
の
五
～
六
％
で
し
か
な
い
。
王
権
は
、
入
所
者
は
「
自
分
の
ᷰ
い
ぶ
ち
を
自
分
の

労
働
で
稼
げ
」
と
考
え
た
が
、
入
所
者
の
大
半
が
労
働
不
能
貧
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
こ
そ
見
果
て
ぬ
夢
で
あ
っ
た
。

(33
)
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
町
の
牛
肉
商
と
協
定
を
結
び
、
買
い
付
け
の
費
用
を
折
半
し
、
オ
ピ
タ
ル
内
で
の
販
売
で
得
と
収
益
を
オ

ピ
タ
ル
が
三
分
の
二
を
、
商
人
が
三
分
の
一
の
割
合
で
分
け
合
っ
た
。[B

ellande,p.89]

(34
)
リ
ヨ
ン
で
は
家
畜
と
ワ
イ
ン
に
は
入
市
税
を
、
ま
た
サ
ン
・
シ
ャ
モ
ン
へ
出
荷
さ
れ
る
絹
織
物
の
梱
包
や
、
リ
ヨ
ン
港
に
寄
港
す
る
石

炭
船
に
は
出
市
税
が
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
収
入
の
一
部
が
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
配
分
さ
れ
た
。
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
で
は
ワ
イ

ン
の
入
市
税
か
ら
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
で
は
公
設
市
場
で
売
ら
れ
る
外
国
産
穀
物
へ
の
課
税
収
入
の
一
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ピ
タ
ル
に
配
分
さ

れ
た
。[G

utton,p.82]

(35
)
わ
ず
か
に
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
が
一
七
二
八
年
に
二
千
リ
ー
ヴ
ル
、
二
九
年
に
二
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
交
付
さ
れ
た
事
実
が
判
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
総
収
入
の
六
〇
％
に
も
当
た
っ
た
。
し
か
し
収
支
構
成
は
全
く
信
憑
性
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
一
七
二
九
年
、

当
オ
ピ
タ
ル
の
燃
料
代
の
み
が
三
八
二
九
リ
ー
ヴ
ル
と
突
出
し
、
反
対
に
、
他
の
費
目
に
は
支
出
金
額
の
記
載
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
食

費
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。[B

ellande,p.125]
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こ
の
よ
う
に
実
に
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
収
入
確
保
に
努
め
た
が
、
一
部
を
除
い
て
、
ど
こ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
も
慢
性
的

に
赤
字
経
営
だ
っ
た
。
だ
か
ら
王
権
に
よ
る
補
助
金
交
付
は
あ
る
意
味
で
「
天
祐
」
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
八
つ
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
、
一
七
二
八
年
か
ら
三
〇
年
の
三
年
間
に
、
総
額
三
〇
四
千
リ
ー
ヴ
ル
が
配
分
さ
れ
た
、
う
ち
大
規
模
な
レ
ン

ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
、
一
二
千
、
二
三
千
リ
ー
ヴ
ル
が
配
分
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
オ
ピ
タ
ル
の
総
収
入
の
三
〇

～
五
〇
％
に
も
相
当
す
る
大
き
な
金
額
で
あ
り
、
ま
さ
に
命
綱
で
あ
っ
た
。[N

ougaret,p.205]

し
か
し
残
念
な
が
ら
他
の
オ
ピ
タ

ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
二
四
年
王
令
施
行
に
伴
う
補
助
金
が
ど
れ
ほ
ど
の
額
交
付
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る(35)。

と
は
い
え
、
王
権
が
オ
ピ
タ
ル
の
規
模
に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
際
、
財
務
総
監
ド
ダ

ン
が
細
々
と
使
途
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
を
述
べ
て
い
た
。
補
助
金
は
オ
ピ
タ
ル
の
財
源
が
枯
渇
し
た
と
き
に
の
み
、
地
方
長
官
の

判
断
で
交
付
で
き
る
こ
と
、
オ
ピ
タ
ル
は
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
に
使
用
す
る
こ
と
、
建
物
の
建
築
や
補
修
に
は
使
用
し
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
財
務
総
監
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
オ
ピ
タ
ル
に
次
の
事
を
要
求
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
食
費
単
価
、
つ
ま
り
「
入

所
者
一
人
一
日
当
り
の
食
費
」
を
ど
の
位
に
設
定
し
て
い
る
か
回
答
せ
よ
、
と
い
う
要
求
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
幾
つ
か
の
回
答
か

ら
、
凡
そ
次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
し
た
。

①

パ
リ
が
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
高
い
設
定
で
、
病
者
は
一
〇
ス
ー
、
病
気
で
は
な
い
労
働
不
能
者
一
〇
ス
ー
、
壮
健
な
自
発
的

(3ø
)
例
え
ば
ル
ー
ア
ン
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
は
、
一
七
一
九
年
に
三
八
千
リ
ー
ヴ
ル
も
の
「
終
身
年
金
」
を
支
払
っ
た
。
こ
れ
は
支

出
総
額
の
三
〇
％
弱
を
占
め
た
。
因
み
に
、
こ
の
年
の
入
所
者
の
「
維
持
費entretien

」
は
六
五
千
リ
ー
ヴ
ル
だ
っ
た[H

ue,p.68]

か

ら
、
終
身
年
金
の
支
払
い
が
い
か
に
重
い
負
担
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
王
権
は
オ
ピ
タ
ル
に
よ
る
不

動
産
の
取
得
を
制
限
し
よ
う
と
図
っ
た
。[B

ellande,p.80]

そ
の
狙
い
は
オ
ピ
タ
ル
の
理
事
な
ど
管
理
運
営
に
与
る
も
の
が
、
職
権
を

濫
用
し
不
正
行
為
を
働
く
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
だ
と
い
う
。[Im

bert,p.42]

こ
れ
は
、
一
七
世
紀
の
ハ
ン
セ
ン
病
院
に
お
け
る
経
験
を

踏
ま
え
た
措
置
だ
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
務
ᷭ
や
大
商
人
な
ど
多
額
寄
贈
者
の
中
に
は
、
本
人
が
死
亡
し
た
後
に
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
死
者
の
た
め
の
祈
り
、

例
え
ば
「
処
女
の
連
禱la

V
ierge

」
を
、
皆
で
大
声
歌
唱
す
る
こ
と
等
を
指
定
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
執
り
行
う
チ
ャ
プ
レ
ン
に

オ
ピ
タ
ル
は
何
が
し
か
の
謝
礼
を
支
払
っ
た
と
い
う
。[B
ellande,p.112]

(3ù
)
ル
ー
ア
ン
の
オ
ピ
タ
ル
は
一
七
一
九
年
に
、
入
所
者
が
造
っ
た
靴
下
・
レ
ー
ス
・
綿
布
な
ど
を
販
売
し
て
一
万
リ
ー
ヴ
ル
の
収
入
を
得

た
。[H

ue,p.68]
ま
た
レ
ン
ヌ
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
一
七
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
、
毎
年
二
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
製
造
物
の
売
り
上
げ

を
記
録
し
た
が
、
こ
れ
は
総
収
入
四
～
五
万
リ
ー
ヴ
ル
の
五
～
六
％
で
し
か
な
い
。
王
権
は
、
入
所
者
は
「
自
分
の
ᷰ
い
ぶ
ち
を
自
分
の

労
働
で
稼
げ
」
と
考
え
た
が
、
入
所
者
の
大
半
が
労
働
不
能
貧
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
こ
そ
見
果
て
ぬ
夢
で
あ
っ
た
。

(33
)
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
町
の
牛
肉
商
と
協
定
を
結
び
、
買
い
付
け
の
費
用
を
折
半
し
、
オ
ピ
タ
ル
内
で
の
販
売
で
得
と
収
益
を
オ

ピ
タ
ル
が
三
分
の
二
を
、
商
人
が
三
分
の
一
の
割
合
で
分
け
合
っ
た
。[B

ellande,p.89]

(34
)
リ
ヨ
ン
で
は
家
畜
と
ワ
イ
ン
に
は
入
市
税
を
、
ま
た
サ
ン
・
シ
ャ
モ
ン
へ
出
荷
さ
れ
る
絹
織
物
の
梱
包
や
、
リ
ヨ
ン
港
に
寄
港
す
る
石

炭
船
に
は
出
市
税
が
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
収
入
の
一
部
が
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
に
配
分
さ
れ
た
。
サ
ン
・
テ
チ
ェ
ン
ヌ
で
は
ワ
イ

ン
の
入
市
税
か
ら
、
イ
ソ
ワ
ー
ル
で
は
公
設
市
場
で
売
ら
れ
る
外
国
産
穀
物
へ
の
課
税
収
入
の
一
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ピ
タ
ル
に
配
分
さ

れ
た
。[G

utton,p.82]

(35
)
わ
ず
か
に
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
が
一
七
二
八
年
に
二
千
リ
ー
ヴ
ル
、
二
九
年
に
二
四
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
交
付
さ
れ
た
事
実
が
判
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
総
収
入
の
六
〇
％
に
も
当
た
っ
た
。
し
か
し
収
支
構
成
は
全
く
信
憑
性
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
一
七
二
九
年
、

当
オ
ピ
タ
ル
の
燃
料
代
の
み
が
三
八
二
九
リ
ー
ヴ
ル
と
突
出
し
、
反
対
に
、
他
の
費
目
に
は
支
出
金
額
の
記
載
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
食

費
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。[B

ellande,p.125]
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入
所
者
五
ス
ー
、
壮
健
で
懲
罰
的
入
所
者
五
ス
ー
で
あ
っ
た
。

②

リ
ヨ
ン
、
リ
オ
ン
、
ロ
ア
ン
ヌ
は
、
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
概
ね
パ
リ
の
半
額
程
度
で
あ
っ
た(36)。

③

レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
は
そ
の
中
間
で
病
者
は
一
〇
ス
ー
、
病
気
で
は
な
い
労
働
不
能
者
八
ス
ー
、
壮
健
な
自
発
的
入
所
者
八

ス
ー
、
壮
健
で
懲
罰
的
入
所
者
四
ス
ー
で
あ
っ
た
。[N
ougaret,p.202]

こ
こ
か
ら
は
興
味
あ
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
ど
こ
で
も
病
者
貧
民
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
「
病
気
で
は
な

い
労
働
不
能
者
」
だ
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
貧
民
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
概
し
て
地
元
の
労
働
不
能
者
に
は
「
そ
れ
な
り
の
食
事
」
が
供

さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
壮
健
な
貧
民
は
概
ね
労
働
不
能
者
の
半
額
の
食
費
で
賄
わ
れ
た
。
レ
ン
ヌ
の
よ
う

に
、
壮
健
な
懲
罰
的
入
所
者
、
す
な
わ
ち
「
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
よ
そ
者
貧
民
」
は
、
さ
ら
に
貧
し
い
食
事
し
か
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
王
令
が
定
め
た
「
パ
ン
と
水
」
だ
け
の
食
事
と
見
て
間
違
い
な
い
。
他
方
、
右
の
地
元
の
労
働
不
能
入

所
者
の
「
そ
れ
な
り
の
食
事
」
は
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、
肉
半
ポ
ン
ド
、
リ
ン
ゴ
酒
一
パ
イ
ン
ト
、
野
菜
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

[N
ougaret,p.202]

明
白
に
差
別
的
処
遇
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
回
答
を
受
け
た
財
務
総
監
は
、
レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
地
方
長
官
を
介
し
て
こ
の
基
準
単
価
の
切
り

下
げ
を
要
求
し
た
。
だ
が
オ
ピ
タ
ル
は
こ
の
要
求
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
他
の
大
方
の
オ
ピ
タ
ル
も
反
応
し
な
か
っ
た
。
多
く

の
オ
ピ
タ
ル
で
は
、
地
元
の
病
気
が
ち
の
労
働
不
能
者
や
高
齢
入
所
者
に
は
、
食
事
に
ワ
イ
ン
や
シ
ー
ド
ル
な
ど
を
供
し
て
お
り
、

そ
れ
が
食
費
を
押
し
上
げ
て
い
た
の
だ
が
、
適
量
の
飲
酒
は
健
康
に
よ
い
し
、
入
所
者
の
愉
し
み
で
も
あ
る
と
判
断
し
て
、
こ
れ
を

削
ろ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
財
務
総
監
が
要
求
し
た
こ
と
は
、
補
助
金
は
二
四
年
王
令
で
受
け
容
れ
た
貧
民
に
だ
け
使
う
よ
う
に
限
定
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
真
意
は
、
二
四
年
王
令
が
標
的
と
し
た
「
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
を
出
来
る
だ
け
受
け
容
れ
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
こ
れ
に
答
え
て
大
概
の
オ
ピ
タ
ル
が
マ
レ
シ
ョ
セ
の
捕
捉
し
た
乞
食
や
流
民
を
受
け
容
れ
た
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
補
助
金
交
付
が
停
滞
し
、
や
が
て
完
全
に
途
絶
し
た
の
で
、
三
三
年
に
は
そ
の
種
の
貧
民
受
け
容
れ

は
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

王
権
は
国
庫
か
ら
そ
れ
な
り
の
財
政
出
動
を
し
て
、
乞
食
や
流
民
を
閉
じ
込
め
、
労
働
可
能
な
者
の
現
場
復
帰
を
目
指
し
た
の
だ

が
、
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
、
根
本
的
に
は
現
実
か
ら
遊
離
し
た
貧
民
観
に
囚
わ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
二
四
年
王
令
で
は
、
貧
し
い
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
や
行
商
な
ど
を
認
め
た
が
、
他
方
で
、
依
然
と
し
て
、
貧
民
の
物
乞

い
行
為
を
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
緩
和
さ
れ
る
の
は
一
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
ま
た
、
補
助
金
交
付
も
計
画
的
で
は
な

く
、
思
い
つ
き
で
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
な
さ
れ
て
い
た
。

王
権
に
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
が
欠
如
し
て
い
た
よ
う
に
、
パ
リ
な
ど
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
に
も
、
近
代
的
な
運
営
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
ど
こ
で
も
立
派
な
院
内
規
則règlem

ent

が
作
成
さ
れ
て
い
た

が
、
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
怪
し
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
収
支
が
費
目
ご
と
に
記
載
さ
れ
ず
、
ま
た
入
所
者
の
詳
細
も

記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
常
態
で
あ
っ
た
。
二
四
年
の
王
令
が
入
所
・
退
所
者
の
記
録
と
そ
の
保
管
を
強
く
促
し
た
こ
と
は
大
き
な

改
善
で
あ
り
、
史
家
も
漸
く
そ
の
構
成
が
部
分
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
王
権
の
「
指
導
的
介

(36
)
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
別
で
は
な
く
、
労
働
不
能
者
は
五
ス
ー
、
壮
健
な
貧
民
は
四
ス
ー
で
食
費
を
賄
っ
て

い
る
、
と
回
答
し
た
。[B

ellande,p.119]

リ
オ
ン
と
同
レ
ヴ
ェ
ル
と
見
ら
れ
る
。

一七二四年王令と乞食・流民の処遇

─ 85 (60)─

成城・経済研究 第 ù40 号（ù0ù3 年 3 月）

─ 84 (6ø)─



入
所
者
五
ス
ー
、
壮
健
で
懲
罰
的
入
所
者
五
ス
ー
で
あ
っ
た
。

②

リ
ヨ
ン
、
リ
オ
ン
、
ロ
ア
ン
ヌ
は
、
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
概
ね
パ
リ
の
半
額
程
度
で
あ
っ
た(36)。

③

レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
は
そ
の
中
間
で
病
者
は
一
〇
ス
ー
、
病
気
で
は
な
い
労
働
不
能
者
八
ス
ー
、
壮
健
な
自
発
的
入
所
者
八

ス
ー
、
壮
健
で
懲
罰
的
入
所
者
四
ス
ー
で
あ
っ
た
。[N

ougaret,p.202]

こ
こ
か
ら
は
興
味
あ
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
ど
こ
で
も
病
者
貧
民
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
「
病
気
で
は
な

い
労
働
不
能
者
」
だ
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
貧
民
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
概
し
て
地
元
の
労
働
不
能
者
に
は
「
そ
れ
な
り
の
食
事
」
が
供

さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
壮
健
な
貧
民
は
概
ね
労
働
不
能
者
の
半
額
の
食
費
で
賄
わ
れ
た
。
レ
ン
ヌ
の
よ
う

に
、
壮
健
な
懲
罰
的
入
所
者
、
す
な
わ
ち
「
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
捕
捉
さ
れ
た
よ
そ
者
貧
民
」
は
、
さ
ら
に
貧
し
い
食
事
し
か
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
王
令
が
定
め
た
「
パ
ン
と
水
」
だ
け
の
食
事
と
見
て
間
違
い
な
い
。
他
方
、
右
の
地
元
の
労
働
不
能
入

所
者
の
「
そ
れ
な
り
の
食
事
」
は
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、
肉
半
ポ
ン
ド
、
リ
ン
ゴ
酒
一
パ
イ
ン
ト
、
野
菜
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

[N
ougaret,p.202]

明
白
に
差
別
的
処
遇
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
回
答
を
受
け
た
財
務
総
監
は
、
レ
ン
ヌ
や
ヴ
ィ
ト
レ
の
オ
ピ
タ
ル
に
は
、
地
方
長
官
を
介
し
て
こ
の
基
準
単
価
の
切
り

下
げ
を
要
求
し
た
。
だ
が
オ
ピ
タ
ル
は
こ
の
要
求
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
他
の
大
方
の
オ
ピ
タ
ル
も
反
応
し
な
か
っ
た
。
多
く

の
オ
ピ
タ
ル
で
は
、
地
元
の
病
気
が
ち
の
労
働
不
能
者
や
高
齢
入
所
者
に
は
、
食
事
に
ワ
イ
ン
や
シ
ー
ド
ル
な
ど
を
供
し
て
お
り
、

そ
れ
が
食
費
を
押
し
上
げ
て
い
た
の
だ
が
、
適
量
の
飲
酒
は
健
康
に
よ
い
し
、
入
所
者
の
愉
し
み
で
も
あ
る
と
判
断
し
て
、
こ
れ
を

削
ろ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
財
務
総
監
が
要
求
し
た
こ
と
は
、
補
助
金
は
二
四
年
王
令
で
受
け
容
れ
た
貧
民
に
だ
け
使
う
よ
う
に
限
定
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
真
意
は
、
二
四
年
王
令
が
標
的
と
し
た
「
壮
健
な
乞
食
や
流
民
」
を
出
来
る
だ
け
受
け
容
れ
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
こ
れ
に
答
え
て
大
概
の
オ
ピ
タ
ル
が
マ
レ
シ
ョ
セ
の
捕
捉
し
た
乞
食
や
流
民
を
受
け
容
れ
た
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
補
助
金
交
付
が
停
滞
し
、
や
が
て
完
全
に
途
絶
し
た
の
で
、
三
三
年
に
は
そ
の
種
の
貧
民
受
け
容
れ

は
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

王
権
は
国
庫
か
ら
そ
れ
な
り
の
財
政
出
動
を
し
て
、
乞
食
や
流
民
を
閉
じ
込
め
、
労
働
可
能
な
者
の
現
場
復
帰
を
目
指
し
た
の
だ

が
、
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
、
根
本
的
に
は
現
実
か
ら
遊
離
し
た
貧
民
観
に
囚
わ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
二
四
年
王
令
で
は
、
貧
し
い
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
や
行
商
な
ど
を
認
め
た
が
、
他
方
で
、
依
然
と
し
て
、
貧
民
の
物
乞

い
行
為
を
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
緩
和
さ
れ
る
の
は
一
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
ま
た
、
補
助
金
交
付
も
計
画
的
で
は
な

く
、
思
い
つ
き
で
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
な
さ
れ
て
い
た
。

王
権
に
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
が
欠
如
し
て
い
た
よ
う
に
、
パ
リ
な
ど
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
地
方
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
に
も
、
近
代
的
な
運
営
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
ど
こ
で
も
立
派
な
院
内
規
則règlem

ent

が
作
成
さ
れ
て
い
た

が
、
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
怪
し
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
収
支
が
費
目
ご
と
に
記
載
さ
れ
ず
、
ま
た
入
所
者
の
詳
細
も

記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
常
態
で
あ
っ
た
。
二
四
年
の
王
令
が
入
所
・
退
所
者
の
記
録
と
そ
の
保
管
を
強
く
促
し
た
こ
と
は
大
き
な

改
善
で
あ
り
、
史
家
も
漸
く
そ
の
構
成
が
部
分
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
王
権
の
「
指
導
的
介

(36
)
イ
ソ
ワ
ー
ル
の
オ
ピ
タ
ル
は
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
別
で
は
な
く
、
労
働
不
能
者
は
五
ス
ー
、
壮
健
な
貧
民
は
四
ス
ー
で
食
費
を
賄
っ
て

い
る
、
と
回
答
し
た
。[B

ellande,p.119]

リ
オ
ン
と
同
レ
ヴ
ェ
ル
と
見
ら
れ
る
。
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入
」
は
、
オ
ピ
タ
ル
の
合
理
的
運
営
へ
の
一
ス
テ
ッ
プ
だ
っ
た
。
ま
た
前
述
の
如
く
、
入
所
者
の
食
費
単
価
を
報
告
す
る
よ
う
に
求

め
た
こ
と
も
、
オ
ピ
タ
ル
が
予
算
の
合
理
的
配
分
と
施
行
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
前
提
で
あ
っ
た
。

一
六
五
六
年
の
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
創
設
を
起
点
と
し
、
一
六
六
二
年
王
令
に
よ
る
そ
の
全
国
的
展
開
を
経
て
、
一

七
二
四
年
王
令
で
の
国
王
補
助
金
の
交
付
ま
で
、
こ
の
七
〇
年
の
歩
み
を
ど
う
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
一
連
の
王
令
全
体
を
貫
く

思
想
に
は
、
下
層
民
衆
へ
の
抑
圧
態
度
が
優
勢
な
の
は
見
や
す
い
論
理
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
よ
る
乞
食
・
流
民
の
捕
捉

と
「
閉
じ
込
め
」
は
、
確
か
に
「
治
安
優
先

ポ

リ

ス

」
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
現
場
を
見
る
と
、
入
所
者
の
過
半

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
労
働
不
能
と
な
っ
た
貧
民
や
不
幸
な
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
に
、
一
時
的
で
も
「
宿
と
食
事gite

etcouvert

」
与
え
る
こ
と
は
、
一
八
世
紀
の
政
治
評
論
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
非
難
し
て
止
ま
な
い
、「
怠
惰
と
そ
の
結
果
と

し
て
の
無
秩
序
な
い
し
は
放
蕩
を
接
合
す
る
こ
と
」[Im

bert,p.294]

に
は
全
く
当
た
ら
な
い
。
貧
民
の
人
生
の
あ
る
時
期
に
訪
れ

た
不
幸
を
、
幾
ら
か
で
も
緩
和
し
よ
う
と
す
る
国
家
と
社
会
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
「
公
的
支
援assistance

publique

」
の
萌
芽
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

§
本
稿
執
筆
に
利
用
し
た
文
献

Ⅰ

概
説
史
・
社
会
保
障
の
通
史

Jules
Siegfried,Q

uelques
m
ots

sur
la
m
isère,son

histoire,ses
causes

etses
rem

èdes,Le
H
avre,1877

Em
ile

C
hevalier,D

e
l’Assistance

dans
les

cam
pagnes:

indigence,prévoyance,assistance,Paris,1889

PaulStrauss,Assistance
sociale;

Pauvres
etM

endiants,Paris,1901

M
ichelG

uill aum
e
(ed),La

sécurité
sociale:

son
histoire

à
travers

les
textes,3vols,Paris,1994

M
arcelLecoq,L’Assistance

par
le
travailetles

jardins
ouvirières,Paris,1906

R
obin

B
riggs,Early

M
odern

France
1560-1715,O

xford
U
niversity

Press,1977

P.J.C
oveney,France

in
crisis

1620-1675,London,1977

F.B
raudel&

E.Labrousse
(dir.)H

istoire
économ

ique
etsociale

de
la
France,tom

e
II,D

es
derniers

tem
ps
de
l’âge

seigneurialaux

préludes
de
l’âge

industriel(1660-1789),P .U
.F.1970

G
eorge

Lefebvre,La
G
rande

Peur
de
1789,Paris,1932

A
rthur-A

uguste
M
allebay

du
C
luseau

d’Echérac,L’Assistance
publique;

ce
qu’elle

fut,ce
qu’elle

est,Paris,1909

ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
・
ソ
ヴ
ィ
ニ
ー
著
／
鹿
島
茂
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
講
談
社

二
〇
一
九

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
著
／
丸
山
熊
雄
訳
『
ル
イ
十
四
世
の
世
紀
』
全
四
冊

岩
波
文
庫

二
〇
〇
一

ユ
ベ
ー
ル
・
メ
チ
ヴ
ィ
エ
著
／
前
川
貞
次
郎
訳
『
ル
イ
十
四
世
』
白
水
社

一
九
九
五

二
宮
宏
之
『
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
論
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
七

二
宮
宏
之
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社

一
九
八
六

二
宮
宏
之
・
阿
河
雄
二
郎
編
『
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
国
家
と
社
会
』
山
川
出
版
社

二
〇
〇
三

林
信
明
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
事
業
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

一
九
九
九

ロ
ベ
ー
ル
・
カ
ス
テ
ル
著
／
前
川
真
行
訳
『
社
会
問
題
の
変
容
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

二
〇
一
二

柴
田
三
千
雄
ほ
か
編
『
世
界
歴
史
大
系

フ
ラ
ン
ス
史
ù
』
所
収
の
第
一
章
（
服
部
春
彦
）、
第
四
章
（
阿
河
雄
二
郎
）、
第
五
章
（
林
田
伸

一
）、
第
六
章
（
二
宮
宏
之
・
柴
田
三
千
雄
）
論
文

山
川
出
版
社

一
九
九
六

林
田
伸
一
『
ル
イ
一
四
世
と
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
』
山
川
出
版
社

二
〇
一
六

一七二四年王令と乞食・流民の処遇

─ 83 (6ù)─

成城・経済研究 第 ù40 号（ù0ù3 年 3 月）

─ 8ù (63)─



入
」
は
、
オ
ピ
タ
ル
の
合
理
的
運
営
へ
の
一
ス
テ
ッ
プ
だ
っ
た
。
ま
た
前
述
の
如
く
、
入
所
者
の
食
費
単
価
を
報
告
す
る
よ
う
に
求

め
た
こ
と
も
、
オ
ピ
タ
ル
が
予
算
の
合
理
的
配
分
と
施
行
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
前
提
で
あ
っ
た
。

一
六
五
六
年
の
パ
リ
の
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
創
設
を
起
点
と
し
、
一
六
六
二
年
王
令
に
よ
る
そ
の
全
国
的
展
開
を
経
て
、
一

七
二
四
年
王
令
で
の
国
王
補
助
金
の
交
付
ま
で
、
こ
の
七
〇
年
の
歩
み
を
ど
う
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
一
連
の
王
令
全
体
を
貫
く

思
想
に
は
、
下
層
民
衆
へ
の
抑
圧
態
度
が
優
勢
な
の
は
見
や
す
い
論
理
で
あ
る
。
マ
レ
シ
ョ
セ
や
巡
邏
に
よ
る
乞
食
・
流
民
の
捕
捉

と
「
閉
じ
込
め
」
は
、
確
か
に
「
治
安
優
先

ポ

リ

ス

」
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ピ
タ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
現
場
を
見
る
と
、
入
所
者
の
過
半

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
労
働
不
能
と
な
っ
た
貧
民
や
不
幸
な
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
に
、
一
時
的
で
も
「
宿
と
食
事gite

etcouvert

」
与
え
る
こ
と
は
、
一
八
世
紀
の
政
治
評
論
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
非
難
し
て
止
ま
な
い
、「
怠
惰
と
そ
の
結
果
と

し
て
の
無
秩
序
な
い
し
は
放
蕩
を
接
合
す
る
こ
と
」[Im

bert,p.294]

に
は
全
く
当
た
ら
な
い
。
貧
民
の
人
生
の
あ
る
時
期
に
訪
れ

た
不
幸
を
、
幾
ら
か
で
も
緩
和
し
よ
う
と
す
る
国
家
と
社
会
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
「
公
的
支
援assistance

publique

」
の
萌
芽
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
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